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総会プログラム
One purpose, Doshisha, thy name
Doth signify; one lofty aim;
To train thy sons in heart and hand
To live for God and Native Land.
Dear Alma Mater, sons of thine
Shall be as branches to the vine;
Tho' through the world we wander far and wide,
Still in our hearts thy precepts shall abide!

We came to Doshisha to find
The broader culture of the mind;
We tarried here to learn anew
The value of a purpose true;
Dear Alma Mater, ours the part
To face the future staunch of heart,
Since thou hast taught us with high aim to stand
For God, for Doshisha, and Native Land!

When war clouds bring their dark alarms,
Ten thousand patriots rush to arms,
But we would through long years of peace
Our Country's name and fame increase.
Dear Alma Mater, sons of thine
Will hold their lives a trust divine.
Steadfast in purpose we will ever stand
For God, for Doshisha, and Native Land!

同志社校友会 愛知支部事務局
〒461-0001 名古屋市東区泉2丁目20番8号
　　　　　　丸の内土地株式会社　金田 利斉
TEL （052）931-2103　FAX （052）932-3913
info@aichi.doshisha-alumni.org

住 所 変 更 ・ そ の 他 お 問 い 合 わ せ 先 は FaceBook
「FB同志社校友会愛知支部」
へもご参加ください。

インスタグラムアカウント名
「同志社校友会愛知支部」

ユーチューブアカウント名
「同志社校友会愛知支部」

同志社愛知 検索
https://doshisha-aichi.com

同志社よ，その名は一つの目的を意味する
すなわち，その学徒の精神的，肉体的に

神のため，祖国のため
生きんという一つの崇高なる目的を。
親愛なる母校よ。同志社の学徒は

ぶどうの枝のごとくであるであろう。
たとえ世界くまなく，広くはるかに
われらさまようとも　汝の教訓は

われわれの心に，とわに生き続けるであろう。
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令和4年総会次第

総　会　　16：30～17：00　名古屋観光ホテル　那古の間
司　会　事務局長　金田　利斉

讃美歌 	 ２３４A番

祈　祷 	 日本キリスト教団　南山教会	 村山　盛芳　牧師

祝　辞 	 学校法人同志社総長・理事長	 八田　英二　先生

主催者挨拶 	 支部長　小栗　成男

議　事 	 議　長　専務理事　杉﨑　正美

	 第一号議案　理事追加選任の件

報告事項

	 2021年会計報告（一般・特別）

	 2022年予算案（一般・特別）

	 愛知支部活動報告

講演会　　17：15～18：00　名古屋観光ホテル　那古の間

対談テーマ「同志社とスポーツ」

M　C　石井　亮次　氏

宇山　　賢　氏

懇親会　　18：30～20：30　名古屋観光ホテル　那古の間
司会　松原　　愛

祝　辞 	 同志社大学学長	 植木　朝子　先生

乾　杯 	 同志社校友会会長	 松岡　　敬　様

挨　拶 	 支部長	 	 小栗　成男

支部・クラブ挨拶

ドリーム抽選会

カレッジソング
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讃美歌234A  「昔主イエスの」

昔　主イエスの　　播きたまいし
いとも小さき　　　命のたね
芽生え育ちて　　　地のはてまで
その枝を張る　　　樹とはなりぬ。

歴史の流れ　　　　旧きものを
返らぬ過去へ　　　押しやる間に
主イエスの建てし　愛の国は
民よりたみへ　　　広がりゆく。

時代の風は　　　　吹きたけりて
思想の波はあいうてども
すべての物を　　　超えてすすむ
主イエスの国は　　永久に栄えん。

父なる神よ　　　　み名によりて
世界の民を　　　　ひとつとなし
地をばあまねく　　み国とする
みちかいをとく　　はたしたまえ。

ヨハネによる福音書 3章16-17節 （新約聖書）
神は、その独り子をお与えになったほどに、世を愛された。

独り子を信じる者が一人も滅びないで、永遠の命を得るためである。
神が御子を世に遣わされたのは、世を裁くためではなく、

御子によって世が救われるためである。
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タレント。ジャパンミュージックエンターテイメント所属。
大阪府東大阪市出身。同志社大学卒業後、2000年に中
部日本放送（現 CBCテレビ）に入社。13年からCBCテ
レビ制作の情報番組『ゴゴスマ～GO GO! Smile!～』で
総合司会を担当。
20年にCBCテレビ退社後、フリーアナウンサーとし
て活躍。

株式会社Es.relier取締役。香川県高松市観光大使、東京都北区スポーツ大使、
同志社大学体育会フェンシング部外部コーチ。

香川県高松市出身。中学の時に兄の影響でフェンシング競技と出会う。
高校2年時にインターハイ個人優勝。同志社大学に進学。大学２～ 4年時
インカレ個人3連覇。4年時には全日本選手権優勝。大学3年時よりナショ
ナルチームにて日本代表選手として活躍。一度は大手家具メーカーに就
職するも、オリンピックの開催地が東京に決定したことを受けて、日本
オリンピック委員会（JOC）が推進する企業とアスリートのマッチング
制度「アスナビ」を利用し三菱電機株式会社で競技を中心として活動。そ
して2021年第32回オリンピック競技大会（2020東京オリンピック）団体
エペにて金メダルを獲得。2021年に選手現役を引退。三菱電機株式会社
を退職し、株式会社Es.relierを設立し、取締役に就任。

2014年：ワールドカップ（エストニア/タリン）個人エペ銀メダル
2016年：ワールドカップ（スイス/ベルン）個人エペ銀メダル
2018年：アジア競技大会（インドネシア/ジャカルタ）団体エペ金メダル
2019年：ワールドカップ（アルゼンチン/ブエノスアイレス）
　　　  団体エペ金メダル
2019年：アジア選手権（東京/千葉）個人エペ銀メダル
2021年：第32回オリンピック競技大会（2020/東京）団体エペ金メダル

宇山 賢氏 （2014年 商学部卒）
うやま　 　  さとる

同志社
と

スポーツ

講演会のご案内

石井 亮次氏 （2000年 文学部卒）
いしい　　　 りょうじ

経

　歴

経

　歴

2009年：日本民間放送連盟賞最優秀賞
　　　　『家族記念日』ナレーション
2015年：日本民間放送連盟賞最優秀賞
　　　　『きれいに、定年はない。』ナレーション
2017年：日本民間放送連盟賞最優秀賞
　　　　『1/6の群像』ナレーション
2017年：文化庁芸術祭賞大賞『1/6の群像』
　　　　ナレーション
2020年：文化庁芸術祭賞優秀賞
　　　　『土がくる～規制なき負の産物の行方』
　　　　ナレーション

受
賞
歴受

賞
歴

クラーク記念館
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愛
知
支
部
総
会
に
寄
せ
て

同
志
社
総
長
・
理
事
長

　
　八
田 

英
二

　「
人
ひ
と
り
は

大
切
な
り
」
の
言

葉
を
胸
に
刻
み
、

同
志
社
教
職
員
は

良
心
教
育
に
従
事

し
、
高
い
志
を
持

つ
若
者
を
社
会
に

送
り
出
し
て
い
ま

す
。
そ
し
て
卒
業

生
は「
地
の
塩
・
世
の
光
」と
し
て
内
外
の
各
分
野
で
活
躍
中
で
す
。

相
互
の
親
睦
を
図
り
つ
つ
、母
校
の
発
展
に
多
大
な
る
貢
献
を
さ

れ
て
き
た
、歴
代
の
役
員
、卒
業
生
の
皆
様
の
ご
尽
力
に
深
く
敬

意
を
表
し
ま
す
。

長
期
に
亘
り
繰
り
返
さ
れ
る
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の

感
染
拡
大
に
よ
り
、内
外
社
会
は
大
き
な
影
響
を
受
け
ま
し
た
。

同
志
社
教
育
も
例
外
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　
W
i
t
h
コ
ロ
ナ
が
日
常
と
な
っ
た
現
在
は
、オ
ン
ラ
イ
ン
授

業
の
教
育
効
果
面
で
の
有
効
性
が
認
識
さ
れ
は
じ
め
て
お
り
、教

育
現
場
で
は
新
た
な
発
想
で
の
対
応
が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。同

志
社
と
し
て
も
対
面
と
オ
ン
ラ
イ
ン
の
長
所
、短
所
を
考
慮
し
た

あ
ら
た
な
教
育
に
取
り
組
ん
で
お
り
ま
す
。

　
2
0
2
0
年
6
月
に
は
、同
志
社
教
育
を
受
け
る
こ
と
を
希
望

し
入
学
し
た
在
学
生
が
失
意
の
う
ち
に
終
わ
る
こ
と
が
な
い
よ
う
、

窮
地
に
立
た
さ
れ
て
い
る
在
学
生
に
対
し
て
、手
を
差
し
伸
べ
る

こ
と
を
目
的
と
し
て
、「
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
に
伴
う

在
学
生
支
援
募
金
」を
開
始
し
ま
し
た
。多
く
の
方
々
か
ら
寄
せ

ら
れ
た
善
意
を
基
に
、学
生
、生
徒
、児
童
に
対
し
て
奨
学
金
を
給

付
し
て
お
り
、給
付
生
か
ら
は
多
数
の
感
謝
の
声
が
届
い
て
い
ま

す
。

　
こ
の
支
援
募
金
事
業（https://bokin.doshisha.ed.jp/fund/
shien.htm

l

）は
、2
0
2
6
年
3
月
ま
で
実
施
す
る
予
定
で
す
の

で
、継
続
的
に
ご
支
援
い
た
だ
け
れ
ば
光
栄
に
存
じ
ま
す
。

ま
た
、昨
年
夏
と
本
年
春
に
は
、授
業
や
学
生
の
活
動
が
制
限
さ

れ
る
こ
と
を
軽
減
し
、安
心
し
て
学
べ
る
環
境
を
維
持
す
る
た
め
、

学
生
、教
職
員
を
対
象
と
し
た
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
ワ

ク
チ
ン
職
域
接
種
を
今
出
川
校
地
と
京
田
辺
校
地
に
て
実
施
し

ま
し
た
。職
域
接
種
を
実
施
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
、周
辺
大
学

の
学
生
や
中
小
企
業
等
に
も
開
放
し
、地
域
自
治
体
に
お
け
る
ワ

ク
チ
ン
接
種
の
負
担
軽
減
等
に
積
極
的
に
貢
献
し
て
き
ま
し
た
。

　
こ
の
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
を
乗
り
切
れ
た
と
し
て
も
、

私
学
を
取
り
巻
く
環
境
が
す
べ
て
好
転
す
る
わ
け
で
は
あ
り
ま

せ
ん
。少
子
化
は
加
速
す
る
一
方
で
す
。私
立
大
学
の
定
員
充
足

率（
入
学
定
員
全
体
に
占
め
る
入
学
者
の
割
合
）が
、9
9
.
8
％

と
な
り
1
0
0
％
を
切
る
と
い
う
、大
学
全
入
時
代
が
到
来
し
ま

し
た
。
良
心
教
育
を
標
榜
す
る
同
志
社
は
、厳
し
い
環
境
に
直
面

し
て
も
、確
固
た
る
将
来
展
望
を
示
し
、教
育
活
動
に
邁
進
し
な

け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。そ
の
た
め
に
事
業
計
画
、中
期
目
標
を
策

定
し
て
い
ま
す
が
、こ
の
策
定
に
S
W
O
T
分
析
を
取
り
入
れ
る

こ
と
も
検
討
し
て
い
ま
す
。

　
私
学
を
含
む
教
育
機
関
に
と
っ
て
の
最
大
の
脅
威
は
、少
子
化

で
あ
り
、ま
た
家
計
に
お
け
る
教
育
費
負
担
増
で
す
。こ
の
よ
う

な
中
、同
志
社
に
と
っ
て
の
強
み
は
、「
大
学
の
ま
ち
」、「
学
生
の

ま
ち
」で
あ
る
京
都
と
い
う
立
地
で
あ
り
、ま
た
、新
島
襄
が
理
想

と
し
た
キ
リ
ス
ト
教
主
義
精
神
に
立
脚
し
た
良
心
教
育
を
学
ば
れ
、

各
界
で
活
躍
さ
れ
る
卒
業
生
が
多
数
存
在
す
る
こ
と
と
、幼
児
教

育
か
ら
高
等
教
育
ま
で
そ
ろ
う
一
貫
教
育
体
制
を
堅
持
し
て
い

る
点
に
あ
り
ま
す
。

　
2
0
1
9
年
に
は
、「
同
志
社
一
貫
教
育
探
求
セ
ン
タ
ー
」を
新

設
し
、各
学
校
間
の
縦
と
横
の
連
携
を
促
進
し
、建
学
の
精
神
に

立
脚
し
た
一
貫
教
育
体
制
の
構
築
を
目
指
し
て
お
り
ま
す
。卒
業

生
の
皆
様
に
は
、多
様
な
取
り
組
み
お
い
て
ア
ド
バ
イ
ス
等
サ
ポ
ー

ト
い
た
だ
け
れ
ば
と
願
っ
て
お
り
ま
す
。

さ
て
、同
志
社
は
2
0
2
5
年
に
創
立
1
5
0
周
年
の
節
目
を
迎

え
ま
す
。す
で
に
創
立
1
5
0
周
年
記
念
事
業
委
員
会
を
立
ち
上

げ
、「
同
志
社
1
5
0
周
年
史
」の
編
纂
に
つ
い
て
は
、各
巻
の
完

成
に
向
け
て
の
作
業
が
本
格
化
し
て
い
ま
す
。

　
記
念
事
業
委
員
会
の
も
と
に
設
置
し
た
教
職
員
に
よ
る
未
来

創
造
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
中
心
に
、記
念
事
業

の
企
画
・
実
施
も
進
め
て
い
ま
す
。そ
の
第
1

弾
と
し
て
、1
5
0
周
年
記
念
ロ
ゴ
マ
ー
ク

が
完
成
し
ま
し
た
。
同
志
社
の
14
の
す
べ
て

の
学
校
が
連
携
す
る
姿
を
表
現
し
た
、ま
さ

に
同
志
社
が
目
指
す
未
来
を
象
徴
す
る
デ
ザ

イ
ン
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、同
志
社
国
際
学
院
の
生
徒
が
宗
教

の
授
業
で
課
題
と
し
て
作
成
に
取
り
組
ん
だ
も
の
を
ベ
ー
ス
と
し
、

同
志
社
大
学
漫
画
研
究
会
の
学
生
た
ち
が
、そ
の
絵
の
特
徴
を
活

か
し
な
が
ら
自
由
に
リ
ラ
イ
ト
し
た「
同
志
社
・
新
島
か
る
た
」も

制
作
し
ま
し
た
。園
児
や
児
童
は
も
ち
ろ
ん
の
こ
と
、同
志
社
で

学
ぶ
生
徒
た
ち
が
か
る
た
遊
び
を
通
じ
て
新
島
先
生
や
母
校
に

つ
い
て
学
ぶ
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
、ま
た
こ
の
か
る
た
が
広
く

多
く
の
方
々
に
愛
さ
れ
、社
会
の
多
く
の
人
々
に
同
志
社
を
知
っ

て
い
た
だ
く
機
会
と
な
る
こ
と
を
期
待
し
て
い
ま
す
。

　
創
立
1
5
0
周
年
記
念
事
業
で
は
、『
あ
た
ら
し
い
自
由
の
風

を
、世
界
へ
、未
来
へ
。』と
の
F
u
t
u
r
e 

V
i
s
i
o
n
の

も
と
6
つ
の
チ
ャ
レ
ン
ジ
に
取
り
組
む
所
存
で
す
。

① 

良
心
教
育
の
意
味
を
考
え
る
機
会
を
提
供
す
る

② 

良
心
教
育
を
発
信
し
、理
解
者
を
増
や
す

③ 

良
心
教
育
を
共
感
者
と
と
も
に
時
代
に
合
わ
せ
て
発
展
さ
せ

る
④ 

同
志
社
の
学
生
・
生
徒
・
児
童
・
園
児
、教
職
員
の
交
流
を
促
進

し
、絆
を
強
め
る

⑤ 

同
志
社
の
卒
業
生
と
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
強
化
す
る

⑥ 

同
志
社
の
輪
を
世
界
へ
よ
り
広
く
繋
ぎ
、社
会
に
貢
献
す
る

　
2
0
2
2
年
度
も
、様
々
な
記
念
事
業
を
展
開
す
る
予
定
で
す
。

　
ス
テ
ー
ク
ホ
ル
ダ
ー
た
る
校
友
の
皆
様
に
は
主
体
的
な
参
加

を
心
か
ら
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。挑
戦
す
る
心
を
失
わ
ず
、次
代

の
同
志
社
建
設
を
共
に
目
指
せ
れ
ば
と
願
っ
て
や
み
ま
せ
ん
。
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愛
知
支
部
総
会
に
寄
せ
て

同
志
社
大
学

　学
長

　
　植
木 

朝
子

平
素
は
本
学

の
教
育
研
究
活

動
に
深
い
ご
理

解
と
温
か
い
ご

協
力
を
賜
り
、

心
よ
り
御
礼
申

し
上
げ
ま
す
。

支
部
の
創
立
以

来
、
同
志
社
校

友
会
愛
知
支
部

が
長
い
時
を
重
ね
、幅
広
い
活
動
を
展
開
さ
れ
て
い
る

こ
と
に
対
し
、学
長
と
し
て
深
く
敬
意
を
表
し
ま
す
。こ

の
よ
う
に
長
き
に
わ
た
っ
て
活
動
を
継
続
し
て
こ
ら
れ

た
の
は
、小
栗
成
男
支
部
長
を
は
じ
め
、歴
代
の
支
部
長

や
役
員
の
皆
様
、そ
し
て
多
く
の
関
係
者
の
皆
様
の
並
々

な
ら
ぬ
努
力
の
賜
物
で
あ
り
、易
々
と
実
現
で
き
る
こ
と

で
は
あ
り
ま
せ
ん
。こ
れ
ま
で
の
情
熱
あ
ふ
れ
る
活
動

に
対
し
、改
め
て
敬
意
を
表
す
る
次
第
で
す
。

本
学
の
創
立
者
新
島
襄
は
、「
智
識
あ
り
、品
行
あ
り
、

自
か
ら
立
ち
、自
か
ら
治
む
る
の
人
民
」、「
一
国
の
良
心

と
も
謂
ふ
可
き
人
々
」の
育
成
を
目
指
し
て
、1
8
7
5

年（
明
治
8
年
）11
月
29
日
に
、同
志
社
英
学
校
を
設
立
し

ま
し
た
。本
学
は
創
立
以
来
、キ
リ
ス
ト
教
主
義
精
神
に

基
づ
く「
良
心
を
手
腕
に
運
用
す
る
人
物
」の
育
成
を
教

育
の
基
本
と
し
、キ
リ
ス
ト
教
主
義
、自
由
主
義
、国
際
主

義
を
教
育
理
念
に
掲
げ
て
い
ま
す
。こ
の
教
育
理
念
は
、

新
島
が
約
10
年
間
の
ア
メ
リ
カ
生
活
で
自
ら
体
得
し
た

自
由
の
精
神
、国
際
人
と
し
て
の
感
覚
を
通
し
て
形
成
さ

れ
た
も
の
で
す
。混
迷
の
時
代
と
も
い
わ
れ
る
今
こ
そ
、

キ
リ
ス
ト
教
主
義
精
神
に
基
づ
く
自
治
自
立
の
人
物
を

社
会
に
輩
出
す
る
こ
と
は
、本
学
の
崇
高
な
社
会
的
使
命

で
あ
る
と
確
信
し
て
い
ま
す
。

同
志
社
の
良
心
教
育
を
受
け
ら
れ
、母
校
を
巣
立
た
れ

た
皆
様
は
、様
々
な
分
野
で
活
躍
さ
れ
て
い
ま
す
。こ
れ

ま
で
の
す
ば
ら
し
い
成
果
に
深
く
敬
意
を
表
す
る
と
と

も
に
、今
後
の
更
な
る
ご
活
躍
に
大
き
な
期
待
を
寄
せ
て

お
り
ま
す
。
新
島
の
思
い
を
精
神
的
支
柱
に
さ
れ
る
皆

様
が
、今
な
お
交
流
を
持
ち
、本
学
の
現
状
を
気
に
か
け

て
く
だ
さ
っ
て
い
る
こ
と
は
、学
長
と
し
て
こ
の
う
え
な

い
喜
び
で
あ
り
、誇
り
と
す
る
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。

現
在
本
学
で
は
創
立
1
5
0
周
年
に
向
け「
同
志
社

大
学
ビ
ジ
ョ
ン
2
0
2
5
」を
策
定
し
、新
た
な
事
業

を
次
々
と
展
開
し
て
い
ま
す
。ビ
ジ
ョ
ン
を
策
定
し
た

2
0
1
6
年
度
か
ら
の
4
年
間
の
キ
ー
ワ
ー
ド
が「
特
化
」

と「
リ
ソ
ー
ス
の
組
み
合
わ
せ
・
融
合
」で
あ
っ
た
の
に
対

し
、現
在
は「
全
学
波
及
型
」と
し
て
、全
て
の
学
生
に
直

接
、知
的
刺
激
を
与
え
る
段
階
、つ
ま
り「
広
が
り
」を
キ
ー

ワ
ー
ド
と
し
て
い
ま
す
。
30
年
振
り
と
な
る
英
語
カ
リ

キ
ュ
ラ
ム
の
改
革
、デ
ー
タ
サ
イ
エ
ン
ス
・
A
I
教
育
プ

ロ
グ
ラ
ム
の
開
始
、国
際
主
義
の
深
化
に
む
け
た「
人
を

植
ゆ
る
」事
業
の
推
進
、カ
ー
ボ
ン
リ
サ
イ
ク
ル
へ
の
取

り
組
み
な
ど
、学
生
の
多
様
な
学
び
、新
た
な
教
育
の
か

た
ち
を
展
開
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

そ
の
中
で
大
切
な
の
は
、「
ダ
イ
バ
ー
シ
テ
ィ
」で
す
。

社
会
人
や
留
学
生
、ま
た
障
が
い
の
あ
る
学
生
、他
学
部

に
所
属
す
る
学
生
な
ど
、多
様
な
人
た
ち
と
と
も
に
学
ぶ

こ
と
、オ
ン
ラ
イ
ン
、対
面
、習
熟
度
別
ク
ラ
ス
な
ど
多
様

な
方
法
で
学
ぶ
こ
と
、そ
う
い
っ
た
学
び
の
多
様
性
を
通

じ
て
、多
様
性
へ
の
理
解
を
う
な
が
す
こ
と
が
重
要
と
な

り
ま
す
。

新
島
襄
は
、創
立
10
周
年
記
念
演
説
に
お
い
て
、「
諸

君
ヨ
人
一
人
ハ
大
切
ナ
リ
」の
言
葉
を
残
し
て
い
ま
す
。

国
際
連
合
は
S
D
G
s
の
理
念
と
し
て「
N
o 

o
n
e 

w
i
l
l 

b
e 

l
e
f
t 

b
e
h
i
n
d
」を
掲
げ
て

い
ま
す
が
、本
学
は
そ
れ
よ
り
も
ず
っ
と
前
か
ら
、新
島

の
こ
の
言
葉
を
重
要
な
よ
り
ど
こ
ろ
と
し
て
大
学
運
営

を
行
っ
て
き
ま
し
た
。

大
学
は
、個
人
の
多
様
な
考
え
を
尊
重
で
き
る
環
境
で

な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。そ
し
て
自
身
と
異
な
る
価
値

観
や
境
遇
を
持
つ
他
者
を
理
解
し
、共
生
・
共
存
す
る
中

で
、そ
の
違
い
を
新
た
な
創
造
へ
導
く
力
を
持
つ
人
物
を

養
成
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。国
籍
、文
化
、性
別
、性
的

指
向
・
性
自
認
、障
が
い
、宗
教
な
ど
多
様
性
に
関
す
る
こ

と
を
学
問
的
に
学
ぶ
こ
と
に
よ
り
、知
識
を
持
っ
て
多
様

性
を
理
解
で
き
る
学
生
た
ち
を
社
会
に
送
り
出
す
こ
と

が
大
学
の
使
命
で
す
。
今
後
も
本
学
は
建
学
の
精
神
を

受
け
継
ぎ
な
が
ら
、時
代
背
景
に
適
応
し
た
同
志
社
教
育

の
新
た
な
か
た
ち
を
目
指
し
、不
透
明
な
時
代
の
魁
と
な

る
良
心
に
満
ち
た
人
物
を
輩
出
し
て
ま
い
り
ま
す
。
多

様
な
個
が
輝
く
新
時
代
の
同
志
社
に
ご
注
目
い
た
だ
き
、

引
き
続
き
ご
指
導
、ご
支
援
を
賜
り
ま
す
よ
う
、よ
ろ
し

く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

結
び
に
あ
た
り
、恐
縮
な
が
ら
、一
つ
お
願
い
を
申
し

上
げ
ま
す
。
今
も
な
お
、新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染

症
の
影
響
に
よ
り
、経
済
の
停
滞
と
と
も
に
、学
生
納
付

金
負
担
者
の
家
計
や
学
生
の
ア
ル
バ
イ
ト
収
入
へ
の
影

響
は
深
刻
な
状
況
で
す
。本
学
で
は
、一
律
に
学
生
へ
の

給
付
を
行
う
の
で
は
な
く
、経
済
的
に
困
窮
し
た
学
生

に
寄
り
添
っ
た
支
援
を
基
本
方
針
と
し
て
様
々
な
対
策

を
講
じ
て
い
ま
す
が
、学
生
の
学
び
の
継
続
に
と
っ
て

は
、今
後
も
さ
ら
に
困
難
な
状
況
の
続
く
こ
と
が
予
想

さ
れ
ま
す
。こ
れ
ま
で
の
間
、卒
業
生
の
皆
様
に
は
幾
度

と
な
く
、経
済
困
窮
学
生
の
た
め
の
募
金
の
お
願
い
を

さ
せ
て
い
た
だ
き
、す
で
に
多
く
の
ご
支
援
を
い
た
だ

い
て
い
る
上
に
、重
ね
て
の
お
願
い
で
恐
縮
に
は
存
じ

ま
す
が
、目
の
前
の
、困
難
な
状
況
に
あ
る
学
生
を
救
う

た
め
に
、改
め
ま
し
て
ご
協
力
の
ほ
ど
、よ
ろ
し
く
お
願

い
申
し
上
げ
ま
す
。「
同
志
社
大
学
2
0
2
5 

A
L
L 

D
O
S
H
I
S
H
A
募
金
」の「
特
定
寄
付
奨
学
金
」は
、

緊
急
対
応
の
奨
学
金
の
財
源
と
な
り
ま
す
の
で
、ぜ
ひ
ご

検
討
く
だ
さ
い
。

関
係
者
の
皆
様
の
本
学
に
対
す
る
多
大
な
ご
助
力
に

深
く
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
と
と
も
に
、こ
れ
か
ら
の
活
動

を
通
じ
て
同
志
社
校
友
会
愛
知
支
部
の
歴
史
と
伝
統
が

末
永
く
続
き
、ま
す
ま
す
輝
か
し
い
も
の
と
な
り
ま
す
こ

と
を
お
祈
り
い
た
し
ま
す
。
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愛
知
支
部
総
会
に
寄
せ
て

同
志
社
大
学

　学
長

　
　植
木 

朝
子

平
素
は
本
学

の
教
育
研
究
活

動
に
深
い
ご
理

解
と
温
か
い
ご

協
力
を
賜
り
、

心
よ
り
御
礼
申

し
上
げ
ま
す
。

支
部
の
創
立
以

来
、
同
志
社
校

友
会
愛
知
支
部

が
長
い
時
を
重
ね
、幅
広
い
活
動
を
展
開
さ
れ
て
い
る

こ
と
に
対
し
、学
長
と
し
て
深
く
敬
意
を
表
し
ま
す
。こ

の
よ
う
に
長
き
に
わ
た
っ
て
活
動
を
継
続
し
て
こ
ら
れ

た
の
は
、小
栗
成
男
支
部
長
を
は
じ
め
、歴
代
の
支
部
長

や
役
員
の
皆
様
、そ
し
て
多
く
の
関
係
者
の
皆
様
の
並
々

な
ら
ぬ
努
力
の
賜
物
で
あ
り
、易
々
と
実
現
で
き
る
こ
と

で
は
あ
り
ま
せ
ん
。こ
れ
ま
で
の
情
熱
あ
ふ
れ
る
活
動

に
対
し
、改
め
て
敬
意
を
表
す
る
次
第
で
す
。

本
学
の
創
立
者
新
島
襄
は
、「
智
識
あ
り
、品
行
あ
り
、

自
か
ら
立
ち
、自
か
ら
治
む
る
の
人
民
」、「
一
国
の
良
心

と
も
謂
ふ
可
き
人
々
」の
育
成
を
目
指
し
て
、1
8
7
5

年（
明
治
8
年
）11
月
29
日
に
、同
志
社
英
学
校
を
設
立
し

ま
し
た
。本
学
は
創
立
以
来
、キ
リ
ス
ト
教
主
義
精
神
に

基
づ
く「
良
心
を
手
腕
に
運
用
す
る
人
物
」の
育
成
を
教

育
の
基
本
と
し
、キ
リ
ス
ト
教
主
義
、自
由
主
義
、国
際
主

義
を
教
育
理
念
に
掲
げ
て
い
ま
す
。こ
の
教
育
理
念
は
、

新
島
が
約
10
年
間
の
ア
メ
リ
カ
生
活
で
自
ら
体
得
し
た

自
由
の
精
神
、国
際
人
と
し
て
の
感
覚
を
通
し
て
形
成
さ

れ
た
も
の
で
す
。混
迷
の
時
代
と
も
い
わ
れ
る
今
こ
そ
、

キ
リ
ス
ト
教
主
義
精
神
に
基
づ
く
自
治
自
立
の
人
物
を

社
会
に
輩
出
す
る
こ
と
は
、本
学
の
崇
高
な
社
会
的
使
命

で
あ
る
と
確
信
し
て
い
ま
す
。

同
志
社
の
良
心
教
育
を
受
け
ら
れ
、母
校
を
巣
立
た
れ

た
皆
様
は
、様
々
な
分
野
で
活
躍
さ
れ
て
い
ま
す
。こ
れ

ま
で
の
す
ば
ら
し
い
成
果
に
深
く
敬
意
を
表
す
る
と
と

も
に
、今
後
の
更
な
る
ご
活
躍
に
大
き
な
期
待
を
寄
せ
て

お
り
ま
す
。
新
島
の
思
い
を
精
神
的
支
柱
に
さ
れ
る
皆

様
が
、今
な
お
交
流
を
持
ち
、本
学
の
現
状
を
気
に
か
け

て
く
だ
さ
っ
て
い
る
こ
と
は
、学
長
と
し
て
こ
の
う
え
な

い
喜
び
で
あ
り
、誇
り
と
す
る
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。

現
在
本
学
で
は
創
立
1
5
0
周
年
に
向
け「
同
志
社

大
学
ビ
ジ
ョ
ン
2
0
2
5
」を
策
定
し
、新
た
な
事
業

を
次
々
と
展
開
し
て
い
ま
す
。ビ
ジ
ョ
ン
を
策
定
し
た

2
0
1
6
年
度
か
ら
の
4
年
間
の
キ
ー
ワ
ー
ド
が「
特
化
」

と「
リ
ソ
ー
ス
の
組
み
合
わ
せ
・
融
合
」で
あ
っ
た
の
に
対

し
、現
在
は「
全
学
波
及
型
」と
し
て
、全
て
の
学
生
に
直

接
、知
的
刺
激
を
与
え
る
段
階
、つ
ま
り「
広
が
り
」を
キ
ー

ワ
ー
ド
と
し
て
い
ま
す
。
30
年
振
り
と
な
る
英
語
カ
リ

キ
ュ
ラ
ム
の
改
革
、デ
ー
タ
サ
イ
エ
ン
ス
・
A
I
教
育
プ

ロ
グ
ラ
ム
の
開
始
、国
際
主
義
の
深
化
に
む
け
た「
人
を

植
ゆ
る
」事
業
の
推
進
、カ
ー
ボ
ン
リ
サ
イ
ク
ル
へ
の
取

り
組
み
な
ど
、学
生
の
多
様
な
学
び
、新
た
な
教
育
の
か

た
ち
を
展
開
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

そ
の
中
で
大
切
な
の
は
、「
ダ
イ
バ
ー
シ
テ
ィ
」で
す
。

社
会
人
や
留
学
生
、ま
た
障
が
い
の
あ
る
学
生
、他
学
部

に
所
属
す
る
学
生
な
ど
、多
様
な
人
た
ち
と
と
も
に
学
ぶ

こ
と
、オ
ン
ラ
イ
ン
、対
面
、習
熟
度
別
ク
ラ
ス
な
ど
多
様

な
方
法
で
学
ぶ
こ
と
、そ
う
い
っ
た
学
び
の
多
様
性
を
通

じ
て
、多
様
性
へ
の
理
解
を
う
な
が
す
こ
と
が
重
要
と
な

り
ま
す
。

新
島
襄
は
、創
立
10
周
年
記
念
演
説
に
お
い
て
、「
諸

君
ヨ
人
一
人
ハ
大
切
ナ
リ
」の
言
葉
を
残
し
て
い
ま
す
。

国
際
連
合
は
S
D
G
s
の
理
念
と
し
て「
N
o 

o
n
e 

w
i
l
l 

b
e 

l
e
f
t 

b
e
h
i
n
d
」を
掲
げ
て

い
ま
す
が
、本
学
は
そ
れ
よ
り
も
ず
っ
と
前
か
ら
、新
島

の
こ
の
言
葉
を
重
要
な
よ
り
ど
こ
ろ
と
し
て
大
学
運
営

を
行
っ
て
き
ま
し
た
。

大
学
は
、個
人
の
多
様
な
考
え
を
尊
重
で
き
る
環
境
で

な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。そ
し
て
自
身
と
異
な
る
価
値

観
や
境
遇
を
持
つ
他
者
を
理
解
し
、共
生
・
共
存
す
る
中

で
、そ
の
違
い
を
新
た
な
創
造
へ
導
く
力
を
持
つ
人
物
を

養
成
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。国
籍
、文
化
、性
別
、性
的

指
向
・
性
自
認
、障
が
い
、宗
教
な
ど
多
様
性
に
関
す
る
こ

と
を
学
問
的
に
学
ぶ
こ
と
に
よ
り
、知
識
を
持
っ
て
多
様

性
を
理
解
で
き
る
学
生
た
ち
を
社
会
に
送
り
出
す
こ
と

が
大
学
の
使
命
で
す
。
今
後
も
本
学
は
建
学
の
精
神
を

受
け
継
ぎ
な
が
ら
、時
代
背
景
に
適
応
し
た
同
志
社
教
育

の
新
た
な
か
た
ち
を
目
指
し
、不
透
明
な
時
代
の
魁
と
な

る
良
心
に
満
ち
た
人
物
を
輩
出
し
て
ま
い
り
ま
す
。
多

様
な
個
が
輝
く
新
時
代
の
同
志
社
に
ご
注
目
い
た
だ
き
、

引
き
続
き
ご
指
導
、ご
支
援
を
賜
り
ま
す
よ
う
、よ
ろ
し

く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

結
び
に
あ
た
り
、恐
縮
な
が
ら
、一
つ
お
願
い
を
申
し

上
げ
ま
す
。
今
も
な
お
、新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染

症
の
影
響
に
よ
り
、経
済
の
停
滞
と
と
も
に
、学
生
納
付

金
負
担
者
の
家
計
や
学
生
の
ア
ル
バ
イ
ト
収
入
へ
の
影

響
は
深
刻
な
状
況
で
す
。本
学
で
は
、一
律
に
学
生
へ
の

給
付
を
行
う
の
で
は
な
く
、経
済
的
に
困
窮
し
た
学
生

に
寄
り
添
っ
た
支
援
を
基
本
方
針
と
し
て
様
々
な
対
策

を
講
じ
て
い
ま
す
が
、学
生
の
学
び
の
継
続
に
と
っ
て

は
、今
後
も
さ
ら
に
困
難
な
状
況
の
続
く
こ
と
が
予
想

さ
れ
ま
す
。こ
れ
ま
で
の
間
、卒
業
生
の
皆
様
に
は
幾
度

と
な
く
、経
済
困
窮
学
生
の
た
め
の
募
金
の
お
願
い
を

さ
せ
て
い
た
だ
き
、す
で
に
多
く
の
ご
支
援
を
い
た
だ

い
て
い
る
上
に
、重
ね
て
の
お
願
い
で
恐
縮
に
は
存
じ

ま
す
が
、目
の
前
の
、困
難
な
状
況
に
あ
る
学
生
を
救
う

た
め
に
、改
め
ま
し
て
ご
協
力
の
ほ
ど
、よ
ろ
し
く
お
願

い
申
し
上
げ
ま
す
。「
同
志
社
大
学
2
0
2
5 

A
L
L 

D
O
S
H
I
S
H
A
募
金
」の「
特
定
寄
付
奨
学
金
」は
、

緊
急
対
応
の
奨
学
金
の
財
源
と
な
り
ま
す
の
で
、ぜ
ひ
ご

検
討
く
だ
さ
い
。

関
係
者
の
皆
様
の
本
学
に
対
す
る
多
大
な
ご
助
力
に

深
く
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
と
と
も
に
、こ
れ
か
ら
の
活
動

を
通
じ
て
同
志
社
校
友
会
愛
知
支
部
の
歴
史
と
伝
統
が

末
永
く
続
き
、ま
す
ま
す
輝
か
し
い
も
の
と
な
り
ま
す
こ

と
を
お
祈
り
い
た
し
ま
す
。
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同
志
社
校
友
会
の
活
動
に

つ
い
て同

志
社
校
友
会

　会
長

　
　松
岡 

　敬

　
こ
の
度
は
愛
知
支

部
総
会
の
開
催
、誠

に
お
め
で
と
う
ご
ざ

い
ま
す
。
同
志
社
校

友
会
を
代
表
し
、お

祝
い
申
し
上
げ
ま

す
。

　
日
頃
か
ら
小
栗
支
部
長
を
は
じ
め
、支
部
役
員
の
皆
様
の

ご
尽
力
に
心
か
ら
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

　
最
初
に
、新
型
コ
ロ
ナ
ウ
ィ
ル
ス
感
染
症
に
よ
る
影
響
を

受
け
ら
れ
ま
し
た
皆
さ
ま
に
心
よ
り
お
見
舞
い
申
し
上
げ
ま

す
。

　
コ
ロ
ナ
禍
に
お
い
て
、こ
の
2
年
の
間
、対
面
型
の
開
催
が

か
な
わ
な
い
状
況
で
支
部
の
運
営
は
大
変
ご
苦
労
を
さ
れ

た
こ
と
と
思
い
ま
す
。
ま
た
、2
0
2
2
年
度
総
会
開
催
に

つ
い
て
も
、対
面
型
の
開
催
に
踏
み
切
る
決
断
は
容
易
で
は

な
か
っ
た
と
思
い
ま
す
。こ
う
し
て
、念
願
で
あ
っ
た
皆
様

と
の
懇
談
の
場
に
加
わ
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
こ
と
、大
変

嬉
し
く
思
っ
て
お
り
ま
す
。愛
知
支
部
の
皆
様
に
お
か
れ
ま

し
て
は
、今
日
を
機
会
に
、支
部
活
動
を
さ
ら
に
活
発
に
執
り

行
っ
て
い
た
だ
き
た
く
お
願
い
す
る
次
第
で
す
。

　
さ
て
、2
0
2
1
年
4
月
に
井
上
前
会
長
か
ら
バ
ト
ン
を

譲
り
受
け
、引
き
継
い
だ
検
討
事
項
を
優
先
課
題
と
位
置
づ

け
て
、皆
様
方
と
と
も
に
校
友
会
運
営
に
取
り
組
ん
で
お
り

ま
す
。と
り
わ
け
、学
生
支
援
、支
部
の
活
性
化
、大
学
と
の

連
携
強
化
、会
員
へ
の
情
報
発
信
、会
員
と
の
交
流
の
た
め
に

組
織
と
し
て
の
意
思
決
定
の
透
明
性
と
ガ
バ
ナ
ン
ス
強
化
、

事
務
局
体
制
の
再
構
築
を
進
め
て
ま
い
り
ま
し
た
。少
し
ず

つ
で
は
あ
り
ま
す
が
、課
題
解
決
に
向
け
て
取
り
組
ん
で
お

り
ま
す
。

　
ま
た
、皆
様
へ
ご
協
力
を
お
願
い
し
て
お
り
ま
す
募
金
推

進
活
動
に
つ
き
ま
し
て
は
、折
り
返
し
地
点
と
し
て
必
要
な

と
こ
ろ
は
見
直
し
、目
標
に
向
け
て
、支
部
の
皆
様
と
共
に
進

め
て
参
り
た
い
と
存
じ
ま
す
。引
き
続
き
よ
ろ
し
く
お
願
い

い
た
し
ま
す
。

　
母
校
同
志
社
大
学
は
、＂
良
心
を
手
腕
に
運
用
す
る
人
物
養

成＂
を
目
指
し
て
お
ら
れ
、我
々
校
友
は
、社
会
に
貢
献
で
き

る
有
為
な
同
志
社
人
の
養
成
に
寄
与
す
る
こ
と
が
一
つ
の

ミ
ッ
シ
ョ
ン
で
あ
る
と
考
え
て
い
ま
す
。そ
の
際
に
は
、同

志
社
大
学
の
原
点
で
あ
る
新
島
の
考
え
を
し
っ
か
り
と
理
解

し
、受
け
継
い
で
い
く
こ
と
が
大
切
で
す
。

　
こ
の
考
え
を
消
さ
ぬ
よ
う
に
校
友
会
活
動
を
展
開
さ
せ
て

い
く
必
要
が
あ
り
ま
す
。「
同
志
社
人
の
知
識
と
人
間
性
を

醸
成
し
て
い
く
た
め
の
校
友
会
活
動
と
は
何
か
。我
々
は
一

体
何
を
す
れ
ば
よ
い
の
だ
ろ
う
か
。

　
こ
の
問
い
に
答
え
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
、我
々
校
友

は
様
々
な
場
面
で
活
動
を
継
続
し
て
い
く
必
要
が
あ
り
ま
す
。

新
島
襄
の
志
を
現
代
か
ら
未
来
へ
と
継
承
す
る
た
め
に
は
、

校
友
会
と
し
て
の
活
動
目
標
で
あ
る
中
期
行
動
計
画（
校
友

会
ビ
ジ
ョ
ン
）を
明
確
に
示
す
こ
と
が
必
要
と
考
え
て
い
ま
す
。

校
友
一
人
ひ
と
り
の
意
見
を
汲
み
取
り
、実
現
に
向
け
て
協

力
で
き
る
体
制
を
構
築
す
る
こ
と
が
大
切
に
な
る
と
考
え
て

い
ま
す
。そ
し
て
、校
友
会
が
今
や
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

こ
と
を
校
友
の
皆
さ
ん
と
共
有
し
、我
々
の
力
を
結
集
す
る

こ
と
で
、こ
の
ビ
ジ
ョ
ン
を
推
進
す
る
こ
と
が
で
き
る
と
考

え
て
い
ま
す
。

　
大
学
が
抱
え
て
お
ら
れ
る
課
題
に
つ
い
て
、校
友
会
の
支

援
が
あ
れ
ば
実
現
で
き
る
こ
と
が
数
多
く
存
在
す
る
こ
と
も
、

私
自
身
が
学
長
を
経
験
し
て
痛
切
に
感
じ
て
い
る
こ
と
で
も

あ
り
ま
す
。例
え
ば
、全
国
の
高
校
訪
問
は
、大
学
に
は
欠
か

せ
な
い
こ
と
で
す
が
、地
域
性
、交
通
手
段
な
ど
は
地
元
に
お

ら
れ
る
校
友
の
方
が
一
番
詳
し
く
、何
よ
り
も
地
域
で
の
人

的
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
お
持
ち
の
校
友
で
し
か
で
き
な
い
こ
と

が
数
多
く
あ
る
と
知
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。こ
の
こ
と
は
、

大
学
の
活
動
に
お
い
て
他
に
も
多
く
存
在
し
て
お
り
ま
す
。

大
学
と
の
連
携
を
掲
げ
て
い
る
の
も
、大
学
が
困
っ
て
い
る

こ
と
を
校
友
会
が
サ
ポ
ー
ト
で
き
る
よ
う
に
な
れ
ば
、大
学

の
活
動
は
こ
れ
ま
で
以
上
に
ス
ム
ー
ズ
に
進
め
る
こ
と
が
で

き
る
と
同
時
に
、大
学
単
独
で
は
行
え
な
い
様
々
な
活
動
へ

と
展
開
が
可
能
に
な
り
ま
す
。こ
れ
ら
の
取
り
組
み
は
、校

友
会
の
プ
レ
ゼ
ン
ス
を
向
上
さ
せ
る
だ
け
で
は
な
く
、結
果

と
し
て
同
志
社
大
学
の
プ
レ
ゼ
ン
ス
と
ブ
ラ
ン
ド
力
向
上
に

も
寄
与
で
き
る
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

こ
れ
ま
で
諸
先
輩
方
が
こ
の
校
友
会
で
築
き
上
げ
て
こ
ら
れ

た
も
の
を
尊
重
す
る
と
と
も
に
、良
い
も
の
は
残
し
、時
代
の

ニ
ー
ズ
に
そ
ぐ
わ
な
い
も
の
は
積
極
的
に
見
直
す
こ
と
が
必

要
で
あ
る
と
考
え
て
い
ま
す
。そ
の
た
め
に
は
、本
部
と
各

支
部
が
密
接
に
連
携
を
取
り
、全
校
友
の
総
意
・
総
力
を
結
集

し
、更
に
広
く
公
平
に
反
映
さ
れ
る
一
体
感
の
あ
る
運
営
を

目
指
し
、一
つ
ひ
と
つ
実
現
さ
せ
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

今
後
も
役
員
一
同
、時
代
の
変
化
と
と
も
に
必
要
な
も
の
は
、

積
極
的
に
校
友
会
運
営
に
取
り
入
れ
て
ま
い
り
ま
す
の
で
、

よ
ろ
し
く
ご
指
導
・
ご
支
援
を
い
た
だ
け
ま
す
よ
う
お
願
い

申
し
上
げ
ま
す
。
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船
出
に
向
け
て

同
志
社
校
友
会
愛
知
支
部

　
　支
部
長

　小
栗 

成
男

1
9
8
7（
昭
和
62
）年
商
卒

　
今
な
お
続
く
新

型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
で
、影
響
を
受
け

ら
れ
て
い
る
皆
さ

ま
に
お
見
舞
い
申

し
上
げ
ま
す
。ま
た
、

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ

ル
ス
の
対
応
を
さ

れ
て
い
ら
っ
し
ゃ
る
医
療
は
じ
め
関
係
の
皆
さ
ま
に
は
心

か
ら
敬
意
を
表
し
ま
す
。

　
同
志
社
校
友
会
愛
知
支
部
14
代
目
の
支
部
長
を
拝
命
し

て
お
り
ま
す
小
栗
成
男
で
ご
ざ
い
ま
す
。多
く
の
皆
さ
ま

の
お
か
げ
で
こ
こ
ま
で
進
ん
で
参
り
ま
し
た
こ
と
感
謝
申

し
上
げ
ま
す
。
今
年
は
総
会
、講
演
会
、懇
親
会
を
開
催
す

る
こ
と
と
な
り
、コ
ロ
ナ
対
策
を
行
い
つ
つ
安
全
に
集
う

た
め
の
難
し
い
準
備
に
携
わ
っ
て
く
だ
さ
っ
た
皆
さ
ま
に

は
厚
く
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

 

波
の
き
ざ
は
し

　
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
と
の
共
存
生
活
も
長
く
な
り
、閉
塞

感
も
続
く
中
、ふ
と
遠
く
広
い
方
角
を
眺
め
ま
す
。そ
し
て
、

道
の
な
い
道
を
海
の
向
こ
う
に
探
し
、国
禁
を
犯
し
て
ま

で
海
を
渡
っ
た
新
島
襄
先
生
を
思
い
出
し
ま
す
。も
し
も

渡
航
に
失
敗
す
れ
ば
そ
こ
で
夢
は
途
絶
え
、自
身
の
命
も

終
わ
り
か
ね
な
い
。現
代
の
日
本
で
は
、そ
こ
ま
で
の
厳
し

い
岐
路
選
択
は
な
か
な
か
な
い
こ
と
で
す
。

歴
史
を
少
し
紐
解
き
ま
す
と
、脱
国
に
向
け
て
品
川
を
出

航
し
て
か
ら
箱
館
ま
で
お
よ
そ
2
ヶ
月
の
航
海
を
経
て
い

ま
す
。そ
の
間
に
足
止
め
さ
れ
る
危
険
も
あ
り
、自
分
自
身

で
引
き
返
そ
う
と
す
る
葛
藤
も
あ
っ
た
の
で
は
な
い
か
と

推
測
し
ま
す
。ど
ん
な
人
間
で
も
心
の
迷
い
が
あ
る
は
ず

で
す
。し
か
し
心
の
弱
さ
に
屈
す
る
こ
と
な
く
、新
島
襄
先

生
は
つ
い
に
世
界
に
向
け
て
出
港
す
る
の
で
す
。

　
生
き
て
脱
国
し
、生
き
て
帰
国
で
き
る
か
。海
の
外
、見

知
ら
ぬ
国
で
学
び
た
い
こ
と
を
学
び
、表
面
だ
け
で
は
な
く
、

心
の
底
ま
で
そ
の
神
髄
を
注
ぎ
込
め
る
か
。多
く
の
不
安

よ
り
も
期
待
と
意
思
の
力
が
強
か
っ
た
の
で
は
な
い
か
と

思
い
ま
す
。ど
ん
な
困
難
に
も
負
け
ず
に
一
段
、一
段
、高

く
昇
ろ
う
す
る
様
は
、ま
る
で
波
の
き
ざ
は
し
を
一
つ
昇
っ

て
は
流
さ
れ
、ま
た
昇
っ
て
は
そ
の
先
の
新
天
地
へ
向
か

お
う
と
す
る
帆
船
の
姿
そ
の
ま
ま
に
、胸
の
銀
幕
に
映
し

出
さ
れ
、私
の
心
の
力
と
な
り
ま
す
。 

 

今
年
の
思
い
出

　今
年
も
皆
さ
ま
の
お
陰
で
さ
ま
ざ
ま
な
取
組
み
が
実

現
で
き
ま
し
た
。以
下
に
思
い
出
と
共
に
書
き
綴
り
ま
す
。 

 

ク
ル
ー
ジ
ン
グ

（
ク
ル
ー
ジ
ン
グ
は
、コ
ロ
ナ
感
染
状
況
だ
け
で
は
な
く
、

天
候
も
開
催
に
左
右
す
る
た
め
、無
事
に
開
催
で
き
て
う

れ
し
く
思
い
ま
す
。）

 

ゴ
ル
フ
大
会

（
大
好
評
の
第
1
回
に
引
き
続
き
今
年
も
開
催
で
き
ま
し

た
。実
は
台
風
の
影
響
で
前
日
に
は
中
止
の
選
択
も
あ
り
、

夜
が
明
け
て
晴
天
と
な
り
、心
ま
で
明
る
く
な
り
ま
し
た
。） 

 

新
島
襄
研
究
会
の
発
足

（
昨
年
か
ら
準
備
し
て
お
り
、4
月
に
第
1
回
を
開
催
。私

も
参
加
い
た
し
ま
し
た
。既
に
3
回
開
催
し
定
例
の
机
上

勉
強
会
に
加
え
、新
島
襄
先
生
の
ゆ
か
り
の
地
を
訪
ね
る

な
ど
フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク
も
検
討
し
て
い
る
と
の
こ
と
、

今
後
を
楽
し
み
に
し
て
お
り
ま
す
。）

 

ブ
ラ
ン
ド
力
向
上
に
向
け
て

（「
同
志
社
」と
い
う
ブ
ラ
ン
ド
力
向
上
の
た
め
、全
国
の
支

部
長
に
向
け
て
ア
ン
ケ
ー
ト
を
お
願
い
し
た
り
、中
京・東

海
ブ
ロ
ッ
ク
支
部
長
と
大
学
の
ご
関
係
者
と
で
意
見
交
換

会
を
行
い
ま
し
た
。例
え
ば
媒
体
に
よ
り
様
々
な
新
島
襄

先
生
の
写
真
が
使
用
さ
れ
て
い
る
現
状
で
す
が
、あ
る
程

度
統
一
さ
れ
て
い
た
方
が
、ブ
ラ
ン
ド
訴
求
力
が
高
ま
る

と
思
い
ま
す
。ま
た
、カ
レ
ッ
ジ
ソ
ン
グ
を
歌
え
な
い
学
生

が
増
え
て
い
る
が
、ブ
ラ
ン
ド
要
素
の
大
切
な
一
つ
で
す
し
、

よ
り
多
く
の
人
が
自
然
に
歌
え
る
よ
う
に
な
る
と
よ
い
と

考
え
ま
す
。）

　
今
後
と
し
て
は
、 

 

中
京・東
海
ブ
ロ
ッ
ク 

若
手
の
会
の
継
続
開
催 

（
愛
知
支
部
で
は
、既
に
有
志
で
和
菓
子
を
楽
し
む
会
を
開

催
し
て
い
ま
す
。愛
知
支
部
の
域
を
越
え
、ブ
ロ
ッ
ク
支
部

と
し
て
岐
阜
、三
重
、静
岡
の
若
手
幹
事
と
の
交
流
を
検
討

し
て
お
り
ま
す
。）

 

中
京・東
海
ブ
ロ
ッ
ク
合
同
の
音
楽
イ
ベ
ン
ト
の
提
案

（
4
県
の
力
を
合
わ
せ
て
、4
年
に
1
回
の
ス
ペ
シ
ャ
ル
な

催
し
が
で
き
れ
ば
、校
友
の
支
部
を
越
え
た
つ
な
が
り
の

強
化
に
、同
志
社
ブ
ラ
ン
ド
力
向
上
に
も
、役
立
ち
ま
す
。） 

 

同
志
社
ブ
ラ
ン
ド
力
向
上
に
向
け
て
研
究
室・
サ
テ
ラ

　 

イ
ト
開
設
の
提
案

（
10
月
14
日（
金
）中
京・
東
海
ブ
ロ
ッ
ク
支
部
長
と
、髙
杉

副
学
長
は
じ
め
大
学
ご
関
係
者
と
の
意
見
交
換
会
に
お
い

て
提
起
。研
究
室
を
中
部
地
域
事
務
所
と
し
て
立
上
げ
る

な
ど
様
々
な
可
能
性
を
検
討
。） 

　
今
後
も
、歴
代
の
支
部
長
の
ご
活
躍
に
恥
じ
な
い
よ
う

さ
ら
に
努
力
し
て
参
る
所
存
で
ご
ざ
い
ま
す
。

　
来
年
の
支
部
長
任
期
満
了
に
向
け
て
準
備
し
て
参
り
ま

す
の
で
倍
旧
の
ご
指
導
、ご
鞭
撻
を
よ
ろ
し
く
お
願
い
い

た
し
ま
す
。新
体
制
へ
向
け
て
、私
も
港
か
ら
船
出
す
る
気

持
ち
で
気
を
引
き
締
め
て
参
り
ま
す
。

　
一
日
も
早
い
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
終
息
と
、

皆
さ
ま
の
ご
健
康
を
心
よ
り
お
祈
り
申
し
上
げ
ま
す
。来

年
の
総
会
・
懇
親
会
等
で
よ
り
多
く
の
皆
さ
ま
に
お
会
い

で
き
ま
す
こ
と
を
願
っ
て
お
り
ま
す
。

　
最
後
に
な
り
ま
し
た
が
プ
ロ
グ
ラ
ム
発
刊
に
あ
た
り
、

ご
多
用
中
の
折
、寄
稿
く
だ
さ
っ
た
皆
さ
ま
に
は
衷
心
よ

り
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。
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第1号議案 理事追加選任の件
愛知支部の理事として次の候補者を追加選任する。
任期は令和5年度愛知支部定時総会の日までとする。

理事候補者
氏　名 卒　年 学　部 ご勤務先 役　職 備　考

岩村　　稔 1979 昭和54 経 Nippon Paint Europe Ltd. CEO 新任理事

下江　洋行 1986 昭和63 法 新城市役所 市長 新任理事

池田　　香 1987 昭和62 経 株式会社 SEA VOYAGE 代表取締役社長 新任理事

榎本　幸子 1998 平成10 法 榎本幸子公認会計士事務所／みれい会計事務所 代表 新任理事

井上　大輔 2001 平成13 経 株式会社IXY－AID 代表取締役 新任理事

阪田　　仁 2004 平成16 商 大和証券株式会社　名古屋支店　藤が丘営業所 所長 新任理事

木村　祐介 2014 平成26 商 株式会社キムラ美芸　営業部 係長 新任理事

法寿庵　諄 2017 平成29 グローバル
地域文化

阪和興業株式会社　名古屋支社　条鋼建材第２部　
建材２課

久野亮平理事の異動に
伴う後任

岸田　　俊 2020 令和2 商 豊田通商株式会社　グローバル部品第一部
アジア地域G 新任理事

杉野　麻子 1992 平成4 文 NTPグループ　株式会社トヨタレンタリース名古屋
経営企画部　秘書室 新任理事

12議　案

   議    案 2021年度　会計報告

増　減

総会会議費 会員券売却収入 △243,000

懇親会飲食費 △1,000,000 　会員券キャッシュバック

来賓交通費 △100,000 　（会員券販売枚数）

出演者謝礼

アトラクション

会議費 △4,742 会議費一部負担金収入 △19,000

プログラム作成及び郵送費 運営費一部負担金収入

ホームページ制作・管理費 (理事会運絵協力金）

事務局運営費 △130,700 （広告収入）

寄付金 △200,000 プログラム広告収入

慶弔費 案内状チラシ広告収入

雑費 △30,000 ホームページバナー広告収入

（同志社グッズ販売収入）

同志社グッズ販売収入

同志社グッズ販売仕入 （その他の収入）

学校法人等御芳志

受取利息 △28

予備費 雑収入 △30,000

△464,488 △62,028

当期収支差額 当期収支差額

（支部基金へ繰越金） （支部基金より）

2021年度 一般会計 収支予算実績比較
（自2021年１月１日　至2021年12月31日）

同志社校友会愛知支部（単位:円）

支　　　　　　出 収　　　　　　入

2021年予算 2021年実績

（総会・懇親会費用） （総会・懇親会収入）

（事務運営費）

     オンライン懇親会参加費収入

（会議費一部負担金収入）

摘　　　要 2021年予算 2021年実績 増　減 摘　　　要

（同志社グッズ売上原価）

（その他の支出）

小　　　計 小　　　計

合　　　計 合　　　計

増　減

総会会議費 会員券売却収入

懇親会飲食費 　会員券キャッシュバック

出演者謝礼 　（会員券販売枚数）

アトラクション出演料

会議費 △416,690 会議費一部負担金収入 △622,000

プログラム作成及び郵送費 運営費一部負担金収入

総会案内状等印刷費 △374,000 (理事会運絵協力金）

通信費及び支払手数料 △743,305 （広告収入）

ホームページ制作・管理費 △652,850 プログラム広告収入

事務局運営費 △8,300 案内状チラシ広告収入

交通費 ホームページバナー広告収入

慶弔費

雑費 △26,928 （同志社グッズ販売収入）

同志社グッズ販売収入

同志社グッズ販売仕入 （その他の収入）

学校法人等御芳志

受取利息 △28

雑収入

△82,719

当期収支差額 当期収支差額

（支部基金へ繰越金） （支部基金より）

合　　　計

前　期 当　期

（総会・懇親会費用） （総会・懇親会収入）

（事務運営費） （会議費一部負担金収入）

摘　　　要 前　期 当　期 増　減 摘　　　要

（同志社グッズ売上原価）

小　　　計 小　　　計

合　　　計

2021年度 一般会計 収支計算書
（自2021年１月１日　至2021年12月31日）

同志社校友会愛知支部（単位:円）

支　　　　　　出 収　　　　　　入

現　金 未払金 

前受金

普通預金

未収入金 支部基金

　未収広告代金 　前期繰越金

　未収チケット代金

　当期正味財産増減額

前　期 当　期 増　減

合      計 合      計

摘      要 前　期 当　期 増　減 摘      要

2021年度　一般会計 貸借対照表
2021年12月31日現在

同志社校友会愛知支部（単位：円）

資                産 負  債  及 び  基  金

13 　報告事項



2021年度　会計報告

増　減

総会会議費 会員券売却収入 △243,000

懇親会飲食費 △1,000,000 　会員券キャッシュバック

来賓交通費 △100,000 　（会員券販売枚数）

出演者謝礼

アトラクション

会議費 △4,742 会議費一部負担金収入 △19,000

プログラム作成及び郵送費 運営費一部負担金収入

ホームページ制作・管理費 (理事会運絵協力金）

事務局運営費 △130,700 （広告収入）

寄付金 △200,000 プログラム広告収入

慶弔費 案内状チラシ広告収入

雑費 △30,000 ホームページバナー広告収入

（同志社グッズ販売収入）

同志社グッズ販売収入

同志社グッズ販売仕入 （その他の収入）

学校法人等御芳志

受取利息 △28

予備費 雑収入 △30,000

△464,488 △62,028

当期収支差額 当期収支差額

（支部基金へ繰越金） （支部基金より）

2021年度 一般会計 収支予算実績比較
（自2021年１月１日　至2021年12月31日）

同志社校友会愛知支部（単位:円）

支　　　　　　出 収　　　　　　入

2021年予算 2021年実績

（総会・懇親会費用） （総会・懇親会収入）

（事務運営費）

     オンライン懇親会参加費収入

（会議費一部負担金収入）

摘　　　要 2021年予算 2021年実績 増　減 摘　　　要

（同志社グッズ売上原価）

（その他の支出）

小　　　計 小　　　計

合　　　計 合　　　計

増　減

総会会議費 会員券売却収入

懇親会飲食費 　会員券キャッシュバック

出演者謝礼 　（会員券販売枚数）

アトラクション出演料

会議費 △416,690 会議費一部負担金収入 △622,000

プログラム作成及び郵送費 運営費一部負担金収入

総会案内状等印刷費 △374,000 (理事会運絵協力金）

通信費及び支払手数料 △743,305 （広告収入）

ホームページ制作・管理費 △652,850 プログラム広告収入

事務局運営費 △8,300 案内状チラシ広告収入

交通費 ホームページバナー広告収入

慶弔費

雑費 △26,928 （同志社グッズ販売収入）

同志社グッズ販売収入

同志社グッズ販売仕入 （その他の収入）

学校法人等御芳志

受取利息 △28

雑収入

△82,719

当期収支差額 当期収支差額

（支部基金へ繰越金） （支部基金より）

合　　　計

前　期 当　期

（総会・懇親会費用） （総会・懇親会収入）

（事務運営費） （会議費一部負担金収入）

摘　　　要 前　期 当　期 増　減 摘　　　要

（同志社グッズ売上原価）

小　　　計 小　　　計

合　　　計

2021年度 一般会計 収支計算書
（自2021年１月１日　至2021年12月31日）

同志社校友会愛知支部（単位:円）

支　　　　　　出 収　　　　　　入

現　金 未払金 

前受金

普通預金

未収入金 支部基金

　未収広告代金 　前期繰越金

　未収チケット代金

　当期正味財産増減額

前　期 当　期 増　減

合      計 合      計

摘      要 前　期 当　期 増　減 摘      要

2021年度　一般会計 貸借対照表
2021年12月31日現在

同志社校友会愛知支部（単位：円）

資                産 負  債  及 び  基  金

13 　報告事項



増　減

本年度本部補助金

旅費交通費本部補助金

オンライン懇親会寄付金

懇親会寄付金

△840 受取利息

当期収支差額 当期収支差額

（支部基金へ繰越金） （支部基金より）

（その他収入）

2021年度 特別会計 収支予算実績比較
（自2021年１月１日　至2021年12月31日）

同志社校友会愛知支部（単位:円）

支　　　　　　出 収　　　　　　入

摘　　　要 2021年予算 2021年実績

　寄付金

摘　　　要 2021年予算 2021年実績

（本部要請行事参加費補助支出） （本部補助金等収入）

　通信費及び振込手数料

　オンライン懇親会費用

　　本部要請行事参加費補助

　旅費交通費

（その他支出）

　懇親会費用

　ゴルフ大会費用

　慶弔費

増　減

小　　　計 小　　　計

合　　　計 合　　　計

増　減

本年度本部補助金

旅費交通費本部補助金 △24,050

△544,600

オンライン懇親会寄付金 △150,000

懇親会寄付金

△660 受取利息

△24,050

△150,000

△507,310

当期収支差額 △145,903 当期収支差額

（支部基金へ繰越金） （支部基金より）

合　　　計 合　　　計

小　　　計

　旅費交通費

　慶弔費

　寄付金

（その他支出）

　ゴルフ大会費用

　オンライン懇親会費用

前　期 当　期

（本部要請行事参加費補助支出） （本部補助金等収入）

　通信費及び振込手数料

（その他収入）

小　　　計

　懇親会費用

摘　　　要 前　期 当　期 増　減 摘　　　要

　　本部要請行事参加費補助

2021年度 特別会計 収支計算書
（自2021年１月１日　至2021年12月31日）

同志社校友会愛知支部（単位:円）

支　　　　　　出 収　　　　　　入

普通預金 支部基金

　前期繰越金 △145,903

　当期正味財産増減額 △145,903

前　期 当　期 増　減

合      計 合      計

摘      要 前　期 当　期 増　減 摘      要

2021年度 特別会計 貸借対照表
2021年12月31日現在

同志社校友会愛知支部（単位：円）

資                産 負  債  及 び  基  金
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2022年度　収支予算案
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memo

　1.　常任理事会・理事会
　2.　西三河クラブ　
　3.　東三河会　
　4.　樹徳会東海支部　
　5.　政法会東海支部　
　6.　同経会「なごやのつどい」
　7.　愛知支部ゴルフクラブ（クローバー会）
　8.　愛知支部囲碁倶楽部　
　9.　同志社ラグビー愛好会　
 10.　スポーツユニオン東海支部　
 11.　名古屋R・Eクローバー倶楽部
 12.　新島襄研究会
その他　・ クリスマス礼拝

　・ 第2回同志社校友会愛知支部ゴルフ大会
　・ 中京・東海ブロック活動報告
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　・ 第2回同志社校友会愛知支部ゴルフ大会
　・ 中京・東海ブロック活動報告
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校友会愛知支部活動一覧（2022年1月～2022年12月）および2022年活動案
1 月 2 月 3 月 4 月 5 月 6 月 7 月 8 月 9 月 10 月 11 月 12 月

総会
※ 40 周年：2017（Ｈ 29）年
50 周年：2027（Ｒ 9）年　予定

日程 11/6（日）

時間 16:30

場所 名古屋観光
ホテル

正副支部長会議
日程 1/7（金） 4/12（火） 8/9（火） 9/26（月）

時間 18:00 18:00 18:00 18:00

場所 NTP プラザ 蓬左 NTP プラザ NTP プラザ

常任理事会
日程 8/22（月）

時間 18:00

場所 名古屋観光
ホテル

理事会
日程 1/17( 月 ) 5/10（火） 10/4（火）

時間 18:00 18:00 18:00

場所 名古屋観光
ホテル

名古屋観光
ホテル

名古屋観光
ホテル

実行委員会
日程 6/13（月） 8/3( 水 ) 9/8( 木 ) 10/28（火）

時間 19:00 19:00 19:00 18:30

場所 Zoom Zoom Zoom 名古屋観光
ホテル

政法会　※ 1
支部長：小津　勝（校友会三重県支部長）
副支部長：正木　桂　090-2182-0476

日程 総会
5/22（日 )

時間 11:00

場所 東天紅名古屋店

樹徳会　※ 2
支部長：横山　伸二　052-362-0580

日程 常任幹事会 役員会 総会 6/18( 土 ) 役員会
10/7（金）

役員忘年会
11/24（木）

時間 3/22（火） 4/15（金） 16:00 18:30 場所未定

場所 3/26
桜を見る会

ガーデン
パレス

ガーデン
パレス ガイーナ

スポーツユニオン　※ 3
支部長：小栗成男 052-521-4224

日程 本部総会 1/29 実行委員会 本部
第１回総会 総会 代表者会議

時間 15:30 3 月 11 日 6/4（土） 7/8（金） 11/11（金）
予定

場所 京都オークラ グランコート
名古屋 寒梅館 グランコート

名古屋 名鉄グランド

名古屋 R・E クローバー倶楽部　※４
代表世話人：金田利斉
副代表・事務局長：横山伸二 052-362-0580

日程 情報部会
1/17（月） 情報部会 情報部会

3/7（月）
役員会 

4/4（月）
情報部会 
5/9（月）

総会 
6/17（金）

情報部会 
7/4（月）

納涼会 
8/1（月）

情報部会 
9/5（月）

例会
10/13（木）

情報部会 
11/7（月）

例会 
12/5（月）

時間 15:00 中止 中止 18:30 15:00 18:30 15:00 中止 15:00 18:30 15:00 18:30

場所 丸の内土地 丸の内土地 丸の内土地 名鉄グランド 丸の内土地 丸の内土地 堀内ビル 丸の内土地 未定

西三河クラブ　※ 5
会長：同前仁史
事務局：内藤公士 0564-59-2700

日程 総会 6/4( 土 )

時間 受付 13：30

場所

東三河会　※ 6
会長：岡本敏幸 0532-48-2577
事務局：青木祐太　090-6468-8951

日程 延期 10/29（土）

時間 17:30

場所 豊橋市 the brides bridge 

ラグビー愛好会　※ 7
会長：永野光容 052-452-8111

日程 総会中止

時間
場所

囲碁倶楽部　※ 8
事務局：勝康生 052-482-5494

日程 4/23（土）

時間 11:00

場所 一社囲碁
センター

ゴルフクラブ　※ 9
幹事：堀川晶夫 090-6761-3745

日程 5/25（水） 12/9（金）

時間 9:30 8:00

場所 涼仙ゴルフ
倶楽部

多治見カント
リークラブ

同経会　※ 10
代表：萱原昇

日程 7/2（土）

時間 17：00 受付

場所 名鉄グランド

新島襄研究会　※ 11
発起人：大島寅夫、石田芳弘
代表世話人：氏家鉄也

日程 4/27（水） 6/29（水） 9/7（水） 11/10( 木 )

時間 18:30 18:30 18:30 18:30

場所 蓬左 ウィンクあいち ウィンクあいち ウィンクあいち

その他
大懇親会バスツアー 日程

ゴルフ大会
日程 9/24( 土 )

場所 南山カントリー
クラブ

花見 日程
佐久島クルージング 日程
クリスマス会 日程

中京・東海ブロック会議　
若手会の打合せ ブロック会議 意見交換会

日程 4/23（土） 8/6（土） 10/14（金）

場所 NTP プラザ マリオット
アソシア Zoom

岐阜県支部　総会 日程 11/20（日）

静岡県支部　総会 日程 1/16（日）

三重県支部　総会 日程 10/2（日）

ラグビー：愛知県ラグビー祭 日程 6/12( 日 )

時間 対明治大
※ 1　1998（H10）年　東海支部　設立
※ 2　1963（S38）年　名古屋支部として設立、その後 2001（H13）年　東海支部（愛知・岐阜・三重）に改組
※ 3　2010（H22）年　スポーツユニオン東海支部　設立
※ 4　2006（H18）年　名古屋 R・E クローバー倶楽部　設立；2 ヶ月に１度偶数月の第１月曜日に情報交換会を開催。年１回中部不動産三田会との合同研修会・懇親会 (2018.10.18) 開催
※ 5　1980（S55）年設立　月日までは不明とのこと（内藤様より）
※ 6　1977（S52）年　東三河会発足
※ 7　1988（S63）年 5 月 13 日ラグビーを愛する会として名古屋で発足
※ 8　1996（H8）年　愛知支部囲碁倶楽部　設立　2018 年 7 月より大会日程を第 4 日曜日から第 4 土曜日開催に変更
※ 9　1970 年代（S40 年代後半）設立　
※ 10　2019 年（R1 年）名古屋のつどい初開催
※ 11　2022（R4）年　1 月 17 日理事会で発足
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て
い
ま
す
。昨
年
末
の
ク
リ
ス
マ
ス
礼

拝
も
盛
況
で
あ
り
榊
原
牧
師
か
ら
は
新
島
襄
に
つ
い
て
の
話
し
を
聞
く
事
が
で
き
ま
し
た
。愛

知
支
部
に
向
け
る
校
友
会
本
部
の
期
待
は
高
い
も
の
が
あ
り
ま
す
。本
日
は
宜
し
く
お
願
い
し

ま
す
。

5	

審
議
事
項

（
1
）令
和
３
年
愛
知
支
部
決
算
承
認
の
件（
金
田
事
務
局
長
）

・ 

例
年
新
年
理
事
会
で
の
報
告
だ
が
特
別
号
の
発
行
が
昨
年
末
と
な
り
本
会
に
は
間
に

合
わ
な
か
っ
た
旨
説
明
、次
回
５
月
理
事
会
で
報
告
予
定
と
ご
了
承
い
た
だ
き
た
い
。

	
⇒

　
異
議
な
く
拍
手
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

（
2
）令
和
４
年
同
志
社
校
友
会
愛
知
支
部
総
会
・
懇
親
会
の
開
催
日
及
び
会
場
の
件

	

（
伊
藤
実
行
委
員
長
）

・ 

今
年
度
総
会
は
11
月
６
日（
日
）に
開
催
予
定
、場
所
は
名
古
屋
観
光
ホ
テ
ル
で
時
間
ス

ケ
ジ
ュ
ー
ル
は
ホ
テ
ル
側
に
都
合
で
16
時
よ
り
16
時
半
に
変
更
と
な
っ
た
。会
場
レ
イ

ア
ウ
ト
は
着
座
式
、講
演
は
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
選
手
で
検
討
し
て
い
る
。

	
⇒

　
異
議
な
く
拍
手
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

6	

報
告
事
項

（
1
）令
和
４
年
常
任
理
事
会
・
理
事
会
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル（
金
田
事
務
局
長
）

	

昨
年
の
会
則
変
更
に
則
り
本
年
は
常
任
理
事
会
１
回
、理
事
会
を
今
後
２
回
開
催
予
定
。

第
１
２
２
回
理
事
会
　
　
　
５
月
10
日（
火
）

第
１
４
６
回
常
任
理
事
会
　
８
月
22
日（
月
）

第
１
２
３
回
理
事
会
　
　
　
10
月
４
日（
火
）

（
2
）ク
リ
ス
マ
ス
礼
拝
に
つ
い
て（
伊
藤
実
行
委
員
長
）

支
部
長
挨
拶
に
も
あ
っ
た
が
榊
原
牧
師
よ
り
新
島
襄
に
つ
い
て
言
及
が
あ
り
感
動
し
た
。

又
、本
部
に
対
し
て
地
域
活
性
化
支
援
の
助
成
金
を
申
請
し
支
給
さ
れ
る
事
と
な
っ
た
。

（
3
）本
部
か
ら
支
援
金
に
つ
い
て（
金
田
事
務
局
長
）

・ 

現
況
説
明
、支
部
長
よ
り
経
常
支
援
金
の
増
額
を
要
請
し
て
い
る
旨
説
明
が
あ
っ
た
、あ

わ
せ
て
各
種
の
本
部
助
成
金
・
支
援
金
を
獲
得
し
て
い
き
た
い
旨
説
明
が
あ
っ
た
。

（
4
）令
和
4
年
理
事
会
運
営
協
力
金
に
つ
い
て（
金
田
事
務
局
長
）

・ 

協
力
金
趣
旨
説
明
。

（
5
）特
別
号
に
つ
い
て（
金
田
事
務
局
長
）

・ 

今
回
は
１
０
０
部
増
刷
し
て
６
０
０
部
作
製
。広
告
収
入
も
あ
り
黒
字
確
保
の
旨
報
告
。

（
6
）令
和
4
年
各
会
・
ク
ラ
ブ
・
同
好
会
の
予
定（
杉
崎
専
務
理
事
）

・ 

別
表
に
て
報
告

（
7
）愛
知
支
部
の
活
動
に
つ
い
て（
橋
本
組
織
委
員
長
）

・ 

3
月
下
旬
に
花
見
、9
月
に
第
二
回
ゴ
ル
フ
コ
ン
ペ（
ゴ
ル
フ
ク
ラ
ブ
主
催
）を
行
う
予
定
。

（
8
）新
島
襄
研
究
会
設
立
の
件

・ 

石
田
芳
弘
会
長
、氏
家
鉄
也
代
表
世
話
人
と
し
て
発
足

（
石
田
会
長
）研
究
会
の
案
を
支
部
長
に
相
談
し
た
と
こ
ろ
話
が
進
ん
で
発
足
と
な
っ
た
。

　
も
う
一
度
新
島
襄
の
研
究
を
通
じ
て
皆
さ
ん
と
共
有
で
き
る
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
ー

を
探
し
に
行
き
た
い
。

（
氏
家
代
表
世
話
人
）諸
先
輩
に
教
え
て
頂
き
勉
強
し
て
い
き
た
い
。2
ヵ
月
に
１
回
の

ペ
ー
ス
で
行
っ
て
い
き
た
い
。

（
9
）そ
の
他

　
大
井
常
任
理
事
よ
り
Ｏ
Ｂ
田
島
繁
さ
ん
の
紹
介
あ
り
。
新
島
襄
の
書
籍
・
Ｄ
Ｖ
Ｄ
を
作

成
し
て
お
り
欲
し
い
方
は
直
接
連
絡
し
て
ほ
し
い
旨
、話
が
あ
っ
た
。

　
理
事
会
終
了
後
、同
志
社
大
学
名
誉
教
授
・
び
わ
こ
学
院
大
学
学
長
の
沖
田
行
司
先
生
に

よ
る
講
演「
新
島
襄
の
私
立
す
る
精
神
」が
行
わ
れ
た
。

同
志
社
校
友
会
愛
知
支
部
　第
122
回
理
事
会
　議
事
録

1	

日
　
時	

令
和
4
年
5
月
10
日（
火
）18
時
～
19
時
半

2	

会
　
場	

名
古
屋
観
光
ホ
テ
ル

3	

出
席
者	

52
名（
敬
称
略
）

	

支
部
長	

小
栗
成
男

	

顧
　
問	

大
島
寅
夫

	

参
　
与	

中
林
良
夫
　
　
鈴
木
登

	

副
支
部
長	

杉
崎
正
美（
専
務
理
事
）　
河
村
正
樹
　
　
犬
飼
敏
光

	
	

横
地
康
子
　
　
橋
本
篤
一
郎
　
加
山
順
一
郎（
代
理
）

	
	

鈴
木
高
伸（
代
理
）

	

常
任
理
事	

八
神
弘
雄
　
　
平
野
哲
始
郎
　
　
大
井
弘
久
　
　
堀
川
晶
夫

	
	

嶋
田
健
二
　
　
藤
森
元
久
　
　
萱
原
昇
　
　
勝
康
生

	
	

金
田
利
斉
　
　
平
田
浩
二
　
　
水
野
一
裕
　
　
村
上
雅
之

	
	

薮
下
浩
二
　
　
松
村
陽
明
　
　
加
藤
順
平
　
　
正
木
桂

	
	

氏
家
鉄
也
　
伊
藤
誠
敏

	

理
　
事	

柴
田
洋
二
郎
　
　
澤
井
秀
介
　
　
梶
本
一
典
　
　
加
藤
範
久

	
	

古
橋
敬
三
　
　
堀
内
孝
明
　
　
川
村
正
人
　
　
後
藤
正
義

	
	

川
津
智
典
　
　
近
藤
裕
幸
　
　
宮
谷
英
樹
　
　
大
野
哲
彦

	
	

榎
木
貴
之
　
　
辻
本
駿
　
　
野
々
山
千
夏
子
　
　
神
谷
一
功

	

オ
ブ
ザ
ー
バ
ー
出
席	

池
田
香
　
　
井
上
大
輔
　
　
阪
田
仁
　
　
木
村
祐
介

	
	

法
寿
庵
諄
　
　
岸
田
俊

	

事
務
局	

杉
野
麻
子

・ 

会
に
先
立
ち
校
友
の
野
村
秋
博
様
の
ご
逝
去
報
告
が
あ
っ
た
。当
日
参
加
の
新
任
理
事
及
び
理
事

候
補
者
で
オ
ブ
ザ
ー
バ
ー
参
加
者
の
挨
拶
が
あ
っ
た
。

４	

支
部
長
挨
拶

　
コ
ロ
ナ
禍
で
は
あ
る
が
理
事
会
と
し
て
は
過
去
最
多
の
方
に
お
集
ま
り
頂
き
お
礼
申
し
上

げ
る
。
初
参
加
や
若
い
方
の
参
加
も
多
く
今
後
の
校
友
会
を
担
っ
て
い
た
だ
き
た
い
。６
月

１
２
日
に
は
愛
知
県
ラ
グ
ビ
ー
祭
で
明
治
大
学
と
対
戦
予
定
で
あ
る
。

　
理
事
会
の
時
間
が
母
校
愛
を
培
う
時
間
に
な
っ
て
ほ
し
い
。

5	

審
議
事
項

（
1
）令
和
３
年
度
同
志
社
校
友
会
愛
知
支
部
決
算
承
認
に
つ
い
て

（
金
田
事
務
局
長
）

・ 

一
般
会
計
収
支
は
約
66
万
円
の
利
益
と
な
っ
た
。原
因
は
総
会
で
懇
親
会
を
行
わ
ず
出

費
が
少
な
か
っ
た
・
プ
ロ
グ
ラ
ム
及
び
バ
ナ
ー
広
告
収
入
が
昨
年
よ
り
10
万
ず
つ
増
え

て
い
る
点
等
が
あ
げ
ら
れ
る
。今
年
は
総
会
懇
親
会
内
容
に
も
よ
る
が
昨
年
よ
り
収
支

バ
ラ
ン
ス
は
厳
し
く
な
る
の
で
は
な
い
か
。

・ 

特
別
会
計
は
本
部
か
ら
の
補
助
金
に
加
え
、新
型
コ
ロ
ナ
支
部
支
援
金
10
万
円
が
あ
っ

た
。一
昨
年
の
支
部
事
業
で
あ
る
チ
ャ
リ
テ
ィ
オ
ン
ラ
イ
ン
懇
親
会
へ
の
支
援
金
が
年

を
越
え
て
入
金
さ
れ
て
い
る
。収
支
は
40
万
円
の
プ
ラ
ス
と
な
っ
た
。

	

⇒
　
異
議
無
く
拍
手
承
認
さ
れ
た
。

６	

報
告
事
項

（
1
）令
和
4
年
愛
知
支
部
総
会
・
懇
親
会
の
件
　
11
月
6
日
16
：
30
～

（
伊
藤
実
行
委
員
長
）会
費
年
齢
別
設
定
に
つ
い
て
説
明
。

（
小
栗
支
部
長
）総
会
の
件
は
実
行
委
員
長
に
一
任
し
て
い
る
が
、赤
字
に
な
ら
な
い
案
を

今
回
考
え
て
頂
い
た
。事
務
局
内
で
も
様
々
な
意
見
が
あ
る
の
で
本
会
で
皆
様
か
ら
意
見

を
伺
い
た
い
。

（
以
下
の
意
見
が
あ
っ
た
）

・ 

上
限
を
1
万
円
、若
手
を
安
く
し
よ
う
と
す
る
と
足
り
な
く
な
る
が
、広
告
収
入
の
利
益

を
充
て
る
等
、検
討
余
地
が
あ
る
の
で
は
な
い
か

・ 

1
万
円
を
超
え
る
と
抵
抗
感
が
あ
る
。職
域
で
Ｏ
Ｂ
に
な
る
と
誘
っ
て
も
こ
な
い
事
が

多
く
現
役
を
引
退
さ
れ
た
方
が
こ
の
会
に
参
加
す
る
楽
し
さ
を
伝
え
る
こ
と
が
出
来

れ
ば
職
域
で
声
掛
け
し
や
す
く
な
る
。

・ 

職
域
の
Ｏ
Ｂ
数
は
多
い
が
1
万
円
を
超
え
る
と
躊
躇
さ
れ
る
と
思
う
。年
齢
で
金
額
を

分
け
る
事
に
抵
抗
を
感
じ
る
方
も
い
る
と
思
う
。

・ 

1
万
円
は
わ
か
り
や
す
い
一
つ
の
ボ
ー
ダ
ー
で
あ
る
が
1
万
５
千
円
だ
か
ら
来
る
と
か

来
な
い
か
と
い
う
と
わ
か
ら
な
い
。１
万
円
を
超
え
て
も
い
い
と
思
う
。

・ 

従
来
の
立
食
で
の
損
益
分
岐
点
は
８
千
円
だ
っ
た
。
今
回
の
着
座
式
３
４
０
名
で
は

１
万
1
4
0
0
円
位
に
な
る
。会
場
を
１
フ
ロ
ア
に
す
る
等
の
改
善
を
行
っ
て
も
そ
の

位
の
金
額
が
か
か
る
。年
齢
ご
と
に
金
額
を
変
え
る
と
親
睦
会
と
い
う
趣
旨
か
ら
外
れ

る
き
が
す
る
。

・ 

職
域
か
ら
半
額
補
助
し
て
い
る
が
コ
ロ
ナ
前
で
も
あ
ま
り
参
加
が
な
か
っ
た
。コ
ロ
ナ

禍
で
職
域
で
の
会
合
も
行
え
て
い
な
い
。総
会
会
費
が
年
齢
差
で
金
額
が
違
う
と
な
な

る
と
説
明
事
項
も
多
く
な
る
。１
万
円
を
超
え
る
と
職
域
会
費
で
補
っ
て
ど
こ
ま
で
や

れ
る
か
。１
万
１
４
０
０
円
と
い
う
金
額
で
行
う
な
ら
何
ら
か
の
説
明
を
求
め
ら
れ
す

と
思
う
。

・ 

他
県（
三
重
県
）は
１
万
円
で
あ
る
。

・ 

１
万
円
を
超
え
る
と
若
手
の
参
加
が
厳
し
く
な
る
と
思
う
。４
０
才
以
下
に
は
キ
ャ
ッ

シ
ュ
バ
ッ
ク
等
考
え
た
い
。

⇒

　
上
記
意
見
を
参
考
に
金
額
設
定
等
は
正
副
支
部
長
・
実
行
委
員
長
に
一
任
す
る
事
と

し
た
。

（
2
）第
50
回
愛
知
県
ラ
グ
ビ
ー
祭
の
件

（
松
村
常
任
理
事
）同
志
社
対
明
治
の
対
戦
で
あ
り
、両
校
の
校
友
会
愛
知
支
部
が
講
演
に

入
っ
て
い
る
。ま
た
、両
校
の
支
部
長
企
業（
同
志
社
：
㈱
ト
ヨ
タ
レ
ン
タ
リ
ー
ス
名
古
屋
、

明
治
：
日
本
ゼ
ネ
ラ
ル
フ
ー
ド
㈱
）が
協
賛
し
て
い
る
。

　
チ
ケ
ッ
ト
は
松
村
で
取
り
纏
め
る
。支
部
で
販
売
し
た
も
の
に
は
20
％
の
手
数
料
キ
ッ

ク
バ
ッ
ク
が
あ
る
。支
部
で
1
0
0
枚
程
売
り
た
い
、応
援
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
た
い
。

（
3
）東
海
ブ
ロ
ッ
ク
若
手
の
会
に
関
す
る
会
議

（
伊
藤
実
行
委
員
長
）校
友
会
本
部
か
ら
の
強
い
要
望
も
あ
り
、東
海
の
団
結
力
ア
ッ
プ
と

若
手
会
員
活
性
化
を
狙
う
為
の
意
見
交
換
の
機
会
を
設
け
た
。各
支
部
が
フ
ラ
ン
ク
に
話

し
合
い
今
後
の
活
動
活
発
化
に
良
い
き
っ
か
け
と
な
っ
た
と
思
う
。今
後
も
継
続
し
た
い
。

（
小
栗
支
部
長
）愛
知
県
の
大
学
受
験
者
数
は
全
国
で
3
番
目
に
多
く
松
岡
校
友
会
長
か

ら
も
期
待
が
大
き
い
。

（
4
）新
島
襄
研
究
会
第
1
回
勉
強
会（
4
月
27
日
開
催
）

（
氏
家
常
任
理
事
）年
齢
関
係
な
く
新
島
襄
先
生
が
語
り
掛
け
て
い
る
場
所
に
集
ま
っ
た

印
象
が
あ
る
。名
前
は「
研
究
会
」だ
が
懇
親
を
深
め
る
機
会
に
も
な
っ
た
。今
後
の
人
数

の
集
め
方
等
未
決
定
で
船
出
し
た
ば
か
り
の
状
態
だ
が
皆
様
と
楽
し
み
な
が
ら
進
め
て

い
き
た
い
。

（
5
）Ｈ
Ｐ
追
加
記
載
の
件

（
金
田
事
務
局
長
）愛
知
支
部
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
新
し
い
記
事
を
掲
載
で
き
る
よ
う
に
な
っ

て
い
る
。前
出
の
新
島
襄
研
究
会
も
掲
載
し
て
い
る
。行
っ
た
事
業
が
ア
ッ
プ
さ
れ
る
の

で
是
非
ご
覧
頂
き
た
い
。

（
6
）「
同
志
社
フ
ェ
ア
i
n
松
本
」に
つ
い
て

（
杉
野
事
務
局
）多
く
の
校
友
が
参
加
で
き
る
よ
う
に
校
友
会
本
部
か
ら
の
支
援
に
つ
い

て
説
明
、流
れ
と
し
て
は
自
分
で
大
学
へ
申
込
、参
加
後
に
事
務
局
に
報
告
。

事
務
局
か
ら
本
部
へ
申
請
し
支
援
金
が
支
給
さ
れ
る
流
れ
と
な
る
。

（
7
）理
事
会
運
営
協
力
金
入
金
状
況
に
つ
い
て

（
金
田
事
務
局
長
）昨
年
か
ら
始
ま
っ
た
制
度
で
あ
り
、今
年
も
数
多
く
入
金
頂
い
て
い
る

が
お
忘
れ
の
方
が
い
ら
っ
し
ゃ
っ
た
ら
御
協
力
を
お
願
い
し
た
い
。

　
本
制
度
は
強
制
で
は
な
く
寄
付
と
い
う
扱
い
な
の
で
未
払
い
の
方
の
名
前
を
公
表
す

る
と
い
う
事
は
な
く
あ
く
ま
で
善
意
で
理
事
会
運
営
の
赤
字
を
補
填
す
る
目
的
で
頂
い

て
い
る
と
い
う
形
で
あ
る
。

（
8
）令
和
4
年
常
任
理
事
会
・
理
事
会
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル

19 愛知支部の動き　／　 1　常任理事会・理事会

常
任
理
事
会
・
理
事
会

１



同
志
社
校
友
会
愛
知
支
部
　第
121
回
理
事
会
　議
事
録

1	

日
　
時	
令
和
4
年
1
月
17
日（
月
）18
時
～
19
時
半

2	

会
　
場	
名
古
屋
観
光
ホ
テ
ル

3	

出
席
者	

40
名（
敬
称
略
）

	

支
部
長	

小
栗
成
男

	

顧
　
問	

大
島
寅
夫

	

副
支
部
長	

杉
崎
正
美（
専
務
理
事
）　
河
村
正
樹
　
　
犬
飼
敏
光
　
　
横
地
康
子	

	
	

橋
本
篤
一
郎
　
　
加
山
順
一
郎（
代
理
）　
鈴
木
高
伸（
代
理
）

	

常
任
理
事	

八
神
弘
雄
　
　
平
野
哲
始
郎
　
　
大
井
弘
久
　
　
堀
川
晶
夫

	
	

嶋
田
健
二
　
　
萱
原
昇
　
　
金
田
利
斉
　
　
大
原
和
子

	
	

平
田
浩
二
　
　
水
野
一
裕
　
　
村
上
雅
之
　
　
加
藤
順
平

	
	

氏
家
鉄
也
　
伊
藤
誠
敏

	

理
　
　
事	

山
下
年
彦
　
　
安
藤
義
宗
　
　
梶
本
一
典
　
　
古
橋
敬
三

	
	

横
井
克
一
郎
　
　
後
藤
正
義
　
　
谷
口
雄
二
　
　
川
津
智
典

	
	

横
山
伸
二
　
　
宮
谷
英
樹
　
　
西
村
俊
一
　
　
榎
木
貴
之
　

	

オ
ブ
ザ
ー
バ
ー
出
席	

石
田
芳
弘
　
　
松
本
行
弘
　
　
下
澤
台

	

事
務
局	

杉
野
麻
子

4	

小
栗
支
部
長
挨
拶

　
コ
ロ
ナ
禍
の
中
、多
数
お
集
ま
り
い
た
だ
き
有
難
う
ご
ざ
い
ま
す
。昨
年
７
名
の
方
に
新
理

事
を
お
願
い
し
ま
し
た
。本
日
は
沖
田
先
生
に
講
演
頂
き
ま
す
。改
め
て
新
島
襄
の
勉
強
を
し

よ
う
と
い
う
事
に
な
り
石
田
先
輩
や
氏
家
さ
ん
が
中
心
と
な
っ
て
新
島
襄
研
究
会
を
発
足
さ

せ
ま
す
。沖
田
先
生
の
講
演
が
大
変
役
に
た
つ
と
考
え
て
い
ま
す
。昨
年
末
の
ク
リ
ス
マ
ス
礼

拝
も
盛
況
で
あ
り
榊
原
牧
師
か
ら
は
新
島
襄
に
つ
い
て
の
話
し
を
聞
く
事
が
で
き
ま
し
た
。愛

知
支
部
に
向
け
る
校
友
会
本
部
の
期
待
は
高
い
も
の
が
あ
り
ま
す
。本
日
は
宜
し
く
お
願
い
し

ま
す
。

5	

審
議
事
項

（
1
）令
和
３
年
愛
知
支
部
決
算
承
認
の
件（
金
田
事
務
局
長
）

・ 

例
年
新
年
理
事
会
で
の
報
告
だ
が
特
別
号
の
発
行
が
昨
年
末
と
な
り
本
会
に
は
間
に

合
わ
な
か
っ
た
旨
説
明
、次
回
５
月
理
事
会
で
報
告
予
定
と
ご
了
承
い
た
だ
き
た
い
。

	
⇒

　
異
議
な
く
拍
手
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

（
2
）令
和
４
年
同
志
社
校
友
会
愛
知
支
部
総
会
・
懇
親
会
の
開
催
日
及
び
会
場
の
件

	

（
伊
藤
実
行
委
員
長
）

・ 

今
年
度
総
会
は
11
月
６
日（
日
）に
開
催
予
定
、場
所
は
名
古
屋
観
光
ホ
テ
ル
で
時
間
ス

ケ
ジ
ュ
ー
ル
は
ホ
テ
ル
側
に
都
合
で
16
時
よ
り
16
時
半
に
変
更
と
な
っ
た
。会
場
レ
イ

ア
ウ
ト
は
着
座
式
、講
演
は
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
選
手
で
検
討
し
て
い
る
。

	
⇒

　
異
議
な
く
拍
手
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

6	

報
告
事
項

（
1
）令
和
４
年
常
任
理
事
会
・
理
事
会
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル（
金
田
事
務
局
長
）

	

昨
年
の
会
則
変
更
に
則
り
本
年
は
常
任
理
事
会
１
回
、理
事
会
を
今
後
２
回
開
催
予
定
。

第
１
２
２
回
理
事
会
　
　
　
５
月
10
日（
火
）

第
１
４
６
回
常
任
理
事
会
　
８
月
22
日（
月
）

第
１
２
３
回
理
事
会
　
　
　
10
月
４
日（
火
）

（
2
）ク
リ
ス
マ
ス
礼
拝
に
つ
い
て（
伊
藤
実
行
委
員
長
）

支
部
長
挨
拶
に
も
あ
っ
た
が
榊
原
牧
師
よ
り
新
島
襄
に
つ
い
て
言
及
が
あ
り
感
動
し
た
。

又
、本
部
に
対
し
て
地
域
活
性
化
支
援
の
助
成
金
を
申
請
し
支
給
さ
れ
る
事
と
な
っ
た
。

（
3
）本
部
か
ら
支
援
金
に
つ
い
て（
金
田
事
務
局
長
）

・ 

現
況
説
明
、支
部
長
よ
り
経
常
支
援
金
の
増
額
を
要
請
し
て
い
る
旨
説
明
が
あ
っ
た
、あ

わ
せ
て
各
種
の
本
部
助
成
金
・
支
援
金
を
獲
得
し
て
い
き
た
い
旨
説
明
が
あ
っ
た
。

（
4
）令
和
4
年
理
事
会
運
営
協
力
金
に
つ
い
て（
金
田
事
務
局
長
）

・ 

協
力
金
趣
旨
説
明
。

（
5
）特
別
号
に
つ
い
て（
金
田
事
務
局
長
）

・ 

今
回
は
１
０
０
部
増
刷
し
て
６
０
０
部
作
製
。広
告
収
入
も
あ
り
黒
字
確
保
の
旨
報
告
。

（
6
）令
和
4
年
各
会
・
ク
ラ
ブ
・
同
好
会
の
予
定（
杉
崎
専
務
理
事
）

・ 

別
表
に
て
報
告

（
7
）愛
知
支
部
の
活
動
に
つ
い
て（
橋
本
組
織
委
員
長
）

・ 

3
月
下
旬
に
花
見
、9
月
に
第
二
回
ゴ
ル
フ
コ
ン
ペ（
ゴ
ル
フ
ク
ラ
ブ
主
催
）を
行
う
予
定
。

（
8
）新
島
襄
研
究
会
設
立
の
件

・ 

石
田
芳
弘
会
長
、氏
家
鉄
也
代
表
世
話
人
と
し
て
発
足

（
石
田
会
長
）研
究
会
の
案
を
支
部
長
に
相
談
し
た
と
こ
ろ
話
が
進
ん
で
発
足
と
な
っ
た
。

　
も
う
一
度
新
島
襄
の
研
究
を
通
じ
て
皆
さ
ん
と
共
有
で
き
る
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
ー

を
探
し
に
行
き
た
い
。

（
氏
家
代
表
世
話
人
）諸
先
輩
に
教
え
て
頂
き
勉
強
し
て
い
き
た
い
。2
ヵ
月
に
１
回
の

ペ
ー
ス
で
行
っ
て
い
き
た
い
。

（
9
）そ
の
他

　
大
井
常
任
理
事
よ
り
Ｏ
Ｂ
田
島
繁
さ
ん
の
紹
介
あ
り
。
新
島
襄
の
書
籍
・
Ｄ
Ｖ
Ｄ
を
作

成
し
て
お
り
欲
し
い
方
は
直
接
連
絡
し
て
ほ
し
い
旨
、話
が
あ
っ
た
。

　
理
事
会
終
了
後
、同
志
社
大
学
名
誉
教
授
・
び
わ
こ
学
院
大
学
学
長
の
沖
田
行
司
先
生
に

よ
る
講
演「
新
島
襄
の
私
立
す
る
精
神
」が
行
わ
れ
た
。

同
志
社
校
友
会
愛
知
支
部
　第
122
回
理
事
会
　議
事
録

1	

日
　
時	

令
和
4
年
5
月
10
日（
火
）18
時
～
19
時
半

2	

会
　
場	

名
古
屋
観
光
ホ
テ
ル

3	

出
席
者	

52
名（
敬
称
略
）

	

支
部
長	

小
栗
成
男

	

顧
　
問	

大
島
寅
夫

	

参
　
与	

中
林
良
夫
　
　
鈴
木
登

	

副
支
部
長	

杉
崎
正
美（
専
務
理
事
）　
河
村
正
樹
　
　
犬
飼
敏
光

	
	

横
地
康
子
　
　
橋
本
篤
一
郎
　
加
山
順
一
郎（
代
理
）

	
	

鈴
木
高
伸（
代
理
）

	

常
任
理
事	

八
神
弘
雄
　
　
平
野
哲
始
郎
　
　
大
井
弘
久
　
　
堀
川
晶
夫

	
	

嶋
田
健
二
　
　
藤
森
元
久
　
　
萱
原
昇
　
　
勝
康
生

	
	

金
田
利
斉
　
　
平
田
浩
二
　
　
水
野
一
裕
　
　
村
上
雅
之

	
	

薮
下
浩
二
　
　
松
村
陽
明
　
　
加
藤
順
平
　
　
正
木
桂

	
	

氏
家
鉄
也
　
伊
藤
誠
敏

	

理
　
事	

柴
田
洋
二
郎
　
　
澤
井
秀
介
　
　
梶
本
一
典
　
　
加
藤
範
久

	
	

古
橋
敬
三
　
　
堀
内
孝
明
　
　
川
村
正
人
　
　
後
藤
正
義

	
	

川
津
智
典
　
　
近
藤
裕
幸
　
　
宮
谷
英
樹
　
　
大
野
哲
彦

	
	

榎
木
貴
之
　
　
辻
本
駿
　
　
野
々
山
千
夏
子
　
　
神
谷
一
功

	

オ
ブ
ザ
ー
バ
ー
出
席	
池
田
香
　
　
井
上
大
輔
　
　
阪
田
仁
　
　
木
村
祐
介

	
	

法
寿
庵
諄
　
　
岸
田
俊

	

事
務
局	

杉
野
麻
子

・ 

会
に
先
立
ち
校
友
の
野
村
秋
博
様
の
ご
逝
去
報
告
が
あ
っ
た
。当
日
参
加
の
新
任
理
事
及
び
理
事

候
補
者
で
オ
ブ
ザ
ー
バ
ー
参
加
者
の
挨
拶
が
あ
っ
た
。

４	

支
部
長
挨
拶

　
コ
ロ
ナ
禍
で
は
あ
る
が
理
事
会
と
し
て
は
過
去
最
多
の
方
に
お
集
ま
り
頂
き
お
礼
申
し
上

げ
る
。
初
参
加
や
若
い
方
の
参
加
も
多
く
今
後
の
校
友
会
を
担
っ
て
い
た
だ
き
た
い
。６
月

１
２
日
に
は
愛
知
県
ラ
グ
ビ
ー
祭
で
明
治
大
学
と
対
戦
予
定
で
あ
る
。

　
理
事
会
の
時
間
が
母
校
愛
を
培
う
時
間
に
な
っ
て
ほ
し
い
。

5	

審
議
事
項

（
1
）令
和
３
年
度
同
志
社
校
友
会
愛
知
支
部
決
算
承
認
に
つ
い
て

（
金
田
事
務
局
長
）

・ 

一
般
会
計
収
支
は
約
66
万
円
の
利
益
と
な
っ
た
。原
因
は
総
会
で
懇
親
会
を
行
わ
ず
出

費
が
少
な
か
っ
た
・
プ
ロ
グ
ラ
ム
及
び
バ
ナ
ー
広
告
収
入
が
昨
年
よ
り
10
万
ず
つ
増
え

て
い
る
点
等
が
あ
げ
ら
れ
る
。今
年
は
総
会
懇
親
会
内
容
に
も
よ
る
が
昨
年
よ
り
収
支

バ
ラ
ン
ス
は
厳
し
く
な
る
の
で
は
な
い
か
。

・ 

特
別
会
計
は
本
部
か
ら
の
補
助
金
に
加
え
、新
型
コ
ロ
ナ
支
部
支
援
金
10
万
円
が
あ
っ

た
。一
昨
年
の
支
部
事
業
で
あ
る
チ
ャ
リ
テ
ィ
オ
ン
ラ
イ
ン
懇
親
会
へ
の
支
援
金
が
年

を
越
え
て
入
金
さ
れ
て
い
る
。収
支
は
40
万
円
の
プ
ラ
ス
と
な
っ
た
。

	

⇒
　
異
議
無
く
拍
手
承
認
さ
れ
た
。

６	

報
告
事
項

（
1
）令
和
4
年
愛
知
支
部
総
会
・
懇
親
会
の
件
　
11
月
6
日
16
：
30
～

（
伊
藤
実
行
委
員
長
）会
費
年
齢
別
設
定
に
つ
い
て
説
明
。

（
小
栗
支
部
長
）総
会
の
件
は
実
行
委
員
長
に
一
任
し
て
い
る
が
、赤
字
に
な
ら
な
い
案
を

今
回
考
え
て
頂
い
た
。事
務
局
内
で
も
様
々
な
意
見
が
あ
る
の
で
本
会
で
皆
様
か
ら
意
見

を
伺
い
た
い
。

（
以
下
の
意
見
が
あ
っ
た
）

・ 

上
限
を
1
万
円
、若
手
を
安
く
し
よ
う
と
す
る
と
足
り
な
く
な
る
が
、広
告
収
入
の
利
益

を
充
て
る
等
、検
討
余
地
が
あ
る
の
で
は
な
い
か

・ 

1
万
円
を
超
え
る
と
抵
抗
感
が
あ
る
。職
域
で
Ｏ
Ｂ
に
な
る
と
誘
っ
て
も
こ
な
い
事
が

多
く
現
役
を
引
退
さ
れ
た
方
が
こ
の
会
に
参
加
す
る
楽
し
さ
を
伝
え
る
こ
と
が
出
来

れ
ば
職
域
で
声
掛
け
し
や
す
く
な
る
。

・ 

職
域
の
Ｏ
Ｂ
数
は
多
い
が
1
万
円
を
超
え
る
と
躊
躇
さ
れ
る
と
思
う
。年
齢
で
金
額
を

分
け
る
事
に
抵
抗
を
感
じ
る
方
も
い
る
と
思
う
。

・ 

1
万
円
は
わ
か
り
や
す
い
一
つ
の
ボ
ー
ダ
ー
で
あ
る
が
1
万
５
千
円
だ
か
ら
来
る
と
か

来
な
い
か
と
い
う
と
わ
か
ら
な
い
。１
万
円
を
超
え
て
も
い
い
と
思
う
。

・ 

従
来
の
立
食
で
の
損
益
分
岐
点
は
８
千
円
だ
っ
た
。
今
回
の
着
座
式
３
４
０
名
で
は

１
万
1
4
0
0
円
位
に
な
る
。会
場
を
１
フ
ロ
ア
に
す
る
等
の
改
善
を
行
っ
て
も
そ
の

位
の
金
額
が
か
か
る
。年
齢
ご
と
に
金
額
を
変
え
る
と
親
睦
会
と
い
う
趣
旨
か
ら
外
れ

る
き
が
す
る
。

・ 

職
域
か
ら
半
額
補
助
し
て
い
る
が
コ
ロ
ナ
前
で
も
あ
ま
り
参
加
が
な
か
っ
た
。コ
ロ
ナ

禍
で
職
域
で
の
会
合
も
行
え
て
い
な
い
。総
会
会
費
が
年
齢
差
で
金
額
が
違
う
と
な
な

る
と
説
明
事
項
も
多
く
な
る
。１
万
円
を
超
え
る
と
職
域
会
費
で
補
っ
て
ど
こ
ま
で
や

れ
る
か
。１
万
１
４
０
０
円
と
い
う
金
額
で
行
う
な
ら
何
ら
か
の
説
明
を
求
め
ら
れ
す

と
思
う
。

・ 

他
県（
三
重
県
）は
１
万
円
で
あ
る
。

・ 

１
万
円
を
超
え
る
と
若
手
の
参
加
が
厳
し
く
な
る
と
思
う
。４
０
才
以
下
に
は
キ
ャ
ッ

シ
ュ
バ
ッ
ク
等
考
え
た
い
。

⇒

　
上
記
意
見
を
参
考
に
金
額
設
定
等
は
正
副
支
部
長
・
実
行
委
員
長
に
一
任
す
る
事
と

し
た
。

（
2
）第
50
回
愛
知
県
ラ
グ
ビ
ー
祭
の
件

（
松
村
常
任
理
事
）同
志
社
対
明
治
の
対
戦
で
あ
り
、両
校
の
校
友
会
愛
知
支
部
が
講
演
に

入
っ
て
い
る
。ま
た
、両
校
の
支
部
長
企
業（
同
志
社
：
㈱
ト
ヨ
タ
レ
ン
タ
リ
ー
ス
名
古
屋
、

明
治
：
日
本
ゼ
ネ
ラ
ル
フ
ー
ド
㈱
）が
協
賛
し
て
い
る
。

　
チ
ケ
ッ
ト
は
松
村
で
取
り
纏
め
る
。支
部
で
販
売
し
た
も
の
に
は
20
％
の
手
数
料
キ
ッ

ク
バ
ッ
ク
が
あ
る
。支
部
で
1
0
0
枚
程
売
り
た
い
、応
援
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
た
い
。

（
3
）東
海
ブ
ロ
ッ
ク
若
手
の
会
に
関
す
る
会
議

（
伊
藤
実
行
委
員
長
）校
友
会
本
部
か
ら
の
強
い
要
望
も
あ
り
、東
海
の
団
結
力
ア
ッ
プ
と

若
手
会
員
活
性
化
を
狙
う
為
の
意
見
交
換
の
機
会
を
設
け
た
。各
支
部
が
フ
ラ
ン
ク
に
話

し
合
い
今
後
の
活
動
活
発
化
に
良
い
き
っ
か
け
と
な
っ
た
と
思
う
。今
後
も
継
続
し
た
い
。

（
小
栗
支
部
長
）愛
知
県
の
大
学
受
験
者
数
は
全
国
で
3
番
目
に
多
く
松
岡
校
友
会
長
か

ら
も
期
待
が
大
き
い
。

（
4
）新
島
襄
研
究
会
第
1
回
勉
強
会（
4
月
27
日
開
催
）

（
氏
家
常
任
理
事
）年
齢
関
係
な
く
新
島
襄
先
生
が
語
り
掛
け
て
い
る
場
所
に
集
ま
っ
た

印
象
が
あ
る
。名
前
は「
研
究
会
」だ
が
懇
親
を
深
め
る
機
会
に
も
な
っ
た
。今
後
の
人
数

の
集
め
方
等
未
決
定
で
船
出
し
た
ば
か
り
の
状
態
だ
が
皆
様
と
楽
し
み
な
が
ら
進
め
て

い
き
た
い
。

（
5
）Ｈ
Ｐ
追
加
記
載
の
件

（
金
田
事
務
局
長
）愛
知
支
部
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
新
し
い
記
事
を
掲
載
で
き
る
よ
う
に
な
っ

て
い
る
。前
出
の
新
島
襄
研
究
会
も
掲
載
し
て
い
る
。行
っ
た
事
業
が
ア
ッ
プ
さ
れ
る
の

で
是
非
ご
覧
頂
き
た
い
。

（
6
）「
同
志
社
フ
ェ
ア
i
n
松
本
」に
つ
い
て

（
杉
野
事
務
局
）多
く
の
校
友
が
参
加
で
き
る
よ
う
に
校
友
会
本
部
か
ら
の
支
援
に
つ
い

て
説
明
、流
れ
と
し
て
は
自
分
で
大
学
へ
申
込
、参
加
後
に
事
務
局
に
報
告
。

事
務
局
か
ら
本
部
へ
申
請
し
支
援
金
が
支
給
さ
れ
る
流
れ
と
な
る
。

（
7
）理
事
会
運
営
協
力
金
入
金
状
況
に
つ
い
て

（
金
田
事
務
局
長
）昨
年
か
ら
始
ま
っ
た
制
度
で
あ
り
、今
年
も
数
多
く
入
金
頂
い
て
い
る

が
お
忘
れ
の
方
が
い
ら
っ
し
ゃ
っ
た
ら
御
協
力
を
お
願
い
し
た
い
。

　
本
制
度
は
強
制
で
は
な
く
寄
付
と
い
う
扱
い
な
の
で
未
払
い
の
方
の
名
前
を
公
表
す

る
と
い
う
事
は
な
く
あ
く
ま
で
善
意
で
理
事
会
運
営
の
赤
字
を
補
填
す
る
目
的
で
頂
い

て
い
る
と
い
う
形
で
あ
る
。

（
8
）令
和
4
年
常
任
理
事
会
・
理
事
会
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル

19 愛知支部の動き　／　 1　常任理事会・理事会

常
任
理
事
会
・
理
事
会

１



第
１
４
６
回
常
任
理
事
会
　
８
月
22
日（
月
）

第
１
２
３
回
理
事
会
　
　
　
10
月
４
日（
火
）

（
9
）各
会
、ク
ラ
ブ
活
動
報
告
及
び
愛
知
支
部
活
動
一
覧

・ 
出
席
の
各
会
・
ク
ラ
ブ
代
表
等
よ
り
報
告
。

（
10
）オ
ブ
ザ
ー
バ
ー
参
加
・
理
事
追
加
選
任
の
件

本
会
冒
頭
に
挨
拶
及
び
自
己
紹
介
を
行
っ
た
。

同
志
社
校
友
会
愛
知
支
部
　第
146
回
常
任
理
事
会
　議
事
録

１	

日
　
時	

令
和
４
年
８
月
22
日（
金
）18
時
～
19
時
30
分

２	

会
　
場	

名
古
屋
観
光
ホ
テ
ル

３	

出
席
者	

28
名（
敬
称
略
）

	

支
部
長	

小
栗
成
男

	

顧
　
問	

大
島
寅
夫
　
　
伊
藤
範
久

	

参
　
与	

中
林
良
夫

	

副
支
部
長	

杉
崎
正
美（
専
務
理
事
）　
犬
飼
敏
光
　
　
同
前
仁
史
　
横
地
康
子

	
	

橋
本
篤
一
郎（
組
織
委
員
長
）

	

常
任
理
事	

平
野
哲
始
郎
　
堀
川
晶
夫
　
嶋
田
健
二
　
萱
原
昇（
財
務
委
員
長
）

	
	

金
田
利
斉（
事
務
局
長
）　
稲
熊
裕
之
　
　
大
原
和
子
　
勝
康
生

	
	

水
野
一
裕
　
　
村
上
雅
之
　
　
薮
下
浩
二
　
　
松
村
陽
明

	
	

加
藤
順
平
　
　
横
山
伸
二
　
　
正
木
桂
　
　
氏
家
鉄
也

	
	

伊
藤
誠
敏（
実
行
委
員
長
）

	

事
務
局
及
び
オ
ブ
ザ
ー
バ
ー

	
	

池
田
香
　
　
杉
野
麻
子

４	

小
栗
支
部
長
挨
拶

　
お
忙
し
い
と
こ
ろ
お
集
ま
り
い
た
だ
き
有
難
う
ご
ざ
い
ま
す
。こ
れ
迄
の
議
論
を
踏
ま
え
て

事
務
局
で
検
討
し
た
内
容
を
上
程
さ
せ
て
い
た
だ
い
た
。活
発
な
議
論
を
お
願
い
し
た
い
。

　
全
国
支
部
長
・
募
金
担
当
者
会
議
の
中
で
同
志
社
ブ
ラ
ン
ド
向
上
の
為
に
ア
ン
ケ
ー
ト
を
行
っ

た
。

　
新
島
襄
の
写
真
や
各
ク
ラ
ブ
の
ユ
ニ
フ
ォ
ー
ム
の
統
一
な
ど
を
提
案
し
た
。又
、中
部
東
海

ブ
ロ
ッ
ク
に
お
い
て
名
古
屋
に
も
サ
テ
ラ
イ
ト
を
設
置
し
て
ほ
し
い
旨
提
言
し
た
。本
日
は
議

題
も
多
い
の
で
効
率
よ
く
議
事
進
行
で
き
る
よ
う
ご
協
力
願
い
た
い
。

５	

協
議
事
項

（
1
）令
和
４
年
度
同
志
社
校
友
会
愛
知
支
部
総
会
・
懇
親
会
に
つ
い
て

（
2
）プ
ロ
グ
ラ
ム
作
成（
原
稿
依
頼
・
広
告
依
頼
・
ブ
ー
ス
出
展
）の
件

（
伊
藤
実
行
委
員
長
）総
会
・
懇
親
会
内
容
説
明

（
金
田
事
務
局
長
）プ
ロ
グ
ラ
ム
作
成
内
容
説
明
及
び
本
年
度
の
チ
ケ
ッ
ト
発
送
方
式
変

更
に
つ
い
て
説
明
。封
書
で
郵
送
し
て
出
席
の
方
に
は
返
信
ハ
ガ
キ
を
も
ら
う
形
と
し
た
。

着
座
式
の
為
出
席
者
の
把
握
が
必
要
な
の
が
理
由
。上
記
２
案
を
併
せ
て
説
明
し
た
。

以
下
の
質
疑
応
答
が
あ
っ
た

・ 

讃
美
歌
・
祈
祷
及
び
ブ
ー
ス
出
展
に
つ
い
て
、支
部
活
動
に
宗
教
や
物
販
を
持
ち
込
ま
な

い
事
が
慣
例
と
な
っ
て
い
る
の
で
御
確
認
頂
き
た
い
。

（
小
栗
支
部
長
）キ
リ
ス
ト
教
主
義
の
大
学
と
し
て
現
在
で
も
様
々
な
場
所
で
讃
美
歌
・
祈

祷
は
行
わ
れ
て
い
る
。他
支
部
で
も
行
わ
れ
て
い
る
、勧
誘
で
は
な
い
の
で
宜
し
い
か
と

考
え
る
。又
物
販
も
今
回
は
会
員
Ｐ
Ｒ
の
場
と
し
て
捉
え
て
頂
け
れ
ば
と
思
う
。

・ 

総
会
出
席
者
は
企
業
・
団
体
関
係
へ
の
動
員
が
な
い
と
伸
び
て
い
か
な
い
と
思
う
。

（
伊
藤
実
行
委
員
長
）企
業
・
団
体
へ
も
働
き
か
け
て
い
き
た
い
。

（
3
）本
年
度
予
算
承
認
の
件

（
金
田
事
務
局
長
）一
部
訂
正
の
指
摘
が
あ
り
。直
し
た
も
の
で
次
回
理
事
会
へ
提
出
し
た

い
の
で
ご
了
承
願
い
た
い
。

（
4
）理
事
会
運
営
協
力
金
の
件

（
金
田
事
務
局
長
）納
入
状
況
を
説
明
。未
納
の
方
で
払
う
意
思
の
あ
る
方
は
宜
し
く
お
願

い
し
た
い
。

6	

報
告
事
項

（
1
）2
0
2
5
　
A
L
L
　
D
O
S
H
I
S
Y
A
　
募
金
の
件

（
杉
崎
専
務
理
事
）現
況
説
明
及
び
今
後
の
方
針
と
し
て
主
に
個
人
・
法
人
の
拡
大
方
法
の

説
明
及
び
学
校
法
人
１
５
０
周
年
記
念
募
金
と
の
差
異
説
明
。

（
小
栗
支
部
長
）愛
知
支
部
は
健
闘
し
て
い
る
が
目
標
に
対
し
て
厳
し
い
状
況
で
あ
る
。

以
下
の
意
見
が
あ
っ
た

・ 

他
大
学
で
は
ホ
ー
ム
カ
ミ
ン
グ
デ
ー
に
家
族
や
教
授
が
参
加
す
る
と
聞
い
て
い
る
。大

学
側
が
動
か
な
い
と
募
金
が
増
え
て
い
か
な
い
の
で
は
な
い
か
。

・ 

ふ
る
さ
と
納
税
の
し
く
み
を
活
用
し
て
返
礼
品
を
つ
け
る
方
法
も
あ
る
と
聞
い
て
い
る
。

・ 

同
窓
の
つ
な
が
り
を
大
切
に
し
て
い
く
事
が
大
事
で
あ
る
。

（
2
）愛
知
県
ラ
グ
ビ
ー
祭
報
告

（
松
村
常
任
理
事
）チ
ケ
ッ
ト
販
売
等
、支
部
の
協
力
へ
の
お
礼
が
あ
っ
た

（
3
）同
志
社
フ
ェ
ア
i
n
松
本
報
告

（
杉
野
事
務
局
）資
料
に
基
づ
き
報
告
。一
般
の
方
の
参
加
が
少
な
い
印
象
が
あ
っ
た
。支

部
Ｈ
Ｐ
に
掲
載
し
た
。

（
4
）第
2
回
愛
知
支
部
ゴ
ル
フ
大
会
の
件

（
橋
本
副
支
部
長
）9
月
２
４
日
開
催
予
定
。多
数
の
参
加
を
お
願
い
し
た
い
。

（
5
）新
島
襄
研
究
会
報
告

（
氏
家
常
任
理
事
）今
後
は
書
籍
を
読
む
。お
墓
参
り
に
行
く
等
の
活
動
通
じ
て
楽
し
く
運

営
し
て
い
き
た
い
。

（
6
）各
ク
ラ
ブ
・
同
好
会
か
ら
の
報
告

関
係
出
席
者
か
ら
報
告
が
あ
っ
た
。

（
7
）今
後
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル

第
１
２
３
回
理
事
会
　
令
和
4
年
10
月
4
日（
火
）名
古
屋
観
光
ホ
テ
ル
　
18
時

総
　
　
　
会
　
　
　
　
令
和
4
年
11
月
6
日（
日
）名
古
屋
観
光
ホ
テ
ル
　
16
時
30
分
～

（
8
）そ
の
他

（
小
栗
支
部
長
）総
会
が
迫
っ
て
き
て
い
る
の
で
多
数
出
席
頂
け
る
よ
う
声
掛
け
を
お
願

い
し
た
い
。

（
中
林
参
与
に
よ
る
閉
会
挨
拶
）示
唆
に
富
む
ご
意
見
が
多
か
っ
た
。皆
様
の
ご
意
見
を
参

考
に
し
て
総
会
成
功
に
向
け
て
進
め
て
い
っ
て
頂
き
た
い
。

同
志
社
校
友
会
愛
知
支
部
　第
123
回
理
事
会
　議
事
録

1	

日
　
時	

令
和
4
年
10
月
4
日（
火
）18
時
～
19
時
半

2	

会
　
場	

名
古
屋
観
光
ホ
テ
ル

3	

出
席
者	

53
名（
敬
称
略
）

	

支
部
長	

小
栗
成
男

	

顧
　
問	

大
島
寅
夫
　
　
伊
藤
範
久

	

参
　
与	

中
林
良
夫
　

	

副
支
部
長	

杉
崎
正
美（
専
務
理
事
）　
犬
飼
敏
光
　
　
同
前
仁
史
　
　
横
地
康
子

	
	

橋
本
篤
一
郎
　

	
常
任
理
事	

平
野
哲
始
郎
　
　
大
井
弘
久
　
　
堀
川
晶
夫
　
　
嶋
田
健
二

	
	

萱
原
昇
　
　
宮
崎
晃
吉
　
稲
熊
裕
之
　
勝
康
生
　
金
田
利
斉

	
	

水
野
一
裕
　
　
伊
藤
博
康
　
　
村
上
雅
之
　
薮
下
浩
二

	
	

加
藤
順
平
　
　
正
木
桂
　
　
氏
家
鉄
也
　
　
伊
藤
誠
敏

	

理
　
　
事	

柴
田
洋
二
郎
　
　
飯
田
裕
　
　
古
橋
敬
三
　
吉
川
浩
司

	
	

堀
内
孝
明
　
　
川
村
正
人
　
　
後
藤
正
義
　
　
谷
口
雄
二

	
	

川
津
智
典
　
横
山
伸
二
　
近
藤
裕
幸
　
　
夏
目
一
馬

	
	

加
山
順
一
郎
　
西
村
俊
一
　
鈴
木
高
伸
　
　
榎
木
貴
之

	
	

辻
本
駿
　
　
神
谷
一
功

	

オ
ブ
ザ
ー
バ
ー
出
席	

池
田
香
　
　
井
上
大
輔
　
　
阪
田
仁
　
　
木
村
祐
介

	
	

岸
田
俊
　
岩
村
稔
　
　
下
江
洋
行
　
榎
本
幸
子

	

事
務
局	

　
杉
野
麻
子

（
金
田
事
務
局
長
）会
に
先
立
ち
初
参
加
の
理
事
候
補（
オ
ブ
ザ
ー
バ
ー
）３
名
の
挨
拶
・
自
己
紹

介
が
あ
っ
た
。

（
支
部
長
挨
拶
）お
忙
し
い
な
か
お
集
ま
り
い
た
だ
き
有
難
う
ご
ざ
い
ま
す
。コ
ロ
ナ
も
よ
う
や

く
明
る
い
き
ざ
し
も
見
受
け
ら
れ
る
が
、早
く
マ
ス
ク
を
取
っ
て
会
議
が
出
来
る
よ
う
に
な
れ

ば
い
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。説
明
と
報
告
事
項
が
あ
り
ま
す
。９
月
25
日
に
ス
ポ
ー
ツ
ユ
ニ
オ

ン
Ｏ
Ｂ
Ｏ
Ｇ
会
が
あ
り
ア
メ
リ
カ
ン
フ
ッ
ト
ボ
ー
ル
部
よ
り
不
祥
事
に
関
す
る
謝
罪
が
あ
り

ま
し
た
。

　
６
月
25
日
に
全
国
支
部
長
会
議
・
募
金
担
当
者
会
議
、8
月
26
日
に
中
京
・
東
海
ブ
ロ
ッ
ク
会

議
に
参
加
し
た
。校
友
会
に
お
い
て
も
２
０
２
５
へ
向
け
て
同
志
社
ブ
ラ
ン
ド
を
高
め
て
い
く

と
い
う
考
え
を
持
っ
て
お
り
私
か
ら
新
島
襄
の
写
真
や
ユ
ニ
フ
ォ
ー
ム
の
統
一
に
つ
い
て
ア

ン
ケ
ー
ト
を
行
っ
た
。又
、愛
知
支
部
長
と
し
て
名
古
屋
へ
サ
テ
ラ
イ
ト
を
設
置
出
来
な
い
か

と
提
案
し
た
所
10
月
14
日
に
副
学
長
・
法
人
事
務
局
長
よ
り
連
絡
が
あ
り
今
後
何
ら
か
の
形
で

は
検
討
し
て
頂
け
る
と
の
こ
と
で
す
。

　
10
月
２
日
に
三
重
支
部
総
会
に
参
加
し
ま
し
た
。植
木
学
長
が
ご
専
門
の
平
安
時
代
の
流
行

歌
等
に
つ
い
て
講
演
が
あ
り
格
調
高
く
興
味
深
い
話
で
あ
り
ま
し
た
。

本
日
は
50
名
超
の
方
に
お
集
ま
り
い
た
だ
き
ま
し
た
。楽
し
い
会
と
な
る
よ
う
ご
協
力
頂
き
た

い
。す
み
や
か
な
議
事
進
行
に
協
力
頂
け
ま
す
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

4	

議
題

	

審
議
事
項

（
1
）本
年
度
予
算
承
認
の
件

（
金
田
事
務
局
長
）P
4
～
P
6
資
料
に
基
づ
い
て
一
般
会
計
・
特
別
会
計
説
明
。

⇒

　
異
議
無
く
一
同
拍
手
に
て
承
認

（
2
）理
事
追
加
選
任
の
件

（
杉
崎
専
務
理
事
）総
会
議
案
で
あ
る
理
事
追
加
選
任
候
補
に
つ
い
て
説
明
。

⇒

　
異
議
無
く
一
同
拍
手
に
て
承
認

（
3
）参
与
選
任
の
件

（
杉
崎
専
務
理
事
）政
法
会
前
東
海
支
部
長
の
犬
飼
敏
光
氏
を
参
与
に
選
任
願
い
た
い
旨

説
明
。参
与
選
任
は
理
事
会
承
認
事
項
で
あ
り
承
認
願
い
た
い
。

⇒

　
異
議
無
く
一
同
拍
手
に
て
承
認

（
4
）そ
の
他

（
杉
崎
専
務
理
事
）２
０
２
５
募
金
に
つ
い
て
。今
後
方
針
と
し
て
個
人
の
募
金
人
数
を
現

状
の
６
千
人
か
ら
１
万
人
へ
拡
充
す
る
と
共
に
１
回
募
金
し
て
も
ら
っ
た
方
に
再
度
お

願
い
す
る
リ
ピ
ー
タ
ー
の
拡
大
を
し
て
い
た
き
た
い
。法
人
に
関
し
て
は
他
大
学
に
比
べ

低
調
で
あ
る
と
の
指
摘
も
あ
り
強
化
し
て
い
く
方
針
で
あ
る
。

　
校
友
会
本
部
よ
り
支
部
と
し
て
募
金
担
当
者
を
フ
ォ
ロ
ー
す
る
サ
ポ
ー
タ
ー
を
選
出

す
る
よ
う
通
知
が
あ
っ
た
。常
任
理
事
の
正
木
桂
さ
ん
と
事
務
局
の
杉
野
麻
子
さ
ん
に
お

願
い
し
た
い
と
思
う
の
で
承
認
願
い
た
い
。

⇒

　
異
議
無
く
一
同
拍
手
に
て
承
認

同
様
に
校
友
会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
担
当
者
を
支
部
に
設
置
し
本
部
に
登
録
す
べ
く
通
知
が

き
た
。事
務
局
の
杉
野
麻
子
さ
ん
に
お
願
い
し
た
い
と
思
う
の
で
承
認
願
い
た
い
。

⇒

　
異
議
無
く
一
同
拍
手
に
て
承
認

5	

報
告
事
項

（
1
）令
和
４
年
同
志
社
校
友
会
愛
知
支
部
総
会
・
懇
親
会
の
件

（
伊
藤
実
行
委
員
長
）資
料
に
基
づ
い
て
総
会
・
懇
親
会
次
第
を
説
明
、今
回
会
司
会
は
Ｏ

Ｂ
で
フ
リ
ー
の
石
井
ア
ナ
ウ
ン
サ
ー
と
記
載
あ
る
が
仕
事
の
関
係
で
司
会
が
出
来
な
く

交
代
と
な
る
旨
説
明
あ
り
。

（
2
）出
席
者
状
況
、ブ
ー
ス
出
展
状
況
、広
告
依
頼
・
承
諾
状
況
、プ
ロ
グ
ラ
ム
作
成
状
況

（
金
田
事
務
局
長
）ブ
ー
ス
確
定
は
６
件
、県
と
市
で
２
件
出
店
頂
こ
う
と
考
え
て
い
る
。

プ
ロ
グ
ラ
ム
広
告
が
大
き
な
収
入
源
で
あ
る
。追
加
で
出
し
て
頂
け
る
方
が
要
れ
ば
是
非

お
願
い
し
た
い
。バ
ナ
ー
広
告
も
同
様
な
の
で
併
せ
て
お
願
い
し
た
い
。

（
杉
崎
専
務
理
事
）久
し
ぶ
り
の
対
面
総
会
で
あ
る
の
で
職
域
の
方
に
も
多
数
出
席
頂
き

た
い
。

（
水
野
理
事
：
職
域
　
名
古
屋
市
）名
古
屋
市
役
所
で
15
名
確
保
し
て
い
る
。さ
ら
に
来
て

い
た
だ
け
る
よ
う
声
掛
け
し
た
い
。

（
川
村
理
事
：
職
域
　
愛
知
県
）現
状
３
名
確
定
で
あ
る
。ア
ジ
ア
大
会
に
向
け
て
Ｐ
Ｒ
し

て
い
き
た
い
。

（
金
田
事
務
局
長
）申
込
期
限
を
延
期
し
て
10
月
21
日
迄
と
し
た
。多
数
の
方
を
お
誘
い
頂

き
た
い
。会
費
は
基
本
振
込
で
あ
る
が
当
日
支
払
い
も
受
付
る
。席
は
席
札
で
は
な
く
会

や
職
域
で
作
ろ
う
と
考
え
て
い
る
。

（
小
栗
支
部
長
）職
域
に
対
し
て
は
私
の
方
か
ら
も
声
掛
け
さ
せ
て
頂
く
。

（
3
）第
２
回
愛
知
支
部
ゴ
ル
フ
大
会
の
件（
９
月
24
日
開
催
）

（
橋
本
副
支
部
長
）天
候
危
ぶ
ま
れ
た
が
９
月
24
日
開
催
で
き
た
。支
部
長
他
よ
り
景
品
の

協
賛
を
い
た
だ
い
た
、お
礼
申
し
上
げ
た
い
。来
年
以
降
も
開
催
す
る
予
定
な
の
で
ご
参

加
頂
き
た
い
。開
催
時
期
は
台
風
シ
ー
ズ
ン
で
あ
り
又
３
連
休
の
中
日
で
も
あ
っ
た
の
で

来
年
以
降
見
直
す
事
も
検
討
し
て
い
き
た
い
。来
年
は
是
非
、表
彰
式
や
パ
ー
テ
ィ
ー
も

開
催
し
た
い
。

（
4
）各
ク
ラ
ブ
・
同
好
会
か
ら
の
報
告

各
出
席
者
よ
り
報
告
が
あ
っ
た
。

（
5
）今
後
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル

総
会
　
　
　
11
月
６
日（
日
）名
古
屋
観
光
ホ
テ
ル
16
時
30
分
～

第
１
２
４
回
新
年
理
事
会

　
　
　
　
　
　
　
　
２
０
２
３
年
１
月
26
日
名
商
グ
リ
ル

（
6
）そ
の
他

そ
の
他
特
に
な
く
閉
会
し
た
。
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西
三
河
ク
ラ
ブ

東
三
河
会

2

３

会
長

同
前
仁
史（
昭
和

 6 0
年
・
経
済
学
部
卒
）

会
長
　

加
山
順
一
郎（
平
成
９
年
・
工
学
部
卒
）

　
同
志
社
校
友
会
西
三
河
ク
ラ
ブ
は
、西
三

河
在
住
か
在
職
の
校
友
が
世
代
を
超
え
て

懇
親
を
図
り
、母
校
や
校
友
会
愛
知
支
部
の

運
営
に
協
力
す
る
趣
旨
で
設
立
さ
れ
、本
年

で
42
年
目
と
な
り
ま
し
た
。

　
主
な
活
動
と
し
て
は
総
会
、懇
親
会（
忘

年
会
か
新
年
会
）、ゴ
ル
フ
コ
ン
ペ
、若
手
交

流
会
な
ど
を
行
っ
て
い
ま
す
。ま
た
、愛
知

支
部
の
行
事
に
積
極
的
に
参
加
し
、東
三
河

会
と
の
交
流
も
行
っ
て
い
ま
す
。

　
今
年
は
3
年
ぶ
り
に
コ
ロ
ナ
流
行
の
間

隙
を
縫
っ
て
6
月
4
日（
土
）に
岡
崎
の
葵

丘
会
館
で
総
会
を
開
催
し
ま
し
た
。
総
会

に
引
き
続
き
元
西
三
河
ク
ラ
ブ
会
長
、元
㈱

ア
イ
シ
ン
専
務
取
締
役
の
千
賀
哲
郎
先
輩

（
S

42
商
学
部
卒
）か
ら「
新
た
な
危
機
に
備

え
る
」と
い
う
表

題
の
ご
講
演
を

い
た
だ
き
ま
し

た
。
激
動
の
時
代

の
環
境
変
化
に

い
か
に
対
応
し

生
き
抜
い
て
い

く
か
、国
際
派
の

千
賀
先
輩
の
示

唆
に
富
ん
だ
お
話
で
し
た
。講
演
後
は
藤
森

先
輩
、犬
飼
先
輩
、太
田
先
輩
、坂
梨
先
輩
の

絵
画
や
写
真
な
ど
の
素
晴
ら
し
い
作
品
を

鑑
賞
し
ま
し
た
。
最
後
に
久
し
ぶ
り
に
、皆

で
声
を
合
わ

せ
て
カ
レ
ッ

ジ
ソ
ン
グ
の

合
唱
、
同
志

社
チ
ア
ー
を

行
い
ま
し

た
。
小
栗
支

部
長
、
東
三

河
会
の
加
山

さ
ん
、
松
本

さ
ん
、樹
徳
会
の
横
山
さ
ん
に
も
ご
出
席
い

た
だ
き
ま
し
た
。

　
場
所
を
変
え
て
、有
志
で
懇
親
会
を
行
い

ま
し
た
。
総
会
・
懇
親
会
合
わ
せ
て
35
名
の

校
友
が
集
い
大
い
に
盛
り
上
が
り
有
意
義

で
楽
し
い
ひ
と
時
を
過
ご
す
こ
と
が
で
き

ま
し
た
。ご
参
加
頂
き
ま
し
た
皆
様
に
心
よ

り
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

　
定
期
的
に
役
員
会
を
開
き
、母
校
や
支
部

の
動
き
の
共
有
化
、今
後
の
運
営
に
つ
い
て

の
意
見
交
換
を
行
っ
て
い
ま
す
。

今
年
度
は
で
き
れ
ば
懇
親
会
を
開
催
し
て
、

校
友
間
の
親
睦
を
深
め
た
い
と
思
い
ま
す

の
で
、開
催
の
際
は
多
く
の
皆
様
に
ご
参
加

頂
け
れ
ば
と
思
い
ま
す
。

　
ア
ッ
ト
ホ
ー
ム
な
雰
囲
気
で
参
加
者
が

親
し
く
歓
談
で
き
る
、西
三
河
ク
ラ
ブ
に
ご

興
味
の
あ
る
方
は
是
非
事
務
局
ま
で
お
問

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

　
同
志
社
大
学
東
三
河
会
は
、東
三
河
在
住

の
同
級
生（
女
子
大
の
同
級
生
も
含
む
）に

よ
っ
て
構
成
さ
れ
て
お
り
、1
9
7
7
年（
昭

和
52
年
）に
発
足
し
ま
し
た
。

　
定
例
の
活

動
は
冬
期
に

行
う
新
年
懇

親
会
と
、夏
期

に
行
う
総
会

の
年
2
回
の
活
動
を
行
っ
て
い
ま
す
。毎
回

様
々
な
ゲ
ス
ト
を
お
迎
え
し
、会
の
前
半
に

講
演
会
や
音
楽
ラ
イ
ブ
を
催
し
、後
半
は
久

し
ぶ
り
に
会
う
会
員
同
士
、美
味
し
い
食
事

や
お
酒
を
楽
し
み
な
が
ら
近
況
報
告
を
す

る
等
和
や
か
な
時
間
を
過
ご
し
て
い
ま
す
。

今
年
度
は
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
影
響

に
よ
り
、新
年
懇
親
会
は
実
施
で
き
ま
せ
ん

で
し
た
が
、
総
会

は
開
催
す
る
予
定

で
す（
10
／
29
）。

約
2
年
ぶ
り
の
開

催
と
い
う
こ
と
で
、

会
員
一
同
、
久
し

ぶ
り
の
再
会
を
楽

し
み
に
し
て
い
ま

す
。

　
当
会
事
務
局
で
は
、こ
の
2
年
間
新
型
コ

ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
感
染
拡
大
と
い
う
先
の

見
え
な
い
状
況
の
中
、来
る
べ
き
開
催
に
備

え
、今
後
の
活
動
に
関
す
る
意
見
交
換
や
懇

親
を
兼
ね
て
定
期
的
に
打
ち
合
わ
せ
を
実

施
し
て
き
ま
し
た
。メ
ン
バ
ー
同
士「
早
く

皆
で
集
い
、円
陣
を
組
み
、恒
例
の
カ
レ
ッ

ジ
ソ
ン
グ
・
同
志
社
チ
ア
ー
を
大
声
で
歌
い

た
い
」と
い
っ
た
想
い
を
共
有
し
、次
回
開

催
に
向
け
て
準
備
し
て
き
ま
し
た
。次
の
総

会
は
、前
回
開
催
か
ら
2
年
以
上
が
経
過
し

て
い
る
こ
と
か
ら
、こ
の
期
間
に
新
た
に
東

三
河
地
域
に
こ
ら
れ
た
同
志
社
大
学
O
B
・

O
G
の
方
が
い
ら
っ
し
ゃ
る
こ
と
を
思
う
と
、

新
入
会
員
を
迎
え
、良
い
再
ス
タ
ー
ト
を
切

れ
る
こ
と
を
確
信
し
て
い
ま
す
。 

　
当
会
と
し
て
は
、引
き
続
き
情
勢
を
注
視

し
つ
つ
、開
催
に
向
け
て
準
備
を
進
め
て
参

り
ま
す
。今
後
も
幅
広
い
年
代
層
の
会
員
の

皆
さ
ま
に
喜
ん
で
い
た
だ
く
活
動
が
で
き

る
よ
う
に
尽
力
し
て
参
り
ま
す
。ご
理
解
・

ご
協
力
の
ほ
ど
よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し
上

げ
ま
す
。 

西
三
河
ク
ラ
ブ
事
務
局

〒
4
4
4
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0
8
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市
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西
三
河
ク
ラ
ブ

東
三
河
会

2

３

会
長

同
前
仁
史（
昭
和

 6 0
年
・
経
済
学
部
卒
）

会
長
　

加
山
順
一
郎（
平
成
９
年
・
工
学
部
卒
）

　
同
志
社
校
友
会
西
三
河
ク
ラ
ブ
は
、西
三

河
在
住
か
在
職
の
校
友
が
世
代
を
超
え
て

懇
親
を
図
り
、母
校
や
校
友
会
愛
知
支
部
の

運
営
に
協
力
す
る
趣
旨
で
設
立
さ
れ
、本
年

で
42
年
目
と
な
り
ま
し
た
。

　
主
な
活
動
と
し
て
は
総
会
、懇
親
会（
忘

年
会
か
新
年
会
）、ゴ
ル
フ
コ
ン
ペ
、若
手
交

流
会
な
ど
を
行
っ
て
い
ま
す
。ま
た
、愛
知

支
部
の
行
事
に
積
極
的
に
参
加
し
、東
三
河

会
と
の
交
流
も
行
っ
て
い
ま
す
。

　
今
年
は
3
年
ぶ
り
に
コ
ロ
ナ
流
行
の
間

隙
を
縫
っ
て
6
月
4
日（
土
）に
岡
崎
の
葵

丘
会
館
で
総
会
を
開
催
し
ま
し
た
。
総
会

に
引
き
続
き
元
西
三
河
ク
ラ
ブ
会
長
、元
㈱

ア
イ
シ
ン
専
務
取
締
役
の
千
賀
哲
郎
先
輩

（
S

42
商
学
部
卒
）か
ら「
新
た
な
危
機
に
備

え
る
」と
い
う
表

題
の
ご
講
演
を

い
た
だ
き
ま
し

た
。
激
動
の
時
代

の
環
境
変
化
に

い
か
に
対
応
し

生
き
抜
い
て
い

く
か
、国
際
派
の

千
賀
先
輩
の
示

唆
に
富
ん
だ
お
話
で
し
た
。講
演
後
は
藤
森

先
輩
、犬
飼
先
輩
、太
田
先
輩
、坂
梨
先
輩
の

絵
画
や
写
真
な
ど
の
素
晴
ら
し
い
作
品
を

鑑
賞
し
ま
し
た
。
最
後
に
久
し
ぶ
り
に
、皆

で
声
を
合
わ

せ
て
カ
レ
ッ

ジ
ソ
ン
グ
の

合
唱
、
同
志

社
チ
ア
ー
を

行
い
ま
し

た
。
小
栗
支

部
長
、
東
三

河
会
の
加
山

さ
ん
、
松
本

さ
ん
、樹
徳
会
の
横
山
さ
ん
に
も
ご
出
席
い

た
だ
き
ま
し
た
。

　
場
所
を
変
え
て
、有
志
で
懇
親
会
を
行
い

ま
し
た
。
総
会
・
懇
親
会
合
わ
せ
て
35
名
の

校
友
が
集
い
大
い
に
盛
り
上
が
り
有
意
義

で
楽
し
い
ひ
と
時
を
過
ご
す
こ
と
が
で
き

ま
し
た
。ご
参
加
頂
き
ま
し
た
皆
様
に
心
よ

り
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

　
定
期
的
に
役
員
会
を
開
き
、母
校
や
支
部

の
動
き
の
共
有
化
、今
後
の
運
営
に
つ
い
て

の
意
見
交
換
を
行
っ
て
い
ま
す
。

今
年
度
は
で
き
れ
ば
懇
親
会
を
開
催
し
て
、

校
友
間
の
親
睦
を
深
め
た
い
と
思
い
ま
す

の
で
、開
催
の
際
は
多
く
の
皆
様
に
ご
参
加

頂
け
れ
ば
と
思
い
ま
す
。

　
ア
ッ
ト
ホ
ー
ム
な
雰
囲
気
で
参
加
者
が

親
し
く
歓
談
で
き
る
、西
三
河
ク
ラ
ブ
に
ご

興
味
の
あ
る
方
は
是
非
事
務
局
ま
で
お
問

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

　
同
志
社
大
学
東
三
河
会
は
、東
三
河
在
住

の
同
級
生（
女
子
大
の
同
級
生
も
含
む
）に

よ
っ
て
構
成
さ
れ
て
お
り
、1
9
7
7
年（
昭

和
52
年
）に
発
足
し
ま
し
た
。

　
定
例
の
活

動
は
冬
期
に

行
う
新
年
懇

親
会
と
、夏
期

に
行
う
総
会

の
年
2
回
の
活
動
を
行
っ
て
い
ま
す
。毎
回

様
々
な
ゲ
ス
ト
を
お
迎
え
し
、会
の
前
半
に

講
演
会
や
音
楽
ラ
イ
ブ
を
催
し
、後
半
は
久

し
ぶ
り
に
会
う
会
員
同
士
、美
味
し
い
食
事

や
お
酒
を
楽
し
み
な
が
ら
近
況
報
告
を
す

る
等
和
や
か
な
時
間
を
過
ご
し
て
い
ま
す
。

今
年
度
は
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
影
響

に
よ
り
、新
年
懇
親
会
は
実
施
で
き
ま
せ
ん

で
し
た
が
、
総
会

は
開
催
す
る
予
定

で
す（
10
／
29
）。

約
2
年
ぶ
り
の
開

催
と
い
う
こ
と
で
、

会
員
一
同
、
久
し

ぶ
り
の
再
会
を
楽

し
み
に
し
て
い
ま

す
。

　
当
会
事
務
局
で
は
、こ
の
2
年
間
新
型
コ

ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
感
染
拡
大
と
い
う
先
の

見
え
な
い
状
況
の
中
、来
る
べ
き
開
催
に
備

え
、今
後
の
活
動
に
関
す
る
意
見
交
換
や
懇

親
を
兼
ね
て
定
期
的
に
打
ち
合
わ
せ
を
実

施
し
て
き
ま
し
た
。メ
ン
バ
ー
同
士「
早
く

皆
で
集
い
、円
陣
を
組
み
、恒
例
の
カ
レ
ッ

ジ
ソ
ン
グ
・
同
志
社
チ
ア
ー
を
大
声
で
歌
い

た
い
」と
い
っ
た
想
い
を
共
有
し
、次
回
開

催
に
向
け
て
準
備
し
て
き
ま
し
た
。次
の
総

会
は
、前
回
開
催
か
ら
2
年
以
上
が
経
過
し

て
い
る
こ
と
か
ら
、こ
の
期
間
に
新
た
に
東

三
河
地
域
に
こ
ら
れ
た
同
志
社
大
学
O
B
・

O
G
の
方
が
い
ら
っ
し
ゃ
る
こ
と
を
思
う
と
、

新
入
会
員
を
迎
え
、良
い
再
ス
タ
ー
ト
を
切

れ
る
こ
と
を
確
信
し
て
い
ま
す
。 

　
当
会
と
し
て
は
、引
き
続
き
情
勢
を
注
視

し
つ
つ
、開
催
に
向
け
て
準
備
を
進
め
て
参

り
ま
す
。今
後
も
幅
広
い
年
代
層
の
会
員
の

皆
さ
ま
に
喜
ん
で
い
た
だ
く
活
動
が
で
き

る
よ
う
に
尽
力
し
て
参
り
ま
す
。ご
理
解
・

ご
協
力
の
ほ
ど
よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し
上

げ
ま
す
。 

西
三
河
ク
ラ
ブ
事
務
局

〒
4
4
4

－
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8
3
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千賀先輩ご講演の様子 

コロナに配慮し距離をとってカレソン合唱

21 愛知支部の動き　／  2 西三河クラブ   3 東三河会



樹
徳
会
東
海
支
部

政
法
会
東
海
支
部

４４

５

樹
徳
会
東
海
支
部
支
部
長
　

横
山
伸
二（
平
成
5
年
・
商
学
部
卒
）

政
法
会 

東
海
支
部
長

小
津 

勝（
昭
和
4 6
年
・
法
学
部
卒
）

　
樹
徳
会
東
海
支
部
は
、1
9
6
3
年
に
名
古
屋
支

部
と
し
て
設
立
。そ
の
後
2
0
0
1
年
に
愛
知
、岐

阜
、三
重
の
会
員
が
参
加
す
る
東
海
支
部
と
し
て
改

組
さ
れ
、活
動
範
囲
を
広
げ
ま
し
た
。毎
年
6
月
に

総
会
と
懇
親
会
を
開
催
し
、京
都
で
の
思
い
出
を
語

り
合
い
、会
員
相
互
の
親
睦
を
深
め
て
参
り
ま
し
た
。

　
本
年
度
は
、令
和
４
年
６
月
１
８
日（
土
）午
後
５

時
よ
り
対
面
で
は
３
年
ぶ
り
の
総
会
・
講
演
会
・
懇

親
会
を
行
い
ま
し
た
。

　
河
村
正
樹
支
部
長
挨
拶
の
後
、来
賓
の
上
田
雅
弘

商
学
部
長
、南
美
樹
樹
徳
会
理
事
長
、小
栗
成
男
校

友
会
愛
知
支
部
長
兼
ス
ポ
ー
ツ
ユ
ニ
オ
ン
東
海
支

部
長
か
ら
の
温
か
い
ご
祝
辞
を
賜
り
ま
し
た
。

　
議
事
で
は
、任
期
満
了
に
伴
う
支
部
長
改
選
が
行

わ
れ
、横
山
伸
二
新
支
部
長
へ
の
交
代
が
決
議
さ
れ

総
会
は
無
事
終
了
し
ま
し
た
。

　
記
念
講
演
は
学
校
法
人
同
志
社
総
長
・
理
事
長
で

あ
る
八
田
英
二
様
に
お
話
し
頂
き
ま
し
た
。「
創
立

１
５
０
周
年
を
目
前
に
」と
題
し
た
講
演
は
、大
学

の
現
在
の
状
況
の

他
に
、会
長
を
務
め

ら
れ
ま
し
た
、公
益

財
団
法
人
日
本
高

等
学
校
野
球
連
盟

（
高
野
連
）
時
代
の

興
味
深
い
エ
ピ
ソ
ー

ド
を
、ユ
ー
モ
ア
た
っ
ぷ
り
に
披
露
さ
れ
、予
定
時

間
が
あ
っ
と
い
う
間
に
過
ぎ
て
し
ま
っ
た
と
感
じ

る
ほ
ど
で
し
た
。

　
記
念
講
演
終
了
後
に
は
懇
親
会
が
行
わ
れ
、会
員

の
懇
親
が
深
め
ら
れ
る
中
、山
楽
会（
山
登
り
）、和

菓
子
研
究
会
、ゴ
ル
フ
部
等
の
活
動
報
告
・
紹
介
が

行
わ
れ
た
後
、樹
徳
会
東
海
支
部
名
物
の
ビ
ン
ゴ
大

会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
松
阪
牛
等
の
豪
華
景
品

か
ら
駄
菓
子
ま
で
人
数
を
上
回
る
景
品
が
出
品
さ

れ
、大
き
な
盛
り
上
が
り
を
み
せ
ま
し
た
。

　
総
会
の
他
に
も
年
2
回
の
役
員
会
を
行
っ
て
お

り
ま
す
。ま
た
、本
年
は
、４
月
、新
緑
が
芽
吹
き
始

め
た
春
の
京
都
を
訪
ね
、和
菓
子
研
究
会
を
実
施
し

ま
し
た
。
伊
藤
誠
敏

さ
ん（
平
成
13
年
卒
）

の
興
味
深
く
、た
め

に
な
る
ア
テ
ン
ド
の

も
と
、京
都
市
内
を

縦
横
無
尽
に
、こ
こ

だ
け
は
尋
ね
て
お

き
た
い
和
菓
子
の
銘

店
を
巡
り
ま
し
た
。

　
9
月
、山
楽
会（
山

登
り
）に
よ
っ
て
、北

ア
ル
プ
ス
の
女
王
と

言
わ
れ
る
、燕
岳
の

登
山
が
行
わ
れ
ま
し

た
。
初
心
者
に
合
わ

せ
て
、ゆ
っ
く
り
と

し
た
登
山
を
楽
し

み
、1
0
0
年
の
歴

史
を
誇
る
、燕
山
荘

に
宿
泊
し
ま
し
た
。

飯
田
裕
顧
問（
昭
和

52
年
卒
）が
燕
山
荘

の
オ
ー
ナ
ー
赤
沼
氏
と
親
交
が
あ
っ
た
こ
と
か
ら
、

特
別
に
オ
ー
ナ
ー
の
興
味
深
い
話
も
聞
け
、樹
徳
会

山
楽
会
で
し
か
味
わ
え
な
い
登
山
を
楽
し
む
こ
と

が
で
き
ま
し
た
。

　
世
代
や
性
別
や
趣
味
嗜
好
も
越
え
て
、共
に
楽
し

く
集
え
る
樹
徳
会
東
海
支
部
が
、皆
様
に
と
っ
て

よ
り
良
い
集
い
と

な
る
よ
う
、横
山
支

部
長
の
リ
ー
ダ
ー

シ
ッ
プ
の
元
、役
員

と
も
ど
も
頑
張
っ

て
お
り
ま
す
。
皆

様
の
さ
ら
な
る
ご

参
加
を
心
よ
り
お

待
ち
し
て
お
り
ま

す
。

3
年
ぶ
り
に
対
面
で
の
総
会
開
催

政
法
会
東
海
支
部
の
総
会
は
、新
型
コ
ロ
ナ

ウ
ィ
ル
ス
の
蔓
延
に
よ
り
令
和
２
年
度
は
中

止
し
、令
和
３
年
度
は
書
面
決
議
に
よ
り
行

い
ま
し
た
が
、令
和
4
年
度
は
久
し
ぶ
り
に

対
面
で
の
総
会
を
、会
員
・
校
友
50
名
の
参
加

を
得
て
開
催
す
る
こ
と
が
出
来
ま
し
た
。

　
総
会
に
先
立
ち
同
窓
の
榎
本
幸
子
さ
ん

（
１
９
９
８
年
法
律
学
科
卒
）と
そ
の
お
仲
間

に
よ
る
ミ
ニ
コ
ン
サ
ー
ト
を
開
催
し
、総
会

で
は
、事
業
報
告
及
び
決
算
、事
業
計
画
及
び

予
算
案
を
審
議
し
た
後
に
、役
員
改
選
を
行

い
、犬
飼
支
部
長
の
退
任
と
小
津
新
支
部
長

の
選
任
が
決
ま
り
ま
し
た
。

　
総
会
後
の
講
演
会
は
、プ
ラ
イ
ム
ニ
ュ
ー

ス
で
お
な
じ
み
の
本
学
政
治
学
科
特
別
客
員

教
授
で
あ
る
兼
原
信
克
先
生
に「
ウ
ク
ラ
イ

ナ
戦
争
と
そ
の
教
訓
」と
題
し
て
お
話
を
い

た
だ
き
ま

し
た
。

　
懇
親
会

終
了
後
に

は
全
員
で

の
カ
レ
ッ

ジ
ソ
ン
グ

が
恒
例
と

な
っ
て
お

り
ま
し
た

が
、今
年
度
は
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
ィ
ル
ス
の
感

染
予
防
の
観
点
か
ら
省
略
と
し
、来
年
の
再

会
を
約
束
し
て
散
会
い
た
し
ま
し
た
。

ラ
グ
ビ
ー
部
へ
の
差
し
入
れ

　本
年
6
月
12
日

に
、
パ
ロ
マ
瑞
穂

ラ
グ
ビ
ー
場
に
て

明
治
大
学
と
ラ
グ

ビ
ー
の
試
合
が
行

わ
れ
ま
し
た
の
で
、

ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
ウ

オ
ー
タ
ー
の
差
し

入
れ
を
さ
せ
て
い

た
だ
き
ま
し
た
。

試
合
の
方
は
残
念
な
が
ら
19
対
40
で
敗
れ
て
し

ま
い
ま
し
た
が
、白
熱
し
た
試
合
を
観
戦
さ
せ

て
い
た
だ
き
、我
々
の
親
睦
も
深
め
る
こ
と
が

で
き
、非
常
に
有
意
義
な
一
日
と
な
り
ま
し
た
。

兼原先生ご講演の様子

差し入れの様子
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同
経
会「
な
ご
や
の
つ
ど
い
」

ゴ
ル
フ
ク
ラ
ブ 

活
動
報
告

６

７

代
表

萱
原 

昇（
昭
和
4 9
年
・
経
済
学
部
卒
）

ゴ
ル
フ
ク
ラ
ブ（
ク
ロ
ー
バ
ー
会
）会
員

金
田
利
斉
（
昭
和
5 5
年
・
工
学
部
卒
）

　
思
え
ば
未
曽
有
の

パ
ン
デ
ミ
ッ
ク
に
見

舞
わ
れ
た
三
か
年
で

し
た（
未
だ
予
断
を

許
さ
な
い
状
況
で
は

あ
り
ま
す
が
）。
こ
の

地
で
第
一
回
目
の
同

経
会
の
つ
ど
い
を
開
催
以
来
、漸
く
７
月
２
日

（
土
）、第
二
回
の
つ
ど
い
を
、午
後
５
時
か
ら
名

鉄
グ
ラ
ン
ド
ホ
テ
ル
で
開
催
す
る
事
が
出
来

ま
し
た
。
当
日
は
同
経
会
の
田
堂
会
長
、校
友

会
愛
知
支
部
の
小
栗
支
部
長
以
下
計
34
名（
内

ゲ
ス
ト
６
名
）の
校
友
の
参
加
を
戴
き
ま
し
た
。

ゲ
ス
ト
講
演
は
、特
に
若
い
校
友
の
参
加
を
期

待
し
て
母
校
・
国
文
科
卒
、体
育
会
フ
ェ
ン
シ

ン
グ
部
で
も
活
躍
さ
れ
、卒
業
後
、客
室
乗
務

員
、サ
ー
ビ
ス
訓
練
教
官
を
経
験
さ
れ
た
現

Ｇ
ｌ
ｉ
ｔ
ｔ
ｅ
ｒ
Ｓ
ｔ
ａ
ｇ
ｅ
代
表
取
締
役

（
研
修
講
師
）の
七
條
千
恵
美
氏
。テ
ー
マ
は「
選

ば
れ
る
人
に
な
る
た

め
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
・
３
つ
の
チ

カ
ラ
」。
乗
務
員
時
代

の
経
験
も
踏
ま
え
て

解
り
易
く
語
っ
て
戴

き
ま
し
た
。
又
、皇
室

チ
ャ
ー
タ
ー
フ
ラ
イ
ト
の
ク
ル
ー
・
メ
ン
バ
ー

に
選
抜
さ
れ
た
際
、現
令
和
天
皇（
当
時
は
皇

太
子
殿
下
）接
遇
時
、陛
下
の
人
間
性
が
垣
間

見
ら
れ
る「
ち
ょ
っ
と
い
い
話
」は
参
加
者
の

胸
に
響
い
た
と
思
い
ま
す
。

　
そ
の
後
、座
食
で
の
夕
食
、名
刺
交
換
タ
イ

ム
へ
と
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
進
め
ま
し
た
。

　
今
回
は
、行
政
か
ら
会
場
ホ
テ
ル
へ
の
ガ
イ

ド
も
あ
り
、使
用
し
た
部
屋
の
定
員
は
余
裕
を

持
っ
た
40
名
で
し
た
が
、少
し
未
達
の
参
加
者

34
名
。し
か
し
30
歳
代
以
下
の
若
い
世
代
が
10

名
を
占
め
ま
し
た
。彼
等
の
比
率
が
高
い
と
会

場
全
体
に
エ
ネ
ル
ギ
ー
が
感
じ
ら
れ
、雰
囲
気

が
明
る
く
な
り
ま
す
。世
代
を
超
え
た
実
の
あ

る
つ
ど
い
の
開
催
は
同
経
会
初
め
こ
の
種
の

会
合
の
大
き
な
テ
ー
マ
で
も
あ
り
ま
す
。さ
ら

に
若
い
世
代
に
広
く
門
戸
を
開
く
為
、新
た
な

企
画
・
仕
組
作
り
が
必
要
だ
と
改
め
て
感
じ
ま

し
た
。

　
最
後
に
、壇
上
の
同
経
会
旗
に
襟
を
正
し
て

全
員
が
向
き
合
い
。
勇

壮
な
同
志
社
交
響
楽
団

演
奏
の
カ
レ
ッ
ジ
ソ
ン

グ
を
バ
ッ
ク
に
、こ
れ
を

黙
唱
し
て
今
年
の
つ
ど

い
の
幕
を
閉
じ
ま
し
た
。

　
令
和
４
年
5
月
25
日（
水
）涼
仙
ゴ
ル
フ

倶
楽
部
に
て
第
95
回
ク
ロ
ー
バ
ー
会
ゴ
ル

フ
コ
ン
ペ
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。当
日
は
と

て
も
天
気
が
良
く
、橋
本
さ
ん
に
取
っ
て
い

た
だ
い
た
涼
仙
ゴ
ル
フ
倶
楽
部
は
芝
の
状

態
も
最
高
に
良
く
素
晴
ら
し
い
ゴ
ル
フ
場

で
し
た
。ま
た
小
栗
支
部
長
も
ス
タ
ー
ト
時

に
は
わ
ざ
わ
ざ
駆

け
つ
け
て
く
だ
さ

り
、
参
加
賞
ま
で

ご
用
意
い
た
だ
き

本
当
に
あ
り
が
と

う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

私
も
3
回
目
の
参

加
と
な
り
、今
回
は

と
て
も
リ
ラ
ッ
ク
ス
で
き
、楽
し
く
回
る
こ

と
が
で
き
ま
し
た
。船
越
先
輩
、堀
川
先
輩
、

丹
羽
先
輩
と
回
り
ま
し
た
が
、皆
さ
ん
70
歳

以
上
で
私
だ
け
白
テ
ィ
ー
と
い
う
こ
と
で

少
々
ハ
ン
デ
ィ
ー
は
あ
り
ま
し
た
が
、皆
さ

ん
本
当
に
お
上
手
で
楽
し
い
一
日
で
し
た
。

優
勝
は
豊
原
先
輩
で
な
ん
と
74
で
回
っ
て

き
ま
し
た
。聞
く
と
こ
ろ
に
よ
る
と
エ
イ
ジ

シ
ュ
ー
ト
は
1
0
0
回
以
上
と
の
こ
と
で
、

私
も
死
ぬ
ま
で
に
は
一
度
は
エ
イ
ジ
シ
ュ
ー

ト
し
て
み
た
い
も
の
だ
な
と
改
め
て
感
心

い
た
し
ま
し
た
。ま
た
9
月
24
日（
土
）に
は

第
2
回
愛
知
支
部
大
ゴ
ル
フ
コ
ン
ペ
が
南

山
カ
ン
ト
リ
ー
に
て

開
催
さ
れ
ま
し
た
。

今
回
は
ゴ
ル
フ
ク
ラ

ブ
と
橋
本
副
支
部
長

が
中
心
と
な
っ
て
会

を
運
営
し
て
い
く
こ

と
に
な
り
、37
名
の

参
加
を
い
た
だ
き
盛

大
に
開
催
す
る
こ
と
が
出
来
ま
し
た
。た
だ
、

コ
ロ
ナ
の
関
係
で
プ
レ
ー
後
の
表
彰
式
等

が
出
来
な
か
っ
た
の
で
、皆
様
と
親
睦
を
深

め
る
こ
と
が
出
来
な
か
っ
た
の
が
残
念
で

す
。ク
ロ
ー
バ
ー
会
ゴ
ル
フ
ク
ラ
ブ
で
は
メ

ン
バ
ー
を
少
し
で
も
増
や
し
て
い
き
た
い

と
考
え
て
お
り
ま
す
。年
２
～
３
回
ほ
ど
は

開
催
い
た
し
ま
す
の
で
ゴ
ル
フ
の
好
き
な

方
は
ぜ
ひ
ク
ロ
ー
バ
ー
会
の
ゴ
ル
フ
コ
ン

ペ
に
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

次
回
開
催
日
：

　
　
令
和
４
年
12
月
9
日（
金
）

多
治
見
カ
ン
ト
リ
ー
ク
ラ
ブ

お
問
合
せ
先

　堀
川

　晶
夫

携

　帯
　0
9
0 - 
6
7
6
1 - 
3
7
4
5

問い合わせ先
株式会社インサイト
萱原　昇

（昭和49年経済卒）
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同
経
会「
な
ご
や
の
つ
ど
い
」

ゴ
ル
フ
ク
ラ
ブ 

活
動
報
告

６

７

代
表

萱
原 

昇（
昭
和
4 9
年
・
経
済
学
部
卒
）

ゴ
ル
フ
ク
ラ
ブ（
ク
ロ
ー
バ
ー
会
）会
員

金
田
利
斉
（
昭
和
5 5
年
・
工
学
部
卒
）

　
思
え
ば
未
曽
有
の

パ
ン
デ
ミ
ッ
ク
に
見

舞
わ
れ
た
三
か
年
で

し
た（
未
だ
予
断
を

許
さ
な
い
状
況
で
は

あ
り
ま
す
が
）。
こ
の

地
で
第
一
回
目
の
同

経
会
の
つ
ど
い
を
開
催
以
来
、漸
く
７
月
２
日

（
土
）、第
二
回
の
つ
ど
い
を
、午
後
５
時
か
ら
名

鉄
グ
ラ
ン
ド
ホ
テ
ル
で
開
催
す
る
事
が
出
来

ま
し
た
。
当
日
は
同
経
会
の
田
堂
会
長
、校
友

会
愛
知
支
部
の
小
栗
支
部
長
以
下
計
34
名（
内

ゲ
ス
ト
６
名
）の
校
友
の
参
加
を
戴
き
ま
し
た
。

ゲ
ス
ト
講
演
は
、特
に
若
い
校
友
の
参
加
を
期

待
し
て
母
校
・
国
文
科
卒
、体
育
会
フ
ェ
ン
シ

ン
グ
部
で
も
活
躍
さ
れ
、卒
業
後
、客
室
乗
務

員
、サ
ー
ビ
ス
訓
練
教
官
を
経
験
さ
れ
た
現

Ｇ
ｌ
ｉ
ｔ
ｔ
ｅ
ｒ
Ｓ
ｔ
ａ
ｇ
ｅ
代
表
取
締
役

（
研
修
講
師
）の
七
條
千
恵
美
氏
。テ
ー
マ
は「
選

ば
れ
る
人
に
な
る
た

め
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
・
３
つ
の
チ

カ
ラ
」。
乗
務
員
時
代

の
経
験
も
踏
ま
え
て

解
り
易
く
語
っ
て
戴

き
ま
し
た
。
又
、皇
室

チ
ャ
ー
タ
ー
フ
ラ
イ
ト
の
ク
ル
ー
・
メ
ン
バ
ー

に
選
抜
さ
れ
た
際
、現
令
和
天
皇（
当
時
は
皇

太
子
殿
下
）接
遇
時
、陛
下
の
人
間
性
が
垣
間

見
ら
れ
る「
ち
ょ
っ
と
い
い
話
」は
参
加
者
の

胸
に
響
い
た
と
思
い
ま
す
。

　
そ
の
後
、座
食
で
の
夕
食
、名
刺
交
換
タ
イ

ム
へ
と
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
進
め
ま
し
た
。

　
今
回
は
、行
政
か
ら
会
場
ホ
テ
ル
へ
の
ガ
イ

ド
も
あ
り
、使
用
し
た
部
屋
の
定
員
は
余
裕
を

持
っ
た
40
名
で
し
た
が
、少
し
未
達
の
参
加
者

34
名
。し
か
し
30
歳
代
以
下
の
若
い
世
代
が
10

名
を
占
め
ま
し
た
。彼
等
の
比
率
が
高
い
と
会

場
全
体
に
エ
ネ
ル
ギ
ー
が
感
じ
ら
れ
、雰
囲
気

が
明
る
く
な
り
ま
す
。世
代
を
超
え
た
実
の
あ

る
つ
ど
い
の
開
催
は
同
経
会
初
め
こ
の
種
の

会
合
の
大
き
な
テ
ー
マ
で
も
あ
り
ま
す
。さ
ら

に
若
い
世
代
に
広
く
門
戸
を
開
く
為
、新
た
な

企
画
・
仕
組
作
り
が
必
要
だ
と
改
め
て
感
じ
ま

し
た
。

　
最
後
に
、壇
上
の
同
経
会
旗
に
襟
を
正
し
て

全
員
が
向
き
合
い
。
勇

壮
な
同
志
社
交
響
楽
団

演
奏
の
カ
レ
ッ
ジ
ソ
ン

グ
を
バ
ッ
ク
に
、こ
れ
を

黙
唱
し
て
今
年
の
つ
ど

い
の
幕
を
閉
じ
ま
し
た
。

　
令
和
４
年
5
月
25
日（
水
）涼
仙
ゴ
ル
フ

倶
楽
部
に
て
第
95
回
ク
ロ
ー
バ
ー
会
ゴ
ル

フ
コ
ン
ペ
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。当
日
は
と

て
も
天
気
が
良
く
、橋
本
さ
ん
に
取
っ
て
い

た
だ
い
た
涼
仙
ゴ
ル
フ
倶
楽
部
は
芝
の
状

態
も
最
高
に
良
く
素
晴
ら
し
い
ゴ
ル
フ
場

で
し
た
。ま
た
小
栗
支
部
長
も
ス
タ
ー
ト
時

に
は
わ
ざ
わ
ざ
駆

け
つ
け
て
く
だ
さ

り
、
参
加
賞
ま
で

ご
用
意
い
た
だ
き

本
当
に
あ
り
が
と

う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

私
も
3
回
目
の
参

加
と
な
り
、今
回
は

と
て
も
リ
ラ
ッ
ク
ス
で
き
、楽
し
く
回
る
こ

と
が
で
き
ま
し
た
。船
越
先
輩
、堀
川
先
輩
、

丹
羽
先
輩
と
回
り
ま
し
た
が
、皆
さ
ん
70
歳

以
上
で
私
だ
け
白
テ
ィ
ー
と
い
う
こ
と
で

少
々
ハ
ン
デ
ィ
ー
は
あ
り
ま
し
た
が
、皆
さ

ん
本
当
に
お
上
手
で
楽
し
い
一
日
で
し
た
。

優
勝
は
豊
原
先
輩
で
な
ん
と
74
で
回
っ
て

き
ま
し
た
。聞
く
と
こ
ろ
に
よ
る
と
エ
イ
ジ

シ
ュ
ー
ト
は
1
0
0
回
以
上
と
の
こ
と
で
、

私
も
死
ぬ
ま
で
に
は
一
度
は
エ
イ
ジ
シ
ュ
ー

ト
し
て
み
た
い
も
の
だ
な
と
改
め
て
感
心

い
た
し
ま
し
た
。ま
た
9
月
24
日（
土
）に
は

第
2
回
愛
知
支
部
大
ゴ
ル
フ
コ
ン
ペ
が
南

山
カ
ン
ト
リ
ー
に
て

開
催
さ
れ
ま
し
た
。

今
回
は
ゴ
ル
フ
ク
ラ

ブ
と
橋
本
副
支
部
長

が
中
心
と
な
っ
て
会

を
運
営
し
て
い
く
こ

と
に
な
り
、37
名
の

参
加
を
い
た
だ
き
盛

大
に
開
催
す
る
こ
と
が
出
来
ま
し
た
。た
だ
、

コ
ロ
ナ
の
関
係
で
プ
レ
ー
後
の
表
彰
式
等

が
出
来
な
か
っ
た
の
で
、皆
様
と
親
睦
を
深

め
る
こ
と
が
出
来
な
か
っ
た
の
が
残
念
で

す
。ク
ロ
ー
バ
ー
会
ゴ
ル
フ
ク
ラ
ブ
で
は
メ

ン
バ
ー
を
少
し
で
も
増
や
し
て
い
き
た
い

と
考
え
て
お
り
ま
す
。年
２
～
３
回
ほ
ど
は

開
催
い
た
し
ま
す
の
で
ゴ
ル
フ
の
好
き
な

方
は
ぜ
ひ
ク
ロ
ー
バ
ー
会
の
ゴ
ル
フ
コ
ン

ペ
に
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

次
回
開
催
日
：

　
　
令
和
４
年
12
月
9
日（
金
）

多
治
見
カ
ン
ト
リ
ー
ク
ラ
ブ

お
問
合
せ
先

　堀
川

　晶
夫

携
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9
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7
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同
志
社
校
友
会
愛
知
支
部

囲
碁
倶
楽
部

同
志
社
ラ
グ
ビ
ー
愛
好
会

８

９

副
会
長
　
勝
　
康
生
　（
昭
和
56
年
・
文
学
部
卒
）

同
志
社
ラ
グ
ビ
ー
愛
好
会
会
長

永
野
光
容（
昭
和
5 7
年
・
商
学
部
卒
）

連
絡
先

連
絡
先  

永
野
光
容

永
野
光
容

メ
ー
ル
ア
ド
レ
ス

m
.nagano@

toyom
aru.jp

会
員
募
集

会
員
募
集
　
ラ
グ
ビ
ー
愛
好
会
で
は
会
員
を
募
集
し
て
お
り
ま
す
。ラ
グ
ビ
ー
経
験
者
も
そ

う
で
な
い
方
も
、同
志
社
ラ
グ
ビ
ー
の
フ
ァ
ン
の
方
も
こ
れ
か
ら
フ
ァ
ン
に
な
ら
れ
る
方
も
、

男
性
で
も
女
性
で
も
何
方
で
も
ご
参
加
い
た
だ
け
ま
す
。同
志
社
ラ
グ
ビ
ー
に
少
し
で
も
関

心
を
お
持
ち
の
方
は
、お
気
軽
に
永
野（
昭
和
57
年
・
商
卒
）ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

　今
年
度
も
コ
ロ
ナ
に
よ
り
ほ
と
ん
ど
活
動
が
で
き
ま

せ
ん
で
し
た
が
、一
度
だ
け
大
会
を
開
く
こ
と
が
で
き

ま
し
た
の
で
ご
報
告
い
た
し
ま
す
。

第
八
十
五
回
大
会（
令
和
四
年
四
月
二
十
三
日

　於

　一
社
囲
碁
セ
ン
タ
ー
）

優
勝

　佐
藤
教
博

　七
段

二
位

　藤
井
輝
昭

　初
段

三
位

　中
野
喜
徳

　六
段

　参
加
者
は
、十
名
と
少
な
く
少
し
残
念
で
は
あ
り
ま

し
た
が
、二
年
ぶ
り
の
開
催
で
し
た
の
で
無
事
を
た
た

え
あ
う
と
と
も
に
楽
し
い
時
間
を
過
ご
す
こ
と
が
で
き

ま
し
た
。

　そ
れ
か
ら
も
う
一
つ
嬉
し
い
報
告
が
あ
り
ま
す
。
新

会
員
が
一
人
増
え
ま
し
た
。
校
友
会
愛
知
支
部
の
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
を
見
て
参
加
さ
れ
た
そ
う
で
す
。
広
報
活
動

の
重
要
さ
を
痛
感
す
る
次
第
で
す
。

　通
例
で
は
、年
四
回
囲
碁
大
会
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

一
月
・
四
月
・
七
月
・
十
月
の
第
四
土
曜
日
に
実
施
し
て

い
ま
す
。
年
会
費
二
千
円
、大
会
費
二
千
五
百
円
で
す
。

会
場
は
、地
下
鉄
一
社
駅
前
の「
一
社
囲
碁
セ
ン
タ
ー
」

で
す
。初
心
者
、女
性
の
方
大
歓
迎
で
す
の
で
気
楽
に
参

加
し
て
く
だ
さ
い
。

「
四
子
局
」

　我
が
家
で
は
、正
月
の
お
祝
い
事
の
後
で
碁
を
親
爺

と
囲
む
こ
と
が
恒
例
と
な
っ
て
い
ま
す
。
親
爺
が
九
十

歳
の
時
に
足
袋
を
片
足
で
立
っ
て
履
い
て
い
る
の
を
見

て
小
生
も
真
似
を
し
て
片
足
で
立
っ
た
ま
ま
で
履
い
て

み
よ
う
と
し
ま
し
た
が
、よ
ろ
け
て
履
け
ま
せ
ん
で
し
た
。

靴
下
で
あ
れ
ば
履
け
ま
す
が
足
袋
は
金
具
の
ホ
ッ
ク
な

る
も
の
が
あ
り
一
つ
ず
つ
は
め
る
の
に
手
間
が
か
か
っ

て
バ
ラ
ン
ス
を
取
る
の
が
難
し
い
で
す
。そ
の
体
幹
の

良
さ
に
驚
か
さ
れ
ま
し
た
。そ
の
親
爺
と
毎
年「
五
子
」

で
打
っ
て
お
り
ま
し
た
が
九
十
に
な
っ
て
強
く
な
り「
五

子
」で
は
負
か
さ
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。九
十
歳
を

越
え
て
強
く
な
る
も
の
か
と
不
思
議
に
思
い
ま
し
た
が

現
実
な
の
で
感
心
さ
せ
ら
れ
ま
し
た
。小
生
、囲
碁
教
室

に
通
っ
て
い
ま
す
が
勝
率
は
上
が
っ
て
い
る
の
で
小
生

が
弱
く
な
っ
て
い
る
の
で
は
な
く
明
ら
か
に
親
爺
が
強

く
な
っ
て
い
る
の
だ
と
思
い
ま
す
。「
今
日
は
勝
つ
ぞ
」

と
意
気
込
ん
で
打
っ
て
く
る
の
で
こ
ち
ら
も
手
を
抜
く

こ
と
な
く
全
力
で
応
戦
す
る
次
第
で
す
。こ
の
六
年「
四

子
局
」で
も
負
か
さ
れ
ぎ
み
で
し
た
。

　そ
ん
な
親
爺
で
す
が
、八
月
の
母
親
の
誕
生
日
に
実

家
に
お
祝
い
に
行
っ
て
親
爺
と
囲
碁
を
打
ち
ま
し
た
が
、

弱
く
な
っ
て
い
ま
し
た
。ミ
ス
が
多
く
以
前
の
碁
と
は

違
っ
て
い
ま
し
た
。
体
調
が
悪
い
と
い
う
の
で
大
学
病

院
で
診
て
も
ら
っ
た
と
こ
ろ
肺
に
ガ
ン
が
で
き
て
い
て

脳
に
も
転
移
し
て
い
る
と
の
こ
と
で
し
た
。そ
れ
で
弱

く
な
っ
て
し
ま
っ
た
の
だ
と
納
得
し
ま
し
た
。
十
一
月

に
九
十
六
歳
の
誕
生
日
を
迎
え
ま
す
。
何
と
か
誕
生
日

を
迎
え
て
欲
し
い
と
思
う
今
日
こ
の
頃
で
す
。

懸
賞

　詰
め
碁

篠
田

　三
明

　七
段

　出
題

黒
番
。
一
見
眼
形
の
豊
富
そ
う
な
白
で
す
が
、ど
う

打
っ
た
ら
仕
留
め
ら
れ
ま
す
か
。

五
分
で
三
段
程
度

お
分
か
り
の
方
は
、左
記
事
務
局
ま
で
ご
連
絡
く
だ

さ
い
。囲
碁
定
例
大
会
に
ご
招
待
し
ま
す
。

事
務
局

　〒
四
五
三
―
〇
〇
四
三

　名
古
屋
市
中
村
区
上
ノ
宮
町
二
丁
目
六
番
地

　電
話

　〇
九
〇
―
二
三
四
九
―
九
四
一
〇

　勝

　康
生

　
ラ
グ
ビ
ー
愛
好
会
で
は
、1
．
同
志

社
ラ
グ
ビ
ー
部
の
試
合
の
応
援
・
観
戦

　
2
．同
志
社
ラ
グ
ビ
ー
関
係
者
を
招

い
た
講
演
と
会
員
同
士
の
交
流
　

3
．

三
重
・
岐
阜
方
面
の
同
好
の
有
志
や
早

稲
田
大
学
Ｏ
Ｂ
と
の
交
流
等
同
志
社
ラ

グ
ビ
ー
に
関
連
す
る
様
々
な
活
動
を

行
っ
て
お
り
ま
す
。主
た
る
活
動
と
い

た
し
ま
し
て
、例
年
総
会（
30
名
程
度
ご

参
加
）を
開
催
し
、そ
の
後
講
演
会
と
懇

親
会
を
開
催
し
て
会
員
の
親
睦
を
図
っ

て
参
り
ま
し
た
。 

　
本
年
も
昨
年
に
続
き
ま
し
て
、新
型

コ
ロ
ナ
ウ
ィ
ル
ス
の
影
響
も
あ
り
総
会

開
催
を
断
念
い
た
し
ま
し
た
。今
後
も

試
合
観
戦
ツ
ア
ー
等
ま
と
ま
っ
て
の
応

援
は
な
か
な
か
行
え
な
い
状
況
が
続
く

も
の
と
思
わ
れ
ま
す
。
他
方
で
、本
年

度
は
パ
ロ
マ
瑞
穂
ラ
グ
ビ
ー
場
に
て
明

治
大
学
と
の
定
期
戦
が
行
わ
れ
ま
し
た

の
で
、前
述
の
よ
う
に
、ま
と
ま
っ
て
の

応
援
は
自
粛
し
個
別
で
の（
大
き
な
声

を
出
さ
な
い
形
で
の
）応
援
と
な
り
ま

し
た
が
、久
し
ぶ
り
に
試
合
を
観
戦
で

き
ま
し
た
。試
合
の
方
は
敗
れ
て
し
ま

い
ま
し
た
が
、愛
好
会
メ
ン
バ
ー
と
も

久
し
ぶ
り
に
顔
を
合
わ
せ
る
こ
と
が
で

き
、大
変
有
意
義
な
一
日
と
な
り
ま
し

た
。早
く
通
常
通
り
、メ
ン
バ
ー
一
致
団

結
し
て
大
き
な
声
を
出
し
て
応
援
が
で

き
る
よ
う
に
な
る
こ
と
を
望
む
ば
か
り

で
す
。

愛知県ラグビー祭（対明治大学）

会
員
大
募
集
中

会
員
大
募
集
中

気
軽
に
ご
連
絡
く
だ
さ
い

気
軽
に
ご
連
絡
く
だ
さ
い

248 囲碁倶楽部　9 同志社ラグビー愛好会　／　愛知支部の動き　

同
志
社
ス
ポ
ー
ツ
ユ
ニ
オ
ン

東
海
支
部
　活
動
報
告

名
古
屋
R
・
E
ク
ロ
ー
バ
ー

倶
楽
部
　活
動
報
告

10

11

東
海
支
部
長
　
小
栗
成
男

（
昭
和
6 2
年
・
商
学
部
卒
）

代
表
世
話
人

金
田
利
斉（
昭
和
5 5
年
・
工
学
部
卒
）

　
同
志
社
ス
ポ
ー
ツ
ユ
ニ
オ
ン
は
、同
志
社
ス
ポ
ー
ツ
の
振
興

と
発
展
の
た
め
、物
・
心
両
面
の
援
助
を
図
る
と
共
に
、体
育
会

各
部
O
B
・
O
G
会
の
結
束
と
相
互
の
親
睦
を
図
り
、母
校
の

発
展
と
充
実
に
寄
与
す
る
こ
と
を
目
的
に
設
立
さ
れ
、関
東
支

部
に
続
き
、2
0
1
0
年
に
東
海
支
部
が
設
立
さ
れ
ま
し
た
。

愛
知
・
岐
阜
・
三
重
・
静
岡
の
一
部
の
在
住
者
で
、51
ク
ラ
ブ
の

体
育
会
O
B
・
O
G
で
構
成
さ
れ
て
い
ま
す
。毎
年
11
月
に
各

部
の
代
表
者
・
副
代
表
者
に
よ
る「
各
部
代
表
者
会
議
」、3
月

に
は
東
海
支
部
の「
総
会
」が
開
催
さ
れ
て
い
ま
す
。ま
た
、東

海
地
区
で
開
催
さ
れ
る
各
部
大
会
に
お
い
て
、応
援
・
支
援
活

動
を
行
っ
て
い
ま
す
。

第
13
回
　総
会：2
0
2
2
年
7
月
8
日（
金
）

A
N
A
ク
ラ
ウ
ン
プ
ラ
ザ
ホ
テ
ル
　グ
ラ
ン
コ
ー
ト
名
古
屋 

・	

も
と
も
と
本
年
3
月
に
開
催
予
定
で
し
た
が
、コ
ロ
ナ
感
染

状
況
を
鑑
み
て
延
期
し
こ
の
度
開
催
の
運
び
と
な
り
ま
し
た
。

総
会
と
し
て
は
、３
年
ぶ
り
の
開
催
と
な
り
ま
す
。 

・	

ご
来
賓
と
し
て
大
学
か
ら
は
河
村
学
生
支
援
機
構 

ス
ポ
ー

ツ
支
援
課
長
、校
友
会
か
ら
は
岐
阜
県
支
部 

松
岡
理
事
、静

岡
県
支
部 

阿
部
支
部
長
、愛
知
支
部 

金
田
事
務
局
長
、各
会

東
海
支
部
か
ら
は
政
法
会 

正
木
副
支
部
長
、樹
徳
会 

横

山
支
部
長
、同
経
会 

関
本
理

事
に
ご
列
席
を
賜
り
ま
し

た
。 

	

本
部
か
ら
は
豊
原
最
高
顧

問
、
藤
原
会
長
、
福
村
常
任

顧
問
、松
村
副
理
事
長
に
ご

出
席
い
た
だ
き
、総
勢
約
90

名
に
て
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

・	

冒
頭
で
小
栗
東
海
支
部
長

か
ら
、今
日
を
機
に
同
志
社

を
も
っ
と
応
援
し
よ
う
と
い
う
勢
い
が
高
ま
れ
ば
よ
い
、と

力
強
い
ご
挨
拶
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

・	

藤
原
会
長
か
ら
は
久
し
ぶ
り
の
総
会
開
催
へ
の
御
祝
い
の

お
言
葉
と
共
に
、本
部
報
告
と
し
て
新
体
制
の
報
告
な
ら
び

に
会
長
就
任
の
ご
挨
拶
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

・	

講
演
会
の
部

で
は
、「
オ
リ

ン
ピ
ア
ン

と
同
志
社
ス

ポ
ー
ツ
」
と

題
し
、
昨
年

の
東
京
オ
リ

ン
ピ
ッ
ク 

フ
ェ
ン
シ
ン

グ
金
メ
ダ
リ

ス
ト
宇
山
　

賢（
う
や
ま

　
さ
と
る
）

氏
と
同
志
社

大
学 

学
生

支
援
セ
ン

タ
ー
所
長 

下
楠
　
昌
哉（
し
も
く
す
　
ま
さ
や
）先
生
の
ト
ー

ク
シ
ョ
ー
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

・	

懇
親
会
で
は
豊
原
最
高
顧
問
か
ら
、

本
部
新
体
制
の
ご
報
告
と
共
に
、こ

の
体
制
で
同
志
社
ス
ポ
ー
ツ
が
発
展

し
て
い
っ
て
ほ
し
い
、と
ご
挨
拶
を

い
た
だ
き
ま
し
た

・	

カ
レ
ッ
ジ
ソ
ン
グ
、同
志
社
チ
ア
ー

の
後
に
、名
残
り
惜
し
さ
を
再
会
の

約
束
に
変
え
つ
つ
、お
開
き
と
な
り

ま
し
た
。 

　
本
年
で
設
立
17
周
年
を
迎
え
ま
し
た
同
志
社
不

動
産
会 

名
古
屋
R
・
E
ク
ロ
ー
バ
ー
倶
楽
部
は
、不

動
産
業
界
・
建
設
業
界
及
び
不
動
産
に
関
連
す
る
各

士
業（
弁
護
士
・
不
動
産
鑑
定
士
・
司
法
書
士
・
土
地
家

屋
調
査
士
等
）や
金
融
関
連
等
々
に
携
わ
る
校
友
が

集
う
会
で
す
。（
令
和
4
年
10
月
現
在
、会
員
数
80
名
） 

　
本
会
の
主
な
活
動
内
容
と
し
て
は
、2
ヶ
月
に
1

度
偶
数
月
の
第
1
月
曜
日
に
会
員
の
方
、あ
る
い
は

外
部
か
ら
講
師
を
迎
え
て
講
演
を
行
う
情
報
交
換

会
及
び
そ
の
後
に
懇
親
会
を
行
っ
て
い
ま
す
。本
年

度
も
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
拡
大
の
影
響
も
あ
り
殆

ど
開
催
で
き
て
お
り
ま
せ
ん
。そ
ん
な
状
況
下
で
し

た
が
6
月
17

日
に
は
3
年

ぶ
り
と
な
る

総
会（
懇
親

会
を
伴
う
）

を
開
催
し
ま

し
た
。大
阪
・

東
京
の
R
・

E
ク
ロ
ー
バ
ー
倶
楽
部

か
ら
も
数
名
出
席
頂
き

総
勢
約
50
名
の
参
加
の

も
と
盛
大
に
開
催
で
き

ま
し
た
。

　
又
、他
校
と
の
交
流

と
し
て
平
成
24
年
か
ら

慶
応
大
学
O
B
で
組

織
さ
れ
る
中
部
不
動
産

三
田
会
と
年
1
回
の
合

同
研
修
会
及
び
懇
親
会

（
幹
事
両
校
の
持
ち
回

り
）を
行
っ
て
お
り
ま

す
が
残
念
な
が
ら
本
年

度
も
中
止
と
な
り
ま
し
た
。こ
れ
で
3
年
間
開
催
で

き
て
お
り
ま
せ
ん
、来
年
度
こ
そ
は
開
催
し
た
い
と

思
い
ま
す
。 

　
早
稲
田
大
学
の
不
動
産
会
か
ら
も
合
同
例
会
の

話
が
き
て
お
り
ま
す
。コ
ロ
ナ
禍
終
息
後
に
は
、三
田

会
さ
ん
も
含
め
た
3
校
で
交
流
し
て
有
益
な
場
を

作
っ
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。 

　
実
際
の
不
動
産
情
報
交
換
を
行
う
場
と
し
て
の

情
報
部
会
を
奇
数
月
の
第
一
月
曜
日
に
行
っ
て
お
り

ま
す
。こ
ち
ら
は
集
ま
る
人
数
も
少
数
と
い
う
事
で

現
在
も
開
催
し
て
お
り
ま
す
。物
件
情
報
は
も
と
よ

り
最
近
の
市
場
の
動
向
等
、生
の
話
が
聞
け
る
場
と

し
て
少
し
ず
つ
定
着
し
て
き
た
感
じ
が
あ
り
ま
す
。

近
年
、成
約
事
例
も
い
く
つ
か
出
て
き
て
お
り
今
後

益
々
活
発
に
活
動
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。又
、

情
報
部
会
に
は
上
記
の
三
田
会
さ
ん
か
ら
も
参
加
頂

い
て
お
り
ま
す
。

　
懇
親
事
業
と
し
て
こ
れ
ま
で
温
泉
旅
行
や
登
山
・

ゴ
ル
フ
等
を
計
画
し
て
参
り
ま
し
た
が
残
念
な
が
ら

3
年
連
続
で
中
止
と
な
り
ま
し
た
。コ
ロ
ナ
禍
が
収

束
し
た
暁
に
は
新
た
な
企
画
を
考
え
た
い
と
思
い
ま

す
。

　
楽
し
く
・
為
に
な
り
・
仕
事
に
も
プ
ラ
ス
に
な
る
!

そ
ん
な
会
に
発
展
さ
せ
る
べ
く
今
後
益
々
活
動
を
充

実
さ
せ
て
い
く
つ
も
り
で
す
。不
動
産
関
連
業
種
の

方
や
本
会
活

動
に
興
味
が

あ
る
方
は
業

種
を
問
い
ま

せ
ん
の
で
是

非
と
も
事
務

局
ま
で
ご
連

絡
下
さ
い
。

トークショー

小栗東海支部長 

同志社不動産会
名古屋Ｒ・Ｅクローバー倶楽部
事務局長
ピタットハウス高畑店
徳和建設有限会社

代表取締役　横山　伸二
ＴＥＬ ０５２－３６２－０５８０
ＦＡＸ ０５２－３６２－０５８５
k.i-office@ts-nagoya.com

連絡先・東海支部事務局
事務局長　横山伸二
yokoyama_tokuwa@yahoo.co.jp

事務局　杉野麻子
asugino@ntp-g.com

応
援
・
支
援
活
動
状
況

応
援
・
支
援
活
動
状
況

２
０
２
２
年
：
6
ク
ラ
ブ
、
8
大
会
支
援
、
大
会
応
援
1

（
２
０
２
２
年
10
月
14
日
現
在
） 

２
０
２
１
年
：
11
ク
ラ
ブ
、12
大
会
支
援
、大
会
応
援
0 

２
０
２
０
年
：
3
ク
ラ
ブ
、2
大
会
支
援
、大
会
応
援
0

今
後
の
主
な
予
定

今
後
の
主
な
予
定

コ
ロ
ナ
感
染
状
況
に
よ
っ
て
は
、急
遽
変
更
の
可
能
性
が
ご
ざ

い
ま
す
事
を
ご
了
承
く
だ
さ
い
。 

【
第
13
回 

東
海
支
部
各
部
代
表
者
会
議
】

※
詳
細
検
討
中（
２
０
２
２
年
10
月
現
在
） 

日
時
：
２
０
２
２
年
11
月
11
日（
金
）

受
付
：
18
時
～
　
開
始
：
18
時
30
分
～ 

場
所
：
名
鉄
グ
ラ
ン
ド
ホ
テ
ル  

＊
同
志
社
ス
ポ
ー
ツ
ユ
ニ
オ
ン
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
：

https://doshisha-su.com
/ 

Facebook

、同
志
社
ス
ポ
ー
ツ
ア
ト
ム
編
集
局
のTw

itter

、各

ク
ラ
ブ
のSN

S

・
オ
フ
ィ
シ
ャ
ル
サ
イ
ト
へ
リ
ン
ク
し
て
お
り

ま
す
。

＊【Facebook

】

D
oshisha Sports Fanpage

http
s://w

w
w

.faceb
ook.com

/D
oshisha-Sp

orts-
Fanpage-508152232686616/
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同
志
社
ス
ポ
ー
ツ
ユ
ニ
オ
ン

東
海
支
部
　活
動
報
告

名
古
屋
R
・
E
ク
ロ
ー
バ
ー

倶
楽
部
　活
動
報
告

10

11

東
海
支
部
長
　
小
栗
成
男

（
昭
和
6 2
年
・
商
学
部
卒
）

代
表
世
話
人

金
田
利
斉（
昭
和
5 5
年
・
工
学
部
卒
）

　
同
志
社
ス
ポ
ー
ツ
ユ
ニ
オ
ン
は
、同
志
社
ス
ポ
ー
ツ
の
振
興

と
発
展
の
た
め
、物
・
心
両
面
の
援
助
を
図
る
と
共
に
、体
育
会

各
部
O
B
・
O
G
会
の
結
束
と
相
互
の
親
睦
を
図
り
、母
校
の

発
展
と
充
実
に
寄
与
す
る
こ
と
を
目
的
に
設
立
さ
れ
、関
東
支

部
に
続
き
、2
0
1
0
年
に
東
海
支
部
が
設
立
さ
れ
ま
し
た
。

愛
知
・
岐
阜
・
三
重
・
静
岡
の
一
部
の
在
住
者
で
、51
ク
ラ
ブ
の

体
育
会
O
B
・
O
G
で
構
成
さ
れ
て
い
ま
す
。毎
年
11
月
に
各

部
の
代
表
者
・
副
代
表
者
に
よ
る「
各
部
代
表
者
会
議
」、3
月

に
は
東
海
支
部
の「
総
会
」が
開
催
さ
れ
て
い
ま
す
。ま
た
、東

海
地
区
で
開
催
さ
れ
る
各
部
大
会
に
お
い
て
、応
援
・
支
援
活

動
を
行
っ
て
い
ま
す
。

第
13
回

　総
会：2
0
2
2
年
7
月
8
日（
金
）

A
N
A
ク
ラ
ウ
ン
プ
ラ
ザ
ホ
テ
ル

　グ
ラ
ン
コ
ー
ト
名
古
屋 

・	

も
と
も
と
本
年
3
月
に
開
催
予
定
で
し
た
が
、コ
ロ
ナ
感
染

状
況
を
鑑
み
て
延
期
し
こ
の
度
開
催
の
運
び
と
な
り
ま
し
た
。

総
会
と
し
て
は
、３
年
ぶ
り
の
開
催
と
な
り
ま
す
。 

・	

ご
来
賓
と
し
て
大
学
か
ら
は
河
村
学
生
支
援
機
構 

ス
ポ
ー

ツ
支
援
課
長
、校
友
会
か
ら
は
岐
阜
県
支
部 

松
岡
理
事
、静

岡
県
支
部 

阿
部
支
部
長
、愛
知
支
部 

金
田
事
務
局
長
、各
会

東
海
支
部
か
ら
は
政
法
会 

正
木
副
支
部
長
、樹
徳
会 

横

山
支
部
長
、同
経
会 

関
本
理

事
に
ご
列
席
を
賜
り
ま
し

た
。 

	

本
部
か
ら
は
豊
原
最
高
顧

問
、
藤
原
会
長
、
福
村
常
任

顧
問
、松
村
副
理
事
長
に
ご

出
席
い
た
だ
き
、総
勢
約
90

名
に
て
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

・	

冒
頭
で
小
栗
東
海
支
部
長

か
ら
、今
日
を
機
に
同
志
社

を
も
っ
と
応
援
し
よ
う
と
い
う
勢
い
が
高
ま
れ
ば
よ
い
、と

力
強
い
ご
挨
拶
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

・	

藤
原
会
長
か
ら
は
久
し
ぶ
り
の
総
会
開
催
へ
の
御
祝
い
の

お
言
葉
と
共
に
、本
部
報
告
と
し
て
新
体
制
の
報
告
な
ら
び

に
会
長
就
任
の
ご
挨
拶
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

・	

講
演
会
の
部

で
は
、「
オ
リ

ン
ピ
ア
ン

と
同
志
社
ス

ポ
ー
ツ
」
と

題
し
、
昨
年

の
東
京
オ
リ

ン
ピ
ッ
ク 

フ
ェ
ン
シ
ン

グ
金
メ
ダ
リ

ス
ト
宇
山
　

賢（
う
や
ま

　
さ
と
る
）

氏
と
同
志
社

大
学 

学
生

支
援
セ
ン

タ
ー
所
長 

下
楠
　
昌
哉（
し
も
く
す
　
ま
さ
や
）先
生
の
ト
ー

ク
シ
ョ
ー
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

・	

懇
親
会
で
は
豊
原
最
高
顧
問
か
ら
、

本
部
新
体
制
の
ご
報
告
と
共
に
、こ

の
体
制
で
同
志
社
ス
ポ
ー
ツ
が
発
展

し
て
い
っ
て
ほ
し
い
、と
ご
挨
拶
を

い
た
だ
き
ま
し
た

・	

カ
レ
ッ
ジ
ソ
ン
グ
、同
志
社
チ
ア
ー

の
後
に
、名
残
り
惜
し
さ
を
再
会
の

約
束
に
変
え
つ
つ
、お
開
き
と
な
り

ま
し
た
。 

　
本
年
で
設
立
17
周
年
を
迎
え
ま
し
た
同
志
社
不

動
産
会 

名
古
屋
R
・
E
ク
ロ
ー
バ
ー
倶
楽
部
は
、不

動
産
業
界
・
建
設
業
界
及
び
不
動
産
に
関
連
す
る
各

士
業（
弁
護
士
・
不
動
産
鑑
定
士
・
司
法
書
士
・
土
地
家

屋
調
査
士
等
）や
金
融
関
連
等
々
に
携
わ
る
校
友
が

集
う
会
で
す
。（
令
和
4
年
10
月
現
在
、会
員
数
80
名
） 

　
本
会
の
主
な
活
動
内
容
と
し
て
は
、2
ヶ
月
に
1

度
偶
数
月
の
第
1
月
曜
日
に
会
員
の
方
、あ
る
い
は

外
部
か
ら
講
師
を
迎
え
て
講
演
を
行
う
情
報
交
換

会
及
び
そ
の
後
に
懇
親
会
を
行
っ
て
い
ま
す
。本
年

度
も
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
拡
大
の
影
響
も
あ
り
殆

ど
開
催
で
き
て
お
り
ま
せ
ん
。そ
ん
な
状
況
下
で
し

た
が
6
月
17

日
に
は
3
年

ぶ
り
と
な
る

総
会（
懇
親

会
を
伴
う
）

を
開
催
し
ま

し
た
。大
阪
・

東
京
の
R
・

E
ク
ロ
ー
バ
ー
倶
楽
部

か
ら
も
数
名
出
席
頂
き

総
勢
約
50
名
の
参
加
の

も
と
盛
大
に
開
催
で
き

ま
し
た
。

　
又
、他
校
と
の
交
流

と
し
て
平
成
24
年
か
ら

慶
応
大
学
O
B
で
組

織
さ
れ
る
中
部
不
動
産

三
田
会
と
年
1
回
の
合

同
研
修
会
及
び
懇
親
会

（
幹
事
両
校
の
持
ち
回

り
）を
行
っ
て
お
り
ま

す
が
残
念
な
が
ら
本
年

度
も
中
止
と
な
り
ま
し
た
。こ
れ
で
3
年
間
開
催
で

き
て
お
り
ま
せ
ん
、来
年
度
こ
そ
は
開
催
し
た
い
と

思
い
ま
す
。 

　
早
稲
田
大
学
の
不
動
産
会
か
ら
も
合
同
例
会
の

話
が
き
て
お
り
ま
す
。コ
ロ
ナ
禍
終
息
後
に
は
、三
田

会
さ
ん
も
含
め
た
3
校
で
交
流
し
て
有
益
な
場
を

作
っ
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。 

　
実
際
の
不
動
産
情
報
交
換
を
行
う
場
と
し
て
の

情
報
部
会
を
奇
数
月
の
第
一
月
曜
日
に
行
っ
て
お
り

ま
す
。こ
ち
ら
は
集
ま
る
人
数
も
少
数
と
い
う
事
で

現
在
も
開
催
し
て
お
り
ま
す
。物
件
情
報
は
も
と
よ

り
最
近
の
市
場
の
動
向
等
、生
の
話
が
聞
け
る
場
と

し
て
少
し
ず
つ
定
着
し
て
き
た
感
じ
が
あ
り
ま
す
。

近
年
、成
約
事
例
も
い
く
つ
か
出
て
き
て
お
り
今
後

益
々
活
発
に
活
動
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。又
、

情
報
部
会
に
は
上
記
の
三
田
会
さ
ん
か
ら
も
参
加
頂

い
て
お
り
ま
す
。

　
懇
親
事
業
と
し
て
こ
れ
ま
で
温
泉
旅
行
や
登
山
・

ゴ
ル
フ
等
を
計
画
し
て
参
り
ま
し
た
が
残
念
な
が
ら

3
年
連
続
で
中
止
と
な
り
ま
し
た
。コ
ロ
ナ
禍
が
収

束
し
た
暁
に
は
新
た
な
企
画
を
考
え
た
い
と
思
い
ま

す
。

　
楽
し
く
・
為
に
な
り
・
仕
事
に
も
プ
ラ
ス
に
な
る
!

そ
ん
な
会
に
発
展
さ
せ
る
べ
く
今
後
益
々
活
動
を
充

実
さ
せ
て
い
く
つ
も
り
で
す
。不
動
産
関
連
業
種
の

方
や
本
会
活

動
に
興
味
が

あ
る
方
は
業

種
を
問
い
ま

せ
ん
の
で
是

非
と
も
事
務

局
ま
で
ご
連

絡
下
さ
い
。

トークショー

小栗東海支部長 

同志社不動産会
名古屋Ｒ・Ｅクローバー倶楽部
事務局長
ピタットハウス高畑店
徳和建設有限会社

代表取締役　横山　伸二
ＴＥＬ ０５２－３６２－０５８０
ＦＡＸ ０５２－３６２－０５８５
k.i-office@ts-nagoya.com

連絡先・東海支部事務局
事務局長　横山伸二
yokoyama_tokuwa@yahoo.co.jp

事務局　杉野麻子
asugino@ntp-g.com

応
援
・
支
援
活
動
状
況

応
援
・
支
援
活
動
状
況

２
０
２
２
年
：
6
ク
ラ
ブ
、
8
大
会
支
援
、
大
会
応
援
1

（
２
０
２
２
年
10
月
14
日
現
在
） 

２
０
２
１
年
：
11
ク
ラ
ブ
、12
大
会
支
援
、大
会
応
援
0 

２
０
２
０
年
：
3
ク
ラ
ブ
、2
大
会
支
援
、大
会
応
援
0

今
後
の
主
な
予
定

今
後
の
主
な
予
定

コ
ロ
ナ
感
染
状
況
に
よ
っ
て
は
、急
遽
変
更
の
可
能
性
が
ご
ざ

い
ま
す
事
を
ご
了
承
く
だ
さ
い
。 

【
第
13
回 

東
海
支
部
各
部
代
表
者
会
議
】

※
詳
細
検
討
中（
２
０
２
２
年
10
月
現
在
） 

日
時
：
２
０
２
２
年
11
月
11
日（
金
）

受
付
：
18
時
～
　
開
始
：
18
時
30
分
～ 

場
所
：
名
鉄
グ
ラ
ン
ド
ホ
テ
ル  

＊
同
志
社
ス
ポ
ー
ツ
ユ
ニ
オ
ン
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
：

https://doshisha-su.com
/ 

Facebook

、同
志
社
ス
ポ
ー
ツ
ア
ト
ム
編
集
局
のTw

itter

、各

ク
ラ
ブ
のSN

S

・
オ
フ
ィ
シ
ャ
ル
サ
イ
ト
へ
リ
ン
ク
し
て
お
り

ま
す
。

＊【Facebook

】

D
oshisha Sports Fanpage

http
s://w

w
w

.faceb
ook.com

/D
oshisha-Sp

orts-
Fanpage-508152232686616/

25 愛知支部の動き　／  10 スポーツユニオン東海支部  11 名古屋 R.E クローバー倶楽部



新
島
襄
研
究
会 

活
動
報
告

12

代
表
世
話
人
　
⽒
家
鉄
也

（
平
成
9
年
・
商
学
部
卒
）

同
設
⽴
の
経
緯

新
島
襄
研
究
会
は
、
大
島
寅
夫
顧
問

（
1
9
6
0
年
・
法
）、
⽯
田
芳
弘
氏

（
1
9
6
9
年
・
商
）
が
発
起
人
と
な
り
、

小
栗
支
部
長
は
じ
め
校
友
会
愛
知
支
部
の

ご
協
力
を
得
て
、2
0
2
2
年
1
月
17
日

（
月
）の
校
友
会
愛
知
支
部
理
事
会
に
て
設

立
さ
れ
ま
し
た
。

研
究
会
の
趣
旨

同
志
社
パ
ー
ソ
ン
と
し
て
、目
指
す
も
の
、

迷
い
、悩
み
は
、本
当
に
多
様
で
す
。
こ
う

し
た
時
代
を
よ
り
良
く
生
き
る
た
め
の

ヒ
ン
ト
が
、新
島
襄
の
生
き
方
の
中
に
は
、

た
く
さ
ん
隠
さ
れ
て
い
る
の
だ
と
思
い
ま
す
。

書
籍
を
た
ど
り
、そ
こ
に
書
か
れ
た
新
島
襄

か
ら
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
語
り
合
い
な
が
ら
、

新
島
襄
へ
の
、そ
し
て
同
志
社
へ
の
理
解
を

深
め
て
い
ま
す
。
対
話
を
通
し
て
、会
員
の

皆
さ
ま
に
と
っ
て
、「
今
、必
要
と
す
る
新
島

襄
」を
発
見
す
る
旅
を
、こ
れ
か
ら
も
続
け

て
参
り
ま
す
。

研
究
会
の
報
告

第
１
回
は
、2
0
2
2
年
4
月
27
日（
水
）、

会
員
で
あ
る
伊
藤
誠
敏
さ
ん（
2
0
0
1
年
・

商
）が
経
営
す
る
蓬
左
に
て
開
催
さ
れ
ま
し

た
。
京
都
か
ら 

z
o
o
m 

に
よ
る
参
加
者

も
あ
り
、自
⼰
紹
介
に
続
き
、新
島
襄
研
究

会
に
対
す
る
思
い
な
ど
を
発
表
し
ま
し
た
。

第
２
回
は
、2
0
2
2
年
6
月
29
日（
水
）、

ウ
イ
ン
ク
あ
い
ち
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

課
題
書「
マ
ン
ガ
で
読
む
新
島
襄
―
自
由
へ

の
旅
立
ち
」を
事
前
に
読
み
、感
想
を
各
人

が
述
べ
ま
し
た
。
第
３
回
は
、2
0
2
2
年

9
月
７
日（
水
）ウ
イ
ン
ク
あ
い
ち
で
開
催

さ
れ
ま
し
た
。「
続 

マ
ン
ガ
で
読
む
新
島
襄

―
日
本
初
の
私
立
大
学
設
立
へ
の
挑
戦
」の

感
想
を
事
前
に
S
N
S
に
て
共
有
し
ま
し

た
。所
感
の
内
容
に「
何
故
」を
探
る
こ
と
で
、

新
島
襄
の
本
質
に
迫
る
べ
く
、意
見
を
交
換

し
ま
し
た
。

今
後
の
活
動

第
４
回
の
研
究
会
を
年
内
に
開
催
す
る
と

と
も
に
、新
島
襄
の
墓
参
り
な
ど
、フ
ィ
ー

ル
ド
ワ
ー
ク
も
行
っ
て
き
た
い
と
考
え
て

い
ま
す
。 

現
在
の
会
員
数
は
、研
究
会
を
運

営
す
る
に
あ
た
り
程
良
い
人
数
で
す
の
で
、

特
に
会
員
の
欠
員
募
集
等
は
、行
っ
て
い
ま

せ
ん
。新
た
な
会
員
の
ご
参
加
等
に
つ
い
て

は
、現
会
員
の
皆
さ
ま
と
議
論
し
て
決
定
し

て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

クリスマス礼拝のご報告
　2021年12月15日（水）愛知支部主催 初めてのクリスマス
礼拝を開催いたしました。

　広小路伏見礼拝堂（名古屋観光ホテル内）にて、夕方6時30
分より開始。
　校友の皆様はご家族をお連れになり、現役学生と保護者の
方やお仕事帰りに一般の方も多数ご参加され、師走の夜に愛
の輪が拡がりました。

　小栗支部長から冒頭のご挨拶として、新島襄の2ドルの献金
のお話を始め、「人ひとりは大切なり」誰をも大切にする同志
社の校風のご紹介の後、代表して燭火に点燭いただきました。

　伊藤実行委員長の事前の打合せにより、榊原牧師からは「新
島先生とキリスト教について」お話をいただきました。新島
先生は、キリスト教に対して厳しい時代に愛と平和の精神と
実学を持った人物を育成するすばらしい学校を作られたと、
温かな口調の教えは心に静かに響きました。
　コロナ禍で混沌とする冬の夜に、讃美歌を歌い平和を祈り、
心にもともしびが灯りました。また、同志社ブランドを知っ
ていただくきっかけにもなり、地域の皆様にも聖夜をお届け
しお役に立てたことと思います。

　このともしびが来年に長く、遠くつながり拡がりゆくこと
を祈ります。

作成　事務局　杉野麻子

小栗支部長　ご挨拶 現役学生と保護者の方もいらっしゃいました。

2612 新島襄研究会  ／　愛知支部の動き　  

　同志社校友会愛知支部の第2回ゴルフ大会が2022年9月24日（土）南山カン
トリークラブにおいて開催されました。大会前には台風が直撃するのではない
かと大変心配しておりましたが、前日に通り過ぎてくれましたので、当日は天
候に恵まれ絶好のコンディションで開催することが出来ました。今回もコロナ
の影響でコンペ後のパーティは開催することが出来ず残念ではありましたが、
37名のご参加をいただき、前半9ホールのダブルペリア方式で順位をつけて楽
しむことが出来ました。今回も近藤龍一プロにもご参加いただき大会を盛り上
げていただきました。優勝は豊原先輩でしたが、スコアーはなんとハーフ35の
1アンダーで回ってこられました。
　2位は34で回られた近藤プロ3位が篠原先輩でした。
　次回開催の際にはぜひ懇親会が出来るときに行い皆様と親睦が図れる大会
にしたいと思いますので、多数ご参加いただきますようおねがいいたします。

組織強化委員長　橋本篤一郎

順位 参加者名 GROSS HDCP NET
優勝 豊原 洋治 35 1.2 33.8

2 近藤 龍一 34 0.0 34.0
3 篠原 芳兵衛 40 4.8 35.2
4 土屋 敬輔 43 7.2 35.8
5 勝山 正昭 53 16.8 36.2
6 船越 徹 51 14.4 36.6
7 後藤 潔 39 2.4 36.6
8 辻本 駿 51 14.4 36.6
9 河村 正樹 44 7.2 36.8

10 近藤 啓子 44 7.2 36.8
11 近藤 輝明 44 7.2 36.8
12 川合 敏久 43 6.0 37.0
13 佐々木 信秀 48 10.8 37.2
14 前田 裕之 41 3.6 37.4
15 長谷川 泰弘 40 2.4 37.6
16 同前 仁史 46 8.4 37.6
17 高橋 周平 40 2.4 37.6
18 渋谷 信市 48 9.6 38.4

順位 参加者名 GROSS HDCP NET
19 夏目 和良 52 13.2 38.8
20 門田 剛 46 7.2 38.8
21 蓜島 祐一郎 52 13.2 38.8
22 太田 薫 52 13.2 38.8
23 神野 貴子 51 12.0 39.0
24 渡辺 大介 51 12.0 39.0
25 大島 寅夫 56 16.8 39.2
26 高坂 毅 55 15.6 39.4
27 小川 隆 49 9.6 39.4
28 堀川 晶夫 54 14.4 39.6
29 金田 利斉 52 12.0 40.0
30 須沢 賢彰 51 10.8 40.2
31 丹羽 英昌 51 10.8 40.2
32 大塚 真 52 10.8 41.2
33 纐纈 正剛 53 10.8 42.2
34 城　 義宏 53 9.6 43.4
35 橋本 篤一郎 57 13.2 43.8
36 太田 修二 61 16.8 44.2
37 岡　 洋文 74 18.0 56.0
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　同志社校友会愛知支部の第2回ゴルフ大会が2022年9月24日（土）南山カン
トリークラブにおいて開催されました。大会前には台風が直撃するのではない
かと大変心配しておりましたが、前日に通り過ぎてくれましたので、当日は天
候に恵まれ絶好のコンディションで開催することが出来ました。今回もコロナ
の影響でコンペ後のパーティは開催することが出来ず残念ではありましたが、
37名のご参加をいただき、前半9ホールのダブルペリア方式で順位をつけて楽
しむことが出来ました。今回も近藤龍一プロにもご参加いただき大会を盛り上
げていただきました。優勝は豊原先輩でしたが、スコアーはなんとハーフ35の
1アンダーで回ってこられました。
　2位は34で回られた近藤プロ3位が篠原先輩でした。
　次回開催の際にはぜひ懇親会が出来るときに行い皆様と親睦が図れる大会
にしたいと思いますので、多数ご参加いただきますようおねがいいたします。

組織強化委員長　橋本篤一郎

順位 参加者名 GROSS HDCP NET
優勝 豊原 洋治 35 1.2 33.8

2 近藤 龍一 34 0.0 34.0
3 篠原 芳兵衛 40 4.8 35.2
4 土屋 敬輔 43 7.2 35.8
5 勝山 正昭 53 16.8 36.2
6 船越 徹 51 14.4 36.6
7 後藤 潔 39 2.4 36.6
8 辻本 駿 51 14.4 36.6
9 河村 正樹 44 7.2 36.8

10 近藤 啓子 44 7.2 36.8
11 近藤 輝明 44 7.2 36.8
12 川合 敏久 43 6.0 37.0
13 佐々木 信秀 48 10.8 37.2
14 前田 裕之 41 3.6 37.4
15 長谷川 泰弘 40 2.4 37.6
16 同前 仁史 46 8.4 37.6
17 高橋 周平 40 2.4 37.6
18 渋谷 信市 48 9.6 38.4

順位 参加者名 GROSS HDCP NET
19 夏目 和良 52 13.2 38.8
20 門田 剛 46 7.2 38.8
21 蓜島 祐一郎 52 13.2 38.8
22 太田 薫 52 13.2 38.8
23 神野 貴子 51 12.0 39.0
24 渡辺 大介 51 12.0 39.0
25 大島 寅夫 56 16.8 39.2
26 高坂 毅 55 15.6 39.4
27 小川 隆 49 9.6 39.4
28 堀川 晶夫 54 14.4 39.6
29 金田 利斉 52 12.0 40.0
30 須沢 賢彰 51 10.8 40.2
31 丹羽 英昌 51 10.8 40.2
32 大塚 真 52 10.8 41.2
33 纐纈 正剛 53 10.8 42.2
34 城　 義宏 53 9.6 43.4
35 橋本 篤一郎 57 13.2 43.8
36 太田 修二 61 16.8 44.2
37 岡　 洋文 74 18.0 56.0
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①若手会に向けての打合せ 
【日　時】　2022(R4)年４月23日（土）11：00～13：00 
【場　所】　NTP社員クラブ 
【参加者】　岐阜 （安田 洋一郎支部長、松岡 正人理事）

静岡 （阿部 久慶支部長、梅辻 善雄副支部長）
三重 （山田 茂幹事長）
愛知 （小栗 成男支部長、伊藤 誠敏常任理事、横山 伸二事務局次長） 
オブザーバー参加
　　（愛知　池田 香理事予定、杉野 麻子事務局）

②中京・東海ブロック会議 
【日　時】　2022(R4)年8月6日（土）13：00～15：00 
【場　所】　名古屋マリオットアソシアホテル　 
【参加者】　（1）愛知支部：小栗 成男支部長、横山 伸二事務局次長（樹徳会東海支部支部長） 

正木 桂常任理事（政法会東海支部副支部長）杉野　麻子（書記、事務局・理事予定） 
三重県支部：小津 勝支部長 
静岡県支部：阿部 久慶支部長、梅辻 善雄副支部長 
岐阜県支部：安田 洋一郎支部長、碓井 洋副支部長 

（2）校友会本部：児玉 正之副会長　※Zoomにて 
(3）大学：校友課　矢田 直人課長、募金課　田中 裕一課長 

校友連携コーディネーター　種市 麻理 

③中京東海ブロックと大学担当者との意見交換会  
【日　時】　2022(R4)年10月14日(金)17：00～18：00 
【場　所】　Zoom 
【参加者】　（1）校友会　　　校友会本部 児玉 正之副会長、岐阜県支部　安田洋一郎支部長、 

愛知支部 小栗成男支部長、静岡県支部 阿部 久慶支部長 
（2）大学　　　　髙杉 直副学長（広報部所管）、朝田 邦裕広報部長、矢田 直人校友課長  

法人事務室　西川 真司事務長

28中京・東海ブロック活動報告

校友会 中京・東海ブロック活動報告 ※2022年は一覧にまとめております。
　他に社内に同志社会があれば、ぜひ事務局までご連絡をお待ちしております。

【職域法人　一覧】（敬称略・五十音順）

社・グループ名 会　名 人　数 担当窓口 部署・役職 卒年　 学部 活動状況など
（コロナ以前も含む）

1 ㈱アイシン アイシン
クローバー会 澤田　浩伸 人事部　幹部人事グルー

プ		グループ長 1994 H6 経

2021年4月にアイシン精機とアイシン・
エィ・ダブリュが経営統合し(株)アイ
シンに。コロナ禍で懇親会の開催を見
合わせているが、今後、相互の親睦を深
めるきっかけにしていきたい。

2 ㈱愛知銀行 愛銀クローバー会 50名 柳　博之 総合企画部　副部長 1993 H5 法
同志社・同志社女子OB・OGが集まる組
織。新入生歓迎会を兼ねた忘年会、ゴル
フコンペ開催。"

3 愛知県庁 県庁クローバー会 約100名

幹事長：
杉山　直樹

スポーツ局　アジア競技
大会推進課 1990 H2 法 昭和57年設立。年１回の総会・懇親会

（参加30名程）、瑞穂ラグビー場に母校
応援に有志で参加。ここ10年ほど毎年
５人以上の卒業生が入庁している。

幹事：
平野　大輔 教育委員会事務局 2002 H14 文

4 NTPホールディングス㈱ クローバー会 11名 杉野　麻子 経営企画部 1992 H4 文
50年続く歴史ある会。囲碁クラブの会
長を務めた小崎氏や、NTP社員クラブ
の出口支配人も出身者。

5 キリックスグループ キリックス　
同志社会 11名 井上　良太 人事部　採用チーム 2014 H26 商

当グループ内の最大勢力です。毎年、懇
親会や京都ツアー等、企画しています。
同志社会を中心に結束を強め、グルー
プ全社を盛り上げています。

6 中部電力 中部電力　三葉会 204名
OB含む 薮下　浩二 中部電力パワーグリッド㈱

名古屋支社　総務部 1991 H3 商

毎年、新入生歓迎会開催しているが、コ
ロナ禍で開催できていない。2020年4
月に分割されたが、引き続き中部地域
を支える会社でありたいと思います。

7 中部日本放送㈱ 約20名 横山　公典 コンテンツ戦略部 2005 H17 法 およそ20名の卒業生が在籍し、総会・
懇親会参加を毎年楽しみにしています。

8 ㈱中日新聞社 83名 冨田　恭次 中部日本ビルディング㈱			
取締役	業務局長（出向） 1986 S61 経 愛知支部総会の実施協力や参加等の活

動を行っています。

9 ㈱デンソー 三つ葉会 約100名 平野　研 電動エネルギーマネジメン
トシステム事業戦略室長 1994 H6 商

毎年「三つ葉会」の名の下に、新入社員
歓迎会を催し、親交を深めているが、現
在コロナ禍で開催を見合わせている。
今後、状況を見て再開していきたい。

10 豊島㈱ 豊島　三つ葉会 48名 近藤　裕幸 3部　部長 1995 H7 経 定例会、京都旅行など実施している。社
内では、卒業生が一番多い大学。

11 東邦ガス㈱ 東邦ガス同志社会 49名 大野　哲彦
お客さま保安部　機器メ
ンテナンスグループマネ
ジャー

1996 H8 経

1979（S54）年から活動。懇親会、ゴル
フコンペ、親睦旅行等。2022年4月に分
社化したが、東邦ガスグループ一体と
して活動を盛り上げていきたい。

12 トヨタ自動車（株） トヨタ自動車
OB・OG会 約400名 上條　祐輔 新事業企画部　

事業統括室　室長 1998 H10 工

2021年度はコロナによりデジタル上
での活動にとどまっていたものの、第7
波収束を受け、年度末に向けリアル開
催を計画中。

13 豊田通商㈱ 約60名 村上　雅之 原価低減・改善部　部長補 1990 H2 法 名古屋地区には約60名の卒業生が在
籍し、有志で懇親会を開催している。

14 名古屋市役所 名古屋市役所　
同志社会 186名 野々山　千夏子 名古屋市交通局　

営業統括部 2006 H18 法院
毎年７月に総会・懇親会を開催。様々な
部署に卒業生が配属しており、種々の
行政サービスに携わっている。

15 阪和興業㈱ 7名 法寿庵　諄　 条鋼建材第2部　建材2課 2017 H29 GR 不定期で懇親会を開催している。20代
の若手社員が多いのが特色。

16 名鉄グループ 名鉄同志社会 60名 川津　智典 名古屋鉄道㈱　
執行役員　財務部長 1992 H4 経 年に一度の定例懇親会、愛知支部総会

を軸に各自クラブ活動に参加。

【法曹会・会計人会・JC】（敬称略）
会　名 人　数 担当窓口 卒　年 学部 活動状況など（コロナ以前も含む）

名古屋同志社法曹会 100名
会長：山田　靖典 1967 S42 法 同志社大学あるいは法科大学院を卒業して、愛知県弁護士会に登録した弁

護士を中心に構成されている親睦団体。毎年２月頃に例会。窓口：水野　泰二 1986 S61 法

同志社会計人会東海支部 57名 支部長：後藤　久貴 1991 H3 経
平成９年に発足。年に一度講演会・懇親会開催。参加者は10名～20名程度。
http://doshishakaikei.main.jp/

名古屋JC同志社会 50名 橋本　篤一郎 1993 H3 文
1975年発足。1.会員相互の親睦、2.同志社大学発展の為の校友会事業への
協力の2つを目的としています。公益社団法人名古屋青年会議所へ入会を
希望される20歳から40歳までの校友を是非ともご紹介ください。
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※2022年は一覧にまとめております。
　他に社内に同志社会があれば、ぜひ事務局までご連絡をお待ちしております。

【職域法人　一覧】（敬称略・五十音順）

社・グループ名 会　名 人　数 担当窓口 部署・役職 卒年　 学部 活動状況など
（コロナ以前も含む）

1 ㈱アイシン アイシン
クローバー会 澤田　浩伸 人事部　幹部人事グルー

プ		グループ長 1994 H6 経

2021年4月にアイシン精機とアイシン・
エィ・ダブリュが経営統合し(株)アイ
シンに。コロナ禍で懇親会の開催を見
合わせているが、今後、相互の親睦を深
めるきっかけにしていきたい。

2 ㈱愛知銀行 愛銀クローバー会 50名 柳　博之 総合企画部　副部長 1993 H5 法
同志社・同志社女子OB・OGが集まる組
織。新入生歓迎会を兼ねた忘年会、ゴル
フコンペ開催。"

3 愛知県庁 県庁クローバー会 約100名

幹事長：
杉山　直樹

スポーツ局　アジア競技
大会推進課 1990 H2 法 昭和57年設立。年１回の総会・懇親会

（参加30名程）、瑞穂ラグビー場に母校
応援に有志で参加。ここ10年ほど毎年
５人以上の卒業生が入庁している。

幹事：
平野　大輔 教育委員会事務局 2002 H14 文

4 NTPホールディングス㈱ クローバー会 11名 杉野　麻子 経営企画部 1992 H4 文
50年続く歴史ある会。囲碁クラブの会
長を務めた小崎氏や、NTP社員クラブ
の出口支配人も出身者。

5 キリックスグループ キリックス　
同志社会 11名 井上　良太 人事部　採用チーム 2014 H26 商

当グループ内の最大勢力です。毎年、懇
親会や京都ツアー等、企画しています。
同志社会を中心に結束を強め、グルー
プ全社を盛り上げています。

6 中部電力 中部電力　三葉会 204名
OB含む 薮下　浩二 中部電力パワーグリッド㈱

名古屋支社　総務部 1991 H3 商

毎年、新入生歓迎会開催しているが、コ
ロナ禍で開催できていない。2020年4
月に分割されたが、引き続き中部地域
を支える会社でありたいと思います。

7 中部日本放送㈱ 約20名 横山　公典 コンテンツ戦略部 2005 H17 法 およそ20名の卒業生が在籍し、総会・
懇親会参加を毎年楽しみにしています。

8 ㈱中日新聞社 83名 冨田　恭次 中部日本ビルディング㈱			
取締役	業務局長（出向） 1986 S61 経 愛知支部総会の実施協力や参加等の活

動を行っています。

9 ㈱デンソー 三つ葉会 約100名 平野　研 電動エネルギーマネジメン
トシステム事業戦略室長 1994 H6 商

毎年「三つ葉会」の名の下に、新入社員
歓迎会を催し、親交を深めているが、現
在コロナ禍で開催を見合わせている。
今後、状況を見て再開していきたい。

10 豊島㈱ 豊島　三つ葉会 48名 近藤　裕幸 3部　部長 1995 H7 経 定例会、京都旅行など実施している。社
内では、卒業生が一番多い大学。

11 東邦ガス㈱ 東邦ガス同志社会 49名 大野　哲彦
お客さま保安部　機器メ
ンテナンスグループマネ
ジャー

1996 H8 経

1979（S54）年から活動。懇親会、ゴル
フコンペ、親睦旅行等。2022年4月に分
社化したが、東邦ガスグループ一体と
して活動を盛り上げていきたい。

12 トヨタ自動車（株） トヨタ自動車
OB・OG会 約400名 上條　祐輔 新事業企画部　

事業統括室　室長 1998 H10 工

2021年度はコロナによりデジタル上
での活動にとどまっていたものの、第7
波収束を受け、年度末に向けリアル開
催を計画中。

13 豊田通商㈱ 約60名 村上　雅之 原価低減・改善部　部長補 1990 H2 法 名古屋地区には約60名の卒業生が在
籍し、有志で懇親会を開催している。

14 名古屋市役所 名古屋市役所　
同志社会 186名 野々山　千夏子 名古屋市交通局　

営業統括部 2006 H18 法院
毎年７月に総会・懇親会を開催。様々な
部署に卒業生が配属しており、種々の
行政サービスに携わっている。

15 阪和興業㈱ 7名 法寿庵　諄　 条鋼建材第2部　建材2課 2017 H29 GR 不定期で懇親会を開催している。20代
の若手社員が多いのが特色。

16 名鉄グループ 名鉄同志社会 60名 川津　智典 名古屋鉄道㈱　
執行役員　財務部長 1992 H4 経 年に一度の定例懇親会、愛知支部総会

を軸に各自クラブ活動に参加。

【法曹会・会計人会・JC】（敬称略）
会　名 人　数 担当窓口 卒　年 学部 活動状況など（コロナ以前も含む）

名古屋同志社法曹会 100名
会長：山田　靖典 1967 S42 法 同志社大学あるいは法科大学院を卒業して、愛知県弁護士会に登録した弁

護士を中心に構成されている親睦団体。毎年２月頃に例会。窓口：水野　泰二 1986 S61 法

同志社会計人会東海支部 57名 支部長：後藤　久貴 1991 H3 経
平成９年に発足。年に一度講演会・懇親会開催。参加者は10名～20名程度。
http://doshishakaikei.main.jp/

名古屋JC同志社会 50名 橋本　篤一郎 1993 H3 文
1975年発足。1.会員相互の親睦、2.同志社大学発展の為の校友会事業への
協力の2つを目的としています。公益社団法人名古屋青年会議所へ入会を
希望される20歳から40歳までの校友を是非ともご紹介ください。
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同志社校友会愛知支部　役員名簿
任期：2021～2023総会

（顧問・参与）
支部役職 氏　名 卒　年 学　部 ご勤務先 役　職

顧問 山 口 　 春 三 1957 昭和32 商 トヨタモビリティ東名古屋㈱ 取締役社主

顧問 武 山 　 栄 造 1957 昭和32 経 豊田通商㈱ 顧問（元会長）

顧問 大 島 　 寅 夫 1960 昭和35 法 ㈱中日新聞社 顧問

顧問 山 田 　 靖 典 1967 昭和42 法 山田・林法律事務所 所長　弁護士

顧問 伊 藤 　 範 久 1970 昭和45 経 学校法人名城大学 常勤理事

顧問 村 瀬　 元 一 郎 1973 昭和48 経 ㈱CBCテレビ 元取締役副社長

顧問 山 口 　 茂 樹 1981 昭和56 商 キリックスグループ（トヨタモビリティ東名古屋㈱） 代表取締役会長

参与 中 林 　 良 夫 1962 昭和37 法 名古屋テレビ 元副社長

参与 豊 原 　 洋 治 1964 昭和39 法 豊田通商㈱ 元代表取締役副会長

参与 夏 目 　 和 良 1965 昭和40 経 中部日本放送㈱ 相談役

参与 丹 羽　 耕 太 郎 1968 昭和43 経 名古屋木材㈱ 代表取締役社長

参与 鈴 木 　 登 1969 昭和44 工 愛知時計電機㈱ 元相談役

参与 犬 飼 　 敏 光 1969 昭和44 法 政法会東海支部 顧問

参与 田 島 　 和 憲 1970 昭和45 経 田島和憲公認会計士事務所 所長　公認会計士　

（支部長）
氏　名 卒　年 学　部 ご勤務先 役　職

小 栗  成 男 1987 昭 和 62 商 NTPグループ
NTPホールディングス株式会社 代表取締役

（副支部長）
氏　名 卒　年 学　部 ご勤務先 役　職

金 田 　 利 斉 1980 昭和55 工 丸の内土地㈱ 代表取締役

杉 﨑 　 正 美 1982 昭和57 法 （公益財団法人）名古屋観光コンベンションビューロー 理事長(前 名古屋市教育委員会　教育長)

同 前 　 仁 史 1985 昭和60 経 喜栄工業㈱ 代表取締役社長

横 地 　 康 子 1987 昭和62 商 ライト税理士法人　 覚王山オフィス　チーフ

橋 本　 篤 一 郎 1993 平成5 文 ㈱橋本製作所 代表取締役社長

横 山 　 伸 二 1993 平成5 商 ピタットハウス高畑店　徳和建設㈲ 代表取締役
正 木 　 桂 1995 平成7 法 中京法律専門学校 教務主任
加 山　 順 一 郎 1997 平成9 工 加山興業㈱ 代表取締役

伊 藤 　 誠 敏 2001 平成13 商 ㈲寺田三五郎商店 営業部   統括部長

（常任理事）
氏　名 卒　年 学　部 ご勤務先 役　職

八 神 　 弘 雄 1958 昭和33 文 八神国際貿易㈱ 代表取締役会長

平 野　 哲 始 郎 1961 昭和36 商 ㈱トヨレック 取締役会長

大 井 　 弘 久 1965 昭和40 法 ㈱毎日新聞社 終身名誉社員

堀 川 　 晶 夫 1966 昭和41 工 名古屋シェル石油販売㈱ 代表取締役

嶋 田 　 健 二 1967 昭和42 法 サンキ産業㈱ 元代表取締役社長

藤 森 　 源 久 1970 昭和45 工 ㈱名古屋観光ホテル 元代表取締役社長

萱 原    昇 1974 昭和49 経 ㈱インサイト 代表

宮 崎 　 晃 吉 1975 昭和50 商 宮崎晃吉税理士事務所 所長　

稲 熊 　 裕 之 1979 昭和54 文 ㈲稲熊企画 代表取締役

大 原 　 和 子 1981 昭和56 法 ㈱ケイ・アカデミー 代表取締役副社長

勝 　 康 生 1981 昭和56 文 名古屋市立高針台中学校 講師

加 藤 　 宏 幸 1982 昭和57 工 中日ドラゴンズ 常務取締役   球団代表

岩 井 　 良 明 1983 昭和58 文 ㈱モノリスジャパン 代表取締役社長

平 田 　 浩 二 1983 昭和58 文 ㈱中日新聞社 編集局　取締役　編集担当

水 野 　 一 裕 1987 昭和62 法 名古屋市役所 天白区長

伊 藤 　 博 康 1989 平成元 文 ㈱ CBC テレビ 報道・情報制作局　報道部　参事

河 村 　 正 樹 1990 平 成 2 商 ㈱パーソネル 代表取締役社長

村 上 　 雅 之 1990 平 成 2 法 豊田通商（株） 原価低減・改善部　部長補

後 藤 　 久 貴 1991 平 成 3 経 監査法人東海会計社 代表社員
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役　員　名　簿
氏　名 卒　年 学　部 ご勤務先 役　職

藪 下 　 浩 二 1991 平 成 3 商 中部電力パワーグリッド㈱ 名古屋支社　総務部

松 村 　 陽 明 1992 平 成 4 商 丹羽幸㈱ 代表取締役社長

加 藤 　 順 平 1993 平 成 5 文 ㈱ I&Q アドバタイジング コミュニケーション・プランニンググループ　マネージャー

澤 田 　 浩 伸 1994 平 成 6 経 ㈱アイシン 人事部　幹部人事グループ  グループ長

下 永 吉 　 隆 1995 平 成 7 商 スタイルリンク㈱ 取締役

氏 家 　 鉄 也 1997 平 成 9 商 ㈱電通　名鉄コミュニケーションズ 総合プランニング局プロモーションプロデュース部　一級建築士事務所長

山 田 　 洋 嗣 1998 平成10 法 山田洋嗣法律事務所 所長　

（監事）
氏　名 卒　年 学　部 ご勤務先 役　職

斉 藤 　 誠 1986 昭和61 商 セントリバー税理士法人 代表社員

早 稲 田　 智 大 2002 平成14 経 中部税理士法人 代表社員

（理事）
氏　名 卒　秊 学　部 ご勤務先 役　職

古 橋 　 富 夫 1967 昭和42 経 税理士法人さくら 元代表社員・公認会計士

山 脇 　 実 1967 昭和42 経 前豊川市長、社会福祉法人 豊川市社会福祉協議会 会長

磯 部 　 茂 1970 昭和45 法 磯部㈱ 相談役

浅 井 　 信 義 1970 昭和45 工 晃栄産業㈱ 取締役副社長

山 下 　 年 彦 1970 昭和45 経 ㈱ミツカングループ本社 元幹部社員

柴 田　 洋 治 郎 1973 昭和48 経 六合㈱ 取締役

大 林 　 市 郎 1976 昭和51 商 アイエヌプロパティ合同会社 代表社員　

飯 田 　 裕 1977 昭和52 商 ㈱アイケイ 代表取締役会長兼CEO

澤 井 　 秀 介 1978 昭和53 経 ㈱澤井土地 代表取締役社長

川 合 　 敏 久 1979 昭和54 商 ㈱南山カントリークラブ 代表取締役社長

岩 村 　 稔 1979 昭和54 経 Nippon Paint Europe Ltd.  CEO

梶 本 　 一 典 1980 昭和55 工 CKD㈱ 代表取締役会長

岩 瀬 　 智 一 1981 昭和56 工 ㈱アイシン 生産企画部　生産企画室　業務企画グループ

児 玉　 た ま み 1981 昭和56 文 愛知学泉短期大学 幼児教育学科　教授

下 間　 裕 一 郎 1981 昭和56 工 花王㈱ 豊橋工場　ユーティリティグループ

加 藤 　 範 久 1981 昭和56 商 名古屋エアケータリング株式会社 代表取締役社長

森 口 　 茂 樹 1981 昭和56 法 愛知県信用保証協会 常務理事

古 橋 　 敬 三 1981 昭和56 法 執筆家 米国コロンビア大学在外研究員、モータープール古橋、東京麻布ライオンズクラブ　理事

常 川 　 雄 次 1984 昭和59 商 ALWAYS㈲ 代表取締役

市 原 　 康 雄 1985 昭和60 商 学校法人愛知調理専門学校 学校長

吉 川 　 浩 司 1985 昭和60 法 Ernst & Young Tax Co.(EY税理士法人　名古屋事務所) Partner/Principal

神 谷 　 紀 子 1986 昭和61 文 しんせい綜合税理士法人 代表社員

国 弘 　 浩 介 1986 昭和61 工 豊田通商㈱ 機械・エネルギー・プラントプロジェクト本部　執行幹部

水 野 　 泰 二 1986 昭和61 法 本町シティ法律事務所 パートナー弁護士

内 藤 　 公 士 1986 昭和61 商 内藤公認会計士事務所 所長

冨 田 　 恭 次 1986 昭和61 経 ㈱中日新聞社 中部日本ビルディング㈱   取締役 業務局長　（出向先）

横 井　 克 一 郎 1986 昭和61 商 NTP名古屋トヨペット株式会社 代表取締役　専務執行役員

堀 内 　 孝 明 1986 昭和61 経 名古屋建物管理株式會社 代表取締役社長

川 村 　 正 人 1986 昭和61 商 愛知県　知多県民事務所 所長

和 田 　 重 樹 1987 昭和62 商 ㈱大島不動産鑑定 中部支社   不動産鑑定士

池 田 　 　 香 1987 昭和62 経 株式会社SEA VOYAGE 代表取締役社長

武 笠 　 憲 子 1988 昭和63 法 広報アドバイザー

下 江 　 洋 行 1988 昭和63 法 新城市役所 市長

加 藤 　 正 二 1989 平成元 経 岩田時計舗 代表社員

後 藤 　 正 義 1989 平成元 工 ㈱トヨタレンタリース名古屋 取締役　常務執行役員

谷 口 　 雄 二 1989 平成元 商 東海テレビ放送 コンプライアンス推進局　コンプライアンス推進部　主幹

文 田 　 浩 史 1991 平成3 経 ㈱三菱UFJ銀行 拠点部   ダイレクト推進グループ   次長

可 児 　 達 也 1991 平成3 商 ㈱三菱UFJ銀行 執行役員　地区本部長

川 津 　 智 典 1992 平成4 経 名古屋鉄道株式会社 執行役員　財務部長

杉 野 　 麻 子 1992 平成4 文 ㈱トヨタレンタリース名古屋 経営企画部

柳 　 　 博 之 1993 平成5 法 ㈱愛知銀行 総合企画部　副部長

神 野 　 貴 子 1994 平成6 商 TEPPAN ITALIAN GAINA

平 野 　 研 1994 平成6 商 株式会社デンソー 電動エネルギーマネジメントシステム事業戦略室長
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役　員　名　簿
氏　名 卒　年 学　部 ご勤務先 役　職

藪 下 　 浩 二 1991 平 成 3 商 中部電力パワーグリッド㈱ 名古屋支社　総務部

松 村 　 陽 明 1992 平 成 4 商 丹羽幸㈱ 代表取締役社長

加 藤 　 順 平 1993 平 成 5 文 ㈱ I&Q アドバタイジング コミュニケーション・プランニンググループ　マネージャー

澤 田 　 浩 伸 1994 平 成 6 経 ㈱アイシン 人事部　幹部人事グループ  グループ長

下 永 吉 　 隆 1995 平 成 7 商 スタイルリンク㈱ 取締役

氏 家 　 鉄 也 1997 平 成 9 商 ㈱電通　名鉄コミュニケーションズ 総合プランニング局プロモーションプロデュース部　一級建築士事務所長

山 田 　 洋 嗣 1998 平成10 法 山田洋嗣法律事務所 所長　

（監事）
氏　名 卒　年 学　部 ご勤務先 役　職

斉 藤 　 誠 1986 昭和61 商 セントリバー税理士法人 代表社員

早 稲 田　 智 大 2002 平成14 経 中部税理士法人 代表社員

（理事）
氏　名 卒　秊 学　部 ご勤務先 役　職

古 橋 　 富 夫 1967 昭和42 経 税理士法人さくら 元代表社員・公認会計士

山 脇 　 実 1967 昭和42 経 前豊川市長、社会福祉法人 豊川市社会福祉協議会 会長

磯 部 　 茂 1970 昭和45 法 磯部㈱ 相談役

浅 井 　 信 義 1970 昭和45 工 晃栄産業㈱ 取締役副社長

山 下 　 年 彦 1970 昭和45 経 ㈱ミツカングループ本社 元幹部社員

柴 田　 洋 治 郎 1973 昭和48 経 六合㈱ 取締役

大 林 　 市 郎 1976 昭和51 商 アイエヌプロパティ合同会社 代表社員　

飯 田 　 裕 1977 昭和52 商 ㈱アイケイ 代表取締役会長兼CEO

澤 井 　 秀 介 1978 昭和53 経 ㈱澤井土地 代表取締役社長

川 合 　 敏 久 1979 昭和54 商 ㈱南山カントリークラブ 代表取締役社長

岩 村 　 稔 1979 昭和54 経 Nippon Paint Europe Ltd.  CEO

梶 本 　 一 典 1980 昭和55 工 CKD㈱ 代表取締役会長

岩 瀬 　 智 一 1981 昭和56 工 ㈱アイシン 生産企画部　生産企画室　業務企画グループ

児 玉　 た ま み 1981 昭和56 文 愛知学泉短期大学 幼児教育学科　教授

下 間　 裕 一 郎 1981 昭和56 工 花王㈱ 豊橋工場　ユーティリティグループ

加 藤 　 範 久 1981 昭和56 商 名古屋エアケータリング株式会社 代表取締役社長

森 口 　 茂 樹 1981 昭和56 法 愛知県信用保証協会 常務理事

古 橋 　 敬 三 1981 昭和56 法 執筆家 米国コロンビア大学在外研究員、モータープール古橋、東京麻布ライオンズクラブ　理事

常 川 　 雄 次 1984 昭和59 商 ALWAYS㈲ 代表取締役

市 原 　 康 雄 1985 昭和60 商 学校法人愛知調理専門学校 学校長

吉 川 　 浩 司 1985 昭和60 法 Ernst & Young Tax Co.(EY税理士法人　名古屋事務所) Partner/Principal

神 谷 　 紀 子 1986 昭和61 文 しんせい綜合税理士法人 代表社員

国 弘 　 浩 介 1986 昭和61 工 豊田通商㈱ 機械・エネルギー・プラントプロジェクト本部　執行幹部

水 野 　 泰 二 1986 昭和61 法 本町シティ法律事務所 パートナー弁護士

内 藤 　 公 士 1986 昭和61 商 内藤公認会計士事務所 所長

冨 田 　 恭 次 1986 昭和61 経 ㈱中日新聞社 中部日本ビルディング㈱   取締役 業務局長　（出向先）

横 井　 克 一 郎 1986 昭和61 商 NTP名古屋トヨペット株式会社 代表取締役　専務執行役員

堀 内 　 孝 明 1986 昭和61 経 名古屋建物管理株式會社 代表取締役社長

川 村 　 正 人 1986 昭和61 商 愛知県　知多県民事務所 所長

和 田 　 重 樹 1987 昭和62 商 ㈱大島不動産鑑定 中部支社   不動産鑑定士

池 田 　 　 香 1987 昭和62 経 株式会社SEA VOYAGE 代表取締役社長

武 笠 　 憲 子 1988 昭和63 法 広報アドバイザー

下 江 　 洋 行 1988 昭和63 法 新城市役所 市長

加 藤 　 正 二 1989 平成元 経 岩田時計舗 代表社員

後 藤 　 正 義 1989 平成元 工 ㈱トヨタレンタリース名古屋 取締役　常務執行役員

谷 口 　 雄 二 1989 平成元 商 東海テレビ放送 コンプライアンス推進局　コンプライアンス推進部　主幹

文 田 　 浩 史 1991 平成3 経 ㈱三菱UFJ銀行 拠点部   ダイレクト推進グループ   次長

可 児 　 達 也 1991 平成3 商 ㈱三菱UFJ銀行 執行役員　地区本部長

川 津 　 智 典 1992 平成4 経 名古屋鉄道株式会社 執行役員　財務部長

杉 野 　 麻 子 1992 平成4 文 ㈱トヨタレンタリース名古屋 経営企画部

柳 　 　 博 之 1993 平成5 法 ㈱愛知銀行 総合企画部　副部長

神 野 　 貴 子 1994 平成6 商 TEPPAN ITALIAN GAINA

平 野 　 研 1994 平成6 商 株式会社デンソー 電動エネルギーマネジメントシステム事業戦略室長
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私
は
京
都
生
ま
れ
・
京
都
育
ち
で
す
。実
家
で
は
西
陣
帯

を
織
っ
て
い
ま
し
た
が
今
は
動
い
て
お
ら
ず
織
機
は
埃
を

被
っ
て
い
ま
す
。同
志
社
大
学
経
済
学
部
卒
業
後
、日
本
ペ

イ
ン
ト
に
就
職
し
海
外
赴
任
で
外
国
の
方
と
の
一
緒
に
仕

事
を
し
た
の
は
良
い
経
験
で
し
た
。

　
校
友
会
と
の
関
り
は
2
0
1
0
年
に
ト
ル
コ
駐
在
か
ら

英
国
駐
在
に
異
動
し
た
時
、校
友
会
本
部
に
い
た
後
輩
か

ら
校
友
会
と
し
て
欧
州
に
力
を
入
れ
た
い
の
で
英
国
ク

ロ
ー
バ
ー
会
の
サ
ポ
ー
ト
を
し
て
欲
し
い
と
要
請
が
あ
り

連
絡
役
と
し
て
活
動
し
た
の
が
初
め
で
、ト
ル
コ
・
イ
ス
タ

ン
ブ
ー
ル
ク
ロ
ー
バ
ー
会
の
発
足
と
校
友
会
へ
の
登
録
、

昨
年
ま
で
イ
ス
タ
ン
ブ
ー
ル
ク
ロ
ー
バ
ー
会
の
事
務
局
を

し
て
い
ま
し
た
。コ
ロ
ナ
の
影
響
で
帰
国
者
多
く
ク
ロ
ー

バ
ー
会
メ
ン
バ
ー
も
減
少
し
て
お
り
新
規
の
駐
在
者
を
探

す
の
に
苦
労
し
て
い
ま
す
。 

　
今
回
、校
友
会
活
動
を
通
じ
て
同
志
社
に
関
わ
ら
れ
た

人
達
と
の
輪
を
中
部
地
区
だ
け
で
な
く
海
外
の
方
と
も
共

有
で
き
る
よ
う
お
手
伝
い
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

Nippon Paint Europe Ltd.
CEO
岩村　　稔

（昭和54年経済学部卒）

　
私
は
、1
9
8
8
年
に
法
学
部
を
卒
業
し
、企
業
に
就
職
し
ま

し
た
が
、6
年
間
の
東
京
勤
務
の
後
に
退
職
し
、実
家
で
あ
る
新

城
市（
旧
鳳
来
町
）に
帰
り
、家
業
の
旅
館
業
を
継
ぎ
2
0
1
4

年
ま
で
観
光
関
連
の
仕
事
に
従
事
し
ま
し
た
。現
在
は
、新
城
市

長
の
職
に
就
い
て
い
ま
す
。

　
新
城
市
は
、県
内
で
2
番
目
に
広
い
面
積
を
有
し
、そ
の
8
割

以
上
が
森
林
で
す
。人
口
は
４
４
，
０
０
０
人
で
、高
齢
化
率
は

35
%
を
超
え
、高
齢
化
と
人
口
減
少
が
著
し
く
進
ん
で
い
る「
課

題
先
進
地
」で
す
。こ
れ
か
ら
日
本
の
国
全
体
が
迎
え
る
縮
小
し

て
い
く
社
会
の
課
題
解
決
の
モ
デ
ル
先
進
地
と
な
れ
る
か
ど
う

か
、市
政
運
営
の
真
価
が
問
わ
れ
る
と
考
え
て
い
ま
す
。市
の
自

慢
は
、豊
か
な
自
然
、戦
国
の
歴
史
や
郷
土
芸
能
を
は
じ
め
と
す

る
歴
史
文
化
、人
情
味
あ
ふ
れ
る
人
で
あ
り
、こ
れ
を「
新
城
市

の
三
宝
」と
言
っ
て
い
ま
す
。
同
志
社
校
友
会
の
皆
様
か
ら
、外

か
ら
の
視
点
で
の
、ま
ち
づ
く
り
全
般
に
わ
た
る
ご
指
導
ご
助

言
を
何
卒
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　
微
力
で
は
あ
り
ま
す
が
、同
志
社
校
友
会
の
発
展
の
た
め
に

少
し
で
も
貢
献
で
き
れ
ば
と
思
っ
て
い
ま
す
。ど
う
ぞ
よ
ろ
し

く
お
願
い
し
ま
す
。 

愛知県新城市
市長
下江　洋行

（昭和63年法学部卒）

新理事紹介

役　員　名　簿
氏　名 卒　秊 学　部 ご勤務先 役　職

大 島 　 由 香 1995 平成7 商 大島公認会計士事務所 2級ＦＰ技能士

田 中 　 敬 1995 平成7 文 ㈱アイシン 車体カンパニー統括部

近 藤 　 裕 幸 1995 平成7 経 豊島株式会社 ３部　部長

夏 目 　 一 馬 1995 平成7 院工 株式会社デンソー AD＆ADAS品質保証部　部長

伊 藤 　 秀 人 1996 平成8 商 税理士法人クレサス 代表社員

宮 谷 　 英 樹 1996 平成8 院法 ㈱電通   中部支社 法務部　シニア・ディレクター

大 野 　 哲 彦 1996 平成8 経 東邦ガス株式会社 お客さま保安部  機器メンテナンスグループマネジャー

白 樫 　 　 恵 1997 平成9 法 名古屋国税不服審判所 国税審判官

稲 井 　 俊 之 1998 平成10 商 トヨタ自動車㈱ 国内営業部　担当課長

上 條 　 祐 輔 1998 平成10 工 トヨタ自動車㈱ 新事業企画部　事業統括室　室長

榎 本 　 幸 子 1998 平成10 法 榎本幸子公認会計士事務所／みれい会計事務所 代表

平 野 　 　 太 2000 平成12 商 ㈱インテルプレス 代表取締役

西 村 　 俊 一 2000 平成12 法 ウィル総合法律事務所 所長　弁護士

井 上 　 大 輔 2001 平成13 経 株式会社IXY－AID　 代表取締役

鈴 木 　 高 伸 2002 平成14 商 愛知技術革新協同組合 代表理事

榎 木 　 貴 之 2004 平成16 法 榎木法律事務所 所長

丹 羽 　 宏 行 2004 平成16 商 ㈱中日新聞社 広告局   営業推進部

吉 田 　 史 晴 2004 平成16 院総 ㈱ライフ東海 代表取締役

阪 田 　 　 仁 2004 平成16 商 大和証券株式会社 名古屋支店　藤が丘営業所　所長

横 山 　 公 典 2005 平成17 法 ㈱CBCテレビ コンテンツ戦略部

辻 本  　 　 駿 2006 平成18 経 ライフマイスター㈱ 東海支社　名古屋支店

野 々 山　 千夏子 2006 平成18 院法 名古屋市役所 名古屋市交通局　営業統括部　乗客誘致推進課　係長

神 谷 　 一 功 2006 平成18 法 神谷一功司法書士事務所 所長　司法書士

土 本 　 達 郎 2008 平成20 文 多治見市役所 総務部 税務課　統括主査

遠 藤    希 　 2009 平成21 文 ㈱かんぽ生命保険

斉 藤 　 由 樹 2011 平成23 法 トヨタ自動車㈱　 国内営業部　係長

木 村 　 祐 介 2014 平成26 商 ㈱キムラ美芸 営業部　係長

法 寿 庵　 諄　 2017 平成29 GR 阪和興業㈱ 名古屋支社　条鋼建材第2部　建材2課

岸 田 　 　 俊 2020 令和2 商 豊田通商㈱ グローバル部品第一部　アジア地域G

【各委員会委員長】専務理事：杉﨑　正美、　組織委員長：橋本　篤一郎、　財務委員長：萱原　昇、　総会実行委員長：伊藤　誠敏
【事務局】事務局長：金田　利斉、　事務局次長：横山　伸二、　事務局：杉野　麻子

 ※本名簿は鋭意修正対応しておりますが、記載内容に誤りがございましたら、誠に申し訳ございませんが事務局までご連絡いただきますようお願い申し
上げます。

32役員名簿　

　
在
学
中
は
、国
際
経
済
論
を
学
ぶ
傍
ら
、同
志
社
大
学
体
育
会

機
関
紙
と
し
て
、体
育
会
各
部
の
様
々
な
活
躍
を
ご
紹
介
す
る『
同

志
社
ス
ポ
ー
ツ
ア
ト
ム
編
集
局
』に
所
属
し
、　
副
編
集
長
を
務

め
さ
せ
て
頂
き
ま
し
た
。

卒
業
後
も
、各
部
の
元
主
将
・
主
務
の
方
々
と
懇
意
に
さ
せ
て
頂

く
中
、小
栗
支
部
長
と
の
ご
縁
を
賜
り
、校
友
会
理
事
を
拝
命
し
、

大
変
光
栄
に
存
じ
ま
す
。

　
経
済
学
部
卒
な
が
ら
、学
芸
員
と
し
て
就
業
し
、あ
る
ア
ー
テ
ィ

ス
ト
か
ら
紹
介
さ
れ
た
、モ
ロ
ッ
コ
で
し
か
採
取
出
来
な
い
オ
ー

ガ
ニ
ッ
ク
の
＂ア
ル
ガ
ン
オ
イ
ル
＂に
魅
か
れ
、2
0
1
2
年
に
、

オ
ー
ガ
ニ
ッ
ク
化
粧
品
の
販
売
及
び
ト
リ
ー
ト
メ
ン
ト
事
業
を

行
う
会
社
を
立
ち
上
げ
ま
し
た
。現
在
、神
奈
川
県
に
あ
る
大
磯

プ
リ
ン
ス
ホ
テ
ル
の
ス
パ
棟
に
て
サ
ロ
ン
を
運
営
さ
せ
て
頂
い

て
お
り
ま
す
。

　
長
ら
く
ア
ー
ト
や
美
容
に
関
わ
っ
て
き
た
感
性
を
ア
ッ
プ
デ
ー

ト
し
つ
つ
、緻
密
な
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
大
切
に
、校
友
会

活
動
を
通
じ
、同
志
社
大
学
の
更
な
る
飛
躍
に
微
力
な
が
ら
寄

与
さ
せ
て
頂
く
べ
く
、努
め
て
参
り
た
い
と
存
じ
ま
す
。
皆
様
、

ど
う
ぞ
ご
指
導
の
程
、何
卒
宜
し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

株式会社
SEA VOYAGE
代表取締役社長
池田　　香

（昭和62年経済学部卒）

　
法
学
部
出
身
で
す
が
、公
認
会
計
士
に
な
り
、有
限
責
任

監
査
法
人
ト
ー
マ
ツ
で
上
場
企
業
の
法
定
監
査
等
を
13
年

経
験
後
、現
在
は
事
務
所
を
開
業
し
て
お
り
ま
す
。主
な
業

務
は
、会
計
監
査
や
、管
理
部
門
強
化
支
援
・
上
場
支
援
等

の
コ
ン
サ
ル
テ
ィ
ン
グ
を
し
て
お
り
ま
す
。

　
在
学
中
は
、会
社
法
、哲
学
、自
然
地
理
学
の
授
業
に
夢

中
で
し
た
。ま
た
、英
語
と
西
語
は
4
年
間
履
修
し
、仕
事

で
大
変
役
立
っ
て
い
ま
す
。大
学
時
代
の
友
人
と
は
今
も

良
き
お
付
き
合
い
を
さ
せ
て
頂
き
、同
志
社
で
過
ご
し
た

日
々
は
、私
の
人
生
の
礎
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
校
友
会
を
通
じ
て
、諸
先
輩
方
や
後
輩
の
方
々
と
交
流

で
き
る
こ
と
、大
変
光
栄
に
感
じ
ま
す
。校
友
会
の
発
展
に

尽
力
し
、少
し
で
も
恩
送
り
が
で
き
れ
ば
幸
い
で
す
。ま
た
、

趣
味
で
ジ
ャ
ズ
シ
ン
ガ
ー
を
し
て
お
り
ま
す
の
で
、機
会

が
あ
れ
ば
、是
非
聴
き
に
い
ら
し
て
下
さ
い
。今
後
共
、ど

う
ぞ
宜
し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

榎本幸子公認会計士事務所
所長　公認会計士
榎本　幸子

（平成10年法学部
法律学科卒）

　
2
0
1
4
年
に
同
志
社
大
学
商
学
部
を
卒
業
し
ま
し
た
木
村

祐
介
と
申
し
ま
す
。

　
現
在
は
、私
の
祖
父
が
愛
知
県
名
古
屋
市
に
創
業
し
ま
し
た

ト
ロ
フ
ィ
ー
製
造
販
売
メ
ー
カ
ー
の
キ
ム
ラ
美
芸
に
勤
め
て
お

り
ま
す
。

　
主
な
業
務
と
し
て
は
、国
内
外
の
ス
ポ
ー
ツ
大
会
・
イ
ベ
ン
ト

で
使
用
す
る
ト
ロ
フ
ィ
ー
等
記
念
品
の
作
製
・
企
業
様
の
社
章

や
小
池
東
京
都
知
事
が
付
け
て
お
り
ま
し
た
東
京
2
0
2
0
オ

リ
ン
ピ
ッ
ク
バ
ッ
ジ
の
様
な
ピ
ン
ズ
の
作
製
販
売
を
行
っ
て
お

り
ま
す
。

　
在
学
中
は
体
育
会
ゴ
ル
フ
部
に
所
属
し
、大
学
3
回
生
の
時

よ
り
主
将
と
し
て
活
動
し
て
参
り
ま
し
た
。

　
体
育
会
ゴ
ル
フ
部
に
は
、小
栗
支
部
長（
校
友
会
愛
知
支
部
）

も
学
生
時
代
に
所
属
さ
れ
、私
の
現
役
時
代
か
ら
O
B
会
長
と

し
て
も
チ
ー
ム
の
サ
ポ
ー
ト
を
し
て
頂
き
、学
生
時
代
か
ら
大

変
お
世
話
に
な
っ
て
お
り
ま
し
た
。

　
卒
業
後
も
ご
縁
が
有
り
、小
栗
支
部
長
か
ら
の
御
推
薦
を
頂
き
、

こ
の
度
校
友
会
愛
知
支
部
に
参
加
さ
せ
て
頂
け
る
事
と
な
り
ま

し
た
。

　
人
と
人
の
縁
・
縁
起
を
大
切
に
し
て
こ
れ
か
ら
の
活
動
に
励

ん
で
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　
皆
様
、ど
う
ぞ
宜
し
く
お
願
い
致
し
ま
す
。 株式会社キムラ美芸

営業部
木村　祐介

（平成26年商学部卒）

　 

大
学
時
代
の
専
攻
は
美
学
及
び
芸
術
学
で
す
。身
近
な
京
都

の
神
社
仏
閣
の
芸
術
に
親
し
み
な
が
ら
、体
育
会
バ
ド
ミ
ン
ト

ン
部
に
所
属
し
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
を
し
て
お
り
ま
し
た
。「
今
し
か

で
き
な
い
こ
と
を
、京
都
で
し
か
で
き
な
い
こ
と
を
」が
当
時
の

モ
ッ
ト
ー
で
、観
光
ガ
イ
ド
の
ア
ル
バ
イ
ト
を
選
ぶ
ほ
ど
、京
都

が
大
好
き
で
す
。４
年
間
の
間
に
、金
閣
寺
、清
水
寺
な
ど
主
要

な
観
光
地
は
何
十
回
も
訪
れ
ま
し
た
。
通
常
は
非
公
開
の
寺
院

を
夏
と
冬
だ
け
、限
定
で
公
開
す
る
こ
と
が
あ
り
、そ
う
し
た
静

か
な
お
寺
を
ご
案
内
す
る
機
会
に
も
恵
ま
れ
ま
し
た
。 

　
め
ぐ
り
合
わ
せ
で
、小
栗
支
部
長
よ
り
同
志
社
関
連
の
仕
事

に
携
わ
る
機
会
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
当
初
は
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
感
染
拡
大
後
す
ぐ
の
、社
会
が
今
よ
り
も
緊
張
感
の
高
い
時

期
で
し
た
。感
染
拡
大
防
止
の
た
め
、直
接
お
会
い
す
る
こ
と
が

難
し
い
中
、電
話
や
メ
ー
ル
で
皆
さ
ま
に
は
お
力
添
え
を
い
た

だ
き
、改
め
て
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。今
後
も
ご
縁
が
拡
が
り
ま

す
よ
う
、愛
知
支
部
活
動
が
実
り
あ
る
も
の
と
な
り
ま
す
よ
う

寧
静
致
遠
、一
歩
ず
つ
楽
し
み
な
が
ら
進
ん
で
参
り
ま
す
。ど
う

ぞ
よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

株式会社
トヨタレンタリース名古屋
経営企画部
杉野　麻子

（平成4年文学部卒）

　 

大
学
時
代
は
商
学
部
に
在
籍
さ
せ
て
い
た
だ
き
、経
済
に
つ

い
て
の
勉
強
を
さ
せ
て
い
た
だ
く
と
共
に
、ア
メ
リ
カ
ン
フ
ッ

ト
ボ
ー
ル
部
の
一
員
と
し
て
田
辺
キ
ャ
ン
パ
ス
に
て
練
習
に
励

ん
で
お
り
ま
し
た
。

　
2
0
0
4
年
度
に
卒
業
し
た
後
は
、大
和
証
券
に
入
社
し
多

く
の
お
客
様
の
資
産
運
用
に
従
事
し
て
お
り
ま
す
。

　
岐
阜
・
銀
座
・
横
浜
と
3
店
舗
の
ス
タ
ッ
フ
を
経
験
し
た
後
、

名
古
屋
で
は
新
店
舗
の
開
設
の
ス
タ
ッ
フ
と
し
て
藤
が
丘
営
業

所
の
開
設
を
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
現
在
は
藤
が
丘
営
業

所
の
所
長
と
し
て
働
か
せ
て
い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
。

　
最
初
の
配
属
先
が
岐
阜
で
あ
っ
た
事
も
あ
り
、愛
知
に
は
多

く
の
ご
縁
を
い
た
だ
い
て
い
る
の
で
す
が
、こ
の
度
校
友
会
に

参
加
さ
せ
て
い
た
だ
け
る
事
に
な
り
、そ
の
気
持
ち
が
よ
り
強

く
な
っ
て
い
る
次
第
で
ご
ざ
い
ま
す
。こ
の
度
理
事
に
選
任
い

だ
だ
き
ま
し
た
事
は
大
変
光
栄
で
あ
り
、微
力
で
は
あ
り
ま
す

が
同
志
社
大
学
の
価
値
向
上
に
少
し
で
も
貢
献
出
来
れ
ば
と
考

え
て
お
り
ま
す
。ど
う
ぞ
今
後
と
も
宜
し
く
お
願
い
致
し
ま
す
。

大和証券株式会社
名古屋支店
藤が丘営業所　所長
阪田　　仁 

（平成16年商学部卒）

　「
食
の
ご
提
案
に
よ
り
食
卓
を
豊
か
に
す
る
」と
い
う
信

条
の
も
と
、現
在
は
国
内
に
点
在
す
る
世
界
ト
ッ
プ
の
加

工
肉
職
人
に
製
造
委
託
し
、ド
イ
ツ
製
法
ハ
ム
ソ
ー
セ
ー

ジ
等
の
専
門
店「
メ
ツ
ゲ
ラ
イ
・
イ
ノ
ウ
エ
」を
運
営
し
て

お
り
ま
す
。
名
古
屋
市
千
種
区
池
下
駅
前
と
大
名
古
屋
ビ

ル
ヂ
ン
グ
に
実
店
舗
と
、オ
ン
ラ
イ
ン
ス
ト
ア
に
も
店
舗

を
構
え
て
お
り
ま
す
。

　
数
年
前
に
ご
縁
を
頂
く
ま
で
は
、名
古
屋
に
は
同
志
社

O
B
G
は
存
在
し
て
い
な
い
の
か
と
本
気
で
思
っ
て
お
り

ま
し
た
が
、今
は
そ
の
数
以
上
に
ご
活
躍
・
ご
人
徳
の
素
晴

ら
し
さ
に
驚
き
、少
し
で
も
諸
先
輩
方
に
近
づ
け
る
よ
う

精
進
す
る
毎
日
で
す
。 

　
校
友
会
活
動
を
通
し
て
同
志
社
に
ゆ
か
り
の
あ
る
方
々

の
ご
縁
が
一
層
広
が
り
ま
す
よ
う
、微
力
な
が
ら
お
役
立

ち
で
き
れ
ば
幸
甚
で
す
。

株式会社IXY－AID
代表取締役
井上　大輔

（平成13年経済学部卒）

　
私
は
2
0
2
0
年
に
同
志
社
大
学
商
学
部
を
卒
業
し
、現
在

豊
田
通
商
株
式
会
社
に
勤
め
て
お
り
ま
す
。 

　
実
家
は
東
京
で
高
校
ま
で
は
東
京
で
学
生
生
活
を
送
っ
て
お

り
ま
し
た
。 

　
大
学
進
学
時
に
東
京
の
大
学
に
行
か
ず
に
京
都
の
同
志
社
大

学
を
選
ん
だ
理
由
は
、一
人
暮
ら
し
へ
の
憧
れ
と
パ
ン
フ
レ
ッ

ト
で
見
た
同
志
社
キ
ャ
ン
パ
ス
へ
の
一
目
惚
れ
で
し
た
。 

　
そ
ん
な
単
純
な
理
由
で
入
学
を
決
め
て
し
ま
っ
た
訳
で
す
が
、

在
学
中
は
勿
論
、卒
業
後
も
同
志
社
で
得
た
出
会
い
が
自
分
の

人
生
を
助
け
て
く
れ
る
場
面
を
既
に
何
度
も
経
験
し
て
お
り
、

同
志
社
入
学
を
特
に
何
も
考
え
ず
に
決
断
し
た
あ
の
時
が
自
分

の
人
生
の
一
つ
の
転
機
だ
っ
た
と
感
じ
て
お
り
ま
す
。 

　
私
自
身
も
ま
だ
ま
だ
若
輩
者
で
は
あ
り
ま
す
が
、中
々
若
い

う
ち
に
同
門
の
人
脈
の
大
切
さ
を
感
じ
る
機
会
は
少
な
い
と
思
っ

て
お
り
ま
す
。
微
力
な
が
ら
同
志
社
校
友
会
の
輪
を
若
手
の
メ

ン
バ
ー
に
も
広
げ
て
い
け
る
よ
う
尽
力
し
た
い
と
思
っ
て
お
り

ま
す
の
で
、宜
し
く
お
願
い
致
し
ま
す

豊田通商株式会社
グローバル部品豪亜・東アジア部
豪亜地域第二グループ
岸田　　俊

（令和2年商学部卒）
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在
学
中
は
、国
際
経
済
論
を
学
ぶ
傍
ら
、同
志
社
大
学
体
育
会

機
関
紙
と
し
て
、体
育
会
各
部
の
様
々
な
活
躍
を
ご
紹
介
す
る『
同

志
社
ス
ポ
ー
ツ
ア
ト
ム
編
集
局
』に
所
属
し
、　
副
編
集
長
を
務

め
さ
せ
て
頂
き
ま
し
た
。

卒
業
後
も
、各
部
の
元
主
将
・
主
務
の
方
々
と
懇
意
に
さ
せ
て
頂

く
中
、小
栗
支
部
長
と
の
ご
縁
を
賜
り
、校
友
会
理
事
を
拝
命
し
、

大
変
光
栄
に
存
じ
ま
す
。

　
経
済
学
部
卒
な
が
ら
、学
芸
員
と
し
て
就
業
し
、あ
る
ア
ー
テ
ィ

ス
ト
か
ら
紹
介
さ
れ
た
、モ
ロ
ッ
コ
で
し
か
採
取
出
来
な
い
オ
ー

ガ
ニ
ッ
ク
の
＂ア
ル
ガ
ン
オ
イ
ル
＂に
魅
か
れ
、2
0
1
2
年
に
、

オ
ー
ガ
ニ
ッ
ク
化
粧
品
の
販
売
及
び
ト
リ
ー
ト
メ
ン
ト
事
業
を

行
う
会
社
を
立
ち
上
げ
ま
し
た
。現
在
、神
奈
川
県
に
あ
る
大
磯

プ
リ
ン
ス
ホ
テ
ル
の
ス
パ
棟
に
て
サ
ロ
ン
を
運
営
さ
せ
て
頂
い

て
お
り
ま
す
。

　
長
ら
く
ア
ー
ト
や
美
容
に
関
わ
っ
て
き
た
感
性
を
ア
ッ
プ
デ
ー

ト
し
つ
つ
、緻
密
な
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
大
切
に
、校
友
会

活
動
を
通
じ
、同
志
社
大
学
の
更
な
る
飛
躍
に
微
力
な
が
ら
寄

与
さ
せ
て
頂
く
べ
く
、努
め
て
参
り
た
い
と
存
じ
ま
す
。
皆
様
、

ど
う
ぞ
ご
指
導
の
程
、何
卒
宜
し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

株式会社
SEA VOYAGE
代表取締役社長
池田　　香

（昭和62年経済学部卒）

　
法
学
部
出
身
で
す
が
、公
認
会
計
士
に
な
り
、有
限
責
任

監
査
法
人
ト
ー
マ
ツ
で
上
場
企
業
の
法
定
監
査
等
を
13
年

経
験
後
、現
在
は
事
務
所
を
開
業
し
て
お
り
ま
す
。主
な
業

務
は
、会
計
監
査
や
、管
理
部
門
強
化
支
援
・
上
場
支
援
等

の
コ
ン
サ
ル
テ
ィ
ン
グ
を
し
て
お
り
ま
す
。

　
在
学
中
は
、会
社
法
、哲
学
、自
然
地
理
学
の
授
業
に
夢

中
で
し
た
。ま
た
、英
語
と
西
語
は
4
年
間
履
修
し
、仕
事

で
大
変
役
立
っ
て
い
ま
す
。大
学
時
代
の
友
人
と
は
今
も

良
き
お
付
き
合
い
を
さ
せ
て
頂
き
、同
志
社
で
過
ご
し
た

日
々
は
、私
の
人
生
の
礎
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
校
友
会
を
通
じ
て
、諸
先
輩
方
や
後
輩
の
方
々
と
交
流

で
き
る
こ
と
、大
変
光
栄
に
感
じ
ま
す
。校
友
会
の
発
展
に

尽
力
し
、少
し
で
も
恩
送
り
が
で
き
れ
ば
幸
い
で
す
。ま
た
、

趣
味
で
ジ
ャ
ズ
シ
ン
ガ
ー
を
し
て
お
り
ま
す
の
で
、機
会

が
あ
れ
ば
、是
非
聴
き
に
い
ら
し
て
下
さ
い
。今
後
共
、ど

う
ぞ
宜
し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

榎本幸子公認会計士事務所
所長　公認会計士
榎本　幸子

（平成10年法学部
法律学科卒）

　
2
0
1
4
年
に
同
志
社
大
学
商
学
部
を
卒
業
し
ま
し
た
木
村

祐
介
と
申
し
ま
す
。

　
現
在
は
、私
の
祖
父
が
愛
知
県
名
古
屋
市
に
創
業
し
ま
し
た

ト
ロ
フ
ィ
ー
製
造
販
売
メ
ー
カ
ー
の
キ
ム
ラ
美
芸
に
勤
め
て
お

り
ま
す
。

　
主
な
業
務
と
し
て
は
、国
内
外
の
ス
ポ
ー
ツ
大
会
・
イ
ベ
ン
ト

で
使
用
す
る
ト
ロ
フ
ィ
ー
等
記
念
品
の
作
製
・
企
業
様
の
社
章

や
小
池
東
京
都
知
事
が
付
け
て
お
り
ま
し
た
東
京
2
0
2
0
オ

リ
ン
ピ
ッ
ク
バ
ッ
ジ
の
様
な
ピ
ン
ズ
の
作
製
販
売
を
行
っ
て
お

り
ま
す
。

　
在
学
中
は
体
育
会
ゴ
ル
フ
部
に
所
属
し
、大
学
3
回
生
の
時

よ
り
主
将
と
し
て
活
動
し
て
参
り
ま
し
た
。

　
体
育
会
ゴ
ル
フ
部
に
は
、小
栗
支
部
長（
校
友
会
愛
知
支
部
）

も
学
生
時
代
に
所
属
さ
れ
、私
の
現
役
時
代
か
ら
O
B
会
長
と

し
て
も
チ
ー
ム
の
サ
ポ
ー
ト
を
し
て
頂
き
、学
生
時
代
か
ら
大

変
お
世
話
に
な
っ
て
お
り
ま
し
た
。

　
卒
業
後
も
ご
縁
が
有
り
、小
栗
支
部
長
か
ら
の
御
推
薦
を
頂
き
、

こ
の
度
校
友
会
愛
知
支
部
に
参
加
さ
せ
て
頂
け
る
事
と
な
り
ま

し
た
。

　
人
と
人
の
縁
・
縁
起
を
大
切
に
し
て
こ
れ
か
ら
の
活
動
に
励

ん
で
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　
皆
様
、ど
う
ぞ
宜
し
く
お
願
い
致
し
ま
す
。 株式会社キムラ美芸

営業部
木村　祐介

（平成26年商学部卒）

　 

大
学
時
代
の
専
攻
は
美
学
及
び
芸
術
学
で
す
。身
近
な
京
都

の
神
社
仏
閣
の
芸
術
に
親
し
み
な
が
ら
、体
育
会
バ
ド
ミ
ン
ト

ン
部
に
所
属
し
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
を
し
て
お
り
ま
し
た
。「
今
し
か

で
き
な
い
こ
と
を
、京
都
で
し
か
で
き
な
い
こ
と
を
」が
当
時
の

モ
ッ
ト
ー
で
、観
光
ガ
イ
ド
の
ア
ル
バ
イ
ト
を
選
ぶ
ほ
ど
、京
都

が
大
好
き
で
す
。４
年
間
の
間
に
、金
閣
寺
、清
水
寺
な
ど
主
要

な
観
光
地
は
何
十
回
も
訪
れ
ま
し
た
。
通
常
は
非
公
開
の
寺
院

を
夏
と
冬
だ
け
、限
定
で
公
開
す
る
こ
と
が
あ
り
、そ
う
し
た
静

か
な
お
寺
を
ご
案
内
す
る
機
会
に
も
恵
ま
れ
ま
し
た
。 

　
め
ぐ
り
合
わ
せ
で
、小
栗
支
部
長
よ
り
同
志
社
関
連
の
仕
事

に
携
わ
る
機
会
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
当
初
は
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
感
染
拡
大
後
す
ぐ
の
、社
会
が
今
よ
り
も
緊
張
感
の
高
い
時

期
で
し
た
。感
染
拡
大
防
止
の
た
め
、直
接
お
会
い
す
る
こ
と
が

難
し
い
中
、電
話
や
メ
ー
ル
で
皆
さ
ま
に
は
お
力
添
え
を
い
た

だ
き
、改
め
て
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。今
後
も
ご
縁
が
拡
が
り
ま

す
よ
う
、愛
知
支
部
活
動
が
実
り
あ
る
も
の
と
な
り
ま
す
よ
う

寧
静
致
遠
、一
歩
ず
つ
楽
し
み
な
が
ら
進
ん
で
参
り
ま
す
。ど
う

ぞ
よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

株式会社
トヨタレンタリース名古屋
経営企画部
杉野　麻子

（平成4年文学部卒）

　 

大
学
時
代
は
商
学
部
に
在
籍
さ
せ
て
い
た
だ
き
、経
済
に
つ

い
て
の
勉
強
を
さ
せ
て
い
た
だ
く
と
共
に
、ア
メ
リ
カ
ン
フ
ッ

ト
ボ
ー
ル
部
の
一
員
と
し
て
田
辺
キ
ャ
ン
パ
ス
に
て
練
習
に
励

ん
で
お
り
ま
し
た
。

　
2
0
0
4
年
度
に
卒
業
し
た
後
は
、大
和
証
券
に
入
社
し
多

く
の
お
客
様
の
資
産
運
用
に
従
事
し
て
お
り
ま
す
。

　
岐
阜
・
銀
座
・
横
浜
と
3
店
舗
の
ス
タ
ッ
フ
を
経
験
し
た
後
、

名
古
屋
で
は
新
店
舗
の
開
設
の
ス
タ
ッ
フ
と
し
て
藤
が
丘
営
業

所
の
開
設
を
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
現
在
は
藤
が
丘
営
業

所
の
所
長
と
し
て
働
か
せ
て
い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
。

　
最
初
の
配
属
先
が
岐
阜
で
あ
っ
た
事
も
あ
り
、愛
知
に
は
多

く
の
ご
縁
を
い
た
だ
い
て
い
る
の
で
す
が
、こ
の
度
校
友
会
に

参
加
さ
せ
て
い
た
だ
け
る
事
に
な
り
、そ
の
気
持
ち
が
よ
り
強

く
な
っ
て
い
る
次
第
で
ご
ざ
い
ま
す
。こ
の
度
理
事
に
選
任
い

だ
だ
き
ま
し
た
事
は
大
変
光
栄
で
あ
り
、微
力
で
は
あ
り
ま
す

が
同
志
社
大
学
の
価
値
向
上
に
少
し
で
も
貢
献
出
来
れ
ば
と
考

え
て
お
り
ま
す
。ど
う
ぞ
今
後
と
も
宜
し
く
お
願
い
致
し
ま
す
。

大和証券株式会社
名古屋支店
藤が丘営業所　所長
阪田　　仁 

（平成16年商学部卒）

　「
食
の
ご
提
案
に
よ
り
食
卓
を
豊
か
に
す
る
」と
い
う
信

条
の
も
と
、現
在
は
国
内
に
点
在
す
る
世
界
ト
ッ
プ
の
加

工
肉
職
人
に
製
造
委
託
し
、ド
イ
ツ
製
法
ハ
ム
ソ
ー
セ
ー

ジ
等
の
専
門
店「
メ
ツ
ゲ
ラ
イ
・
イ
ノ
ウ
エ
」を
運
営
し
て

お
り
ま
す
。
名
古
屋
市
千
種
区
池
下
駅
前
と
大
名
古
屋
ビ

ル
ヂ
ン
グ
に
実
店
舗
と
、オ
ン
ラ
イ
ン
ス
ト
ア
に
も
店
舗

を
構
え
て
お
り
ま
す
。

　
数
年
前
に
ご
縁
を
頂
く
ま
で
は
、名
古
屋
に
は
同
志
社

O
B
G
は
存
在
し
て
い
な
い
の
か
と
本
気
で
思
っ
て
お
り

ま
し
た
が
、今
は
そ
の
数
以
上
に
ご
活
躍
・
ご
人
徳
の
素
晴

ら
し
さ
に
驚
き
、少
し
で
も
諸
先
輩
方
に
近
づ
け
る
よ
う

精
進
す
る
毎
日
で
す
。 

　
校
友
会
活
動
を
通
し
て
同
志
社
に
ゆ
か
り
の
あ
る
方
々

の
ご
縁
が
一
層
広
が
り
ま
す
よ
う
、微
力
な
が
ら
お
役
立

ち
で
き
れ
ば
幸
甚
で
す
。

株式会社IXY－AID
代表取締役
井上　大輔

（平成13年経済学部卒）

　
私
は
2
0
2
0
年
に
同
志
社
大
学
商
学
部
を
卒
業
し
、現
在

豊
田
通
商
株
式
会
社
に
勤
め
て
お
り
ま
す
。 

　
実
家
は
東
京
で
高
校
ま
で
は
東
京
で
学
生
生
活
を
送
っ
て
お

り
ま
し
た
。 

　
大
学
進
学
時
に
東
京
の
大
学
に
行
か
ず
に
京
都
の
同
志
社
大

学
を
選
ん
だ
理
由
は
、一
人
暮
ら
し
へ
の
憧
れ
と
パ
ン
フ
レ
ッ

ト
で
見
た
同
志
社
キ
ャ
ン
パ
ス
へ
の
一
目
惚
れ
で
し
た
。 

　
そ
ん
な
単
純
な
理
由
で
入
学
を
決
め
て
し
ま
っ
た
訳
で
す
が
、

在
学
中
は
勿
論
、卒
業
後
も
同
志
社
で
得
た
出
会
い
が
自
分
の

人
生
を
助
け
て
く
れ
る
場
面
を
既
に
何
度
も
経
験
し
て
お
り
、

同
志
社
入
学
を
特
に
何
も
考
え
ず
に
決
断
し
た
あ
の
時
が
自
分

の
人
生
の
一
つ
の
転
機
だ
っ
た
と
感
じ
て
お
り
ま
す
。 

　
私
自
身
も
ま
だ
ま
だ
若
輩
者
で
は
あ
り
ま
す
が
、中
々
若
い

う
ち
に
同
門
の
人
脈
の
大
切
さ
を
感
じ
る
機
会
は
少
な
い
と
思
っ

て
お
り
ま
す
。
微
力
な
が
ら
同
志
社
校
友
会
の
輪
を
若
手
の
メ

ン
バ
ー
に
も
広
げ
て
い
け
る
よ
う
尽
力
し
た
い
と
思
っ
て
お
り

ま
す
の
で
、宜
し
く
お
願
い
致
し
ま
す

豊田通商株式会社
グローバル部品豪亜・東アジア部
豪亜地域第二グループ
岸田　　俊

（令和2年商学部卒）
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昭
和
52
年
11
月
6
日
　
施
行

昭
和
54
年
12
月
1
日
　
変
更

昭
和
56
年
11
月
14
日
　
変
更

昭
和
62
年
11
月
21
日
　
改
正

平
成
元
年
10
月
28
日
　
改
正

平
成
4
年
10
月
24
日
　
改
正

平
成
5
年
11
月
20
日
　
改
正

平
成
8
年
11
月
2
日
　
改
正

平
成
9
年
11
月
29
日
　
改
正

平
成
10
年
11
月
7
日
　
改
正

平
成
19
年
10
月
7
日
　
改
正

平
成
21
年
11
月
23
日
　
改
正

令
和
3
年
10
月
3
日
　
改
正

第
1
章 

総
則

　
（
名
称
）

　
第
1
条
　
本
会
は
、
同
志
社
校
友
会
愛
知
支
部
と
称
す
る
。

　
（
目
的
）

　
第
2
条
　
本
　
会
は
、
会
員
相
互
の
親
睦
を
は
か
る
と
と

も
に
同
志
社
校
友
会
と
の
連
携
を
保
ち
つ
つ
、

そ
の
事
業
に
協
力
し
、
も
っ
て
同
志
社
の
発
展

に
寄
与
す
る
こ
と
を
目
的
と
す
る
。

　
（
事
業
）

　
第
3
条
　
本
会
は
、
前
条
の
目
的
を
達
成
す
る
た
め
に

次
の
各
号
の
事
業
を
行
う
。

　
　
（
1
） 

支
部
校
友
会
名
簿
の
作
製
お
よ
び
整
備

　
　
（
2
） 

同
志
社
関
係
の
諸
団
体
に
対
す
る
支
援
、
協

力

　
　
（
3
） 

学
校
法
人
同
志
社
寄
付
行
為
に
よ
る
評
議
員
選

挙
に
関
す
る
事
項

　
　
（
4
） 

そ
の
他
本
会
の
目
的
の
達
成
に
必
要
な
事
業

　
（
会
員
）

　
第
4
条
　
本
会
は
、
同
志
社
の
出
身
者
に
し
て
愛
知
県

内
に
居
住
も
し
く
は
勤
務
す
る
者
を
も
っ
て

組
織
す
る

　
（
事
務
所
）

　
第
5
条
　
本
会
の
事
務
所
は
、
支
部
長
の
指
定
す
る
場

所
に
置
く

第
2
章 

顧
問
お
よ
び
役
員
等

　
（
顧
問
）

　
第
6
条
　
本
会
に
顧
問
を
置
く

　
（
役
員
）

　
第
6
条
の
2
　
本
会
に
次
の
各
号
の
役
員
を
置
く

　
　
（
1
）
支
部
長 

1
名

　
　
（
2
）
（
削
除
）

　
　
（
2
）
の
2
（
削
除
）

　
　
（
3
）
副
支
部
長 

10
名
以
内

　
　
（
4
）
専
務
理
事 

1
名

　
　
（
5
）
常
任
理
事 

70
名
以
内

　
　
（
6
）
理
事 

 

１
５
０
名
以
内

　
　
　
　
（
副
支
部
長
、
専
務
理
事
及
び
常
任
理
事
を
含
む
）

　
　
（
7
）
監
事 

 

3
名
以
内

　
（
顧
問
の
選
任
）

　
第
7
条
　
顧
問
は
、
理
事
会
の
推
薦
に
基
づ
き
総
会
に

お
い
て
選
任
し
、
支
部
長
が
委
嘱
す
る

　
（
役
員
の
選
任
）

　
第
7
条
の
2  

支
部
長
、
理
事
お
よ
び
監
事
は
、
総
会

に
お
い
て
会
員
の
う
ち
か
ら
選
任
す
る

　
　
　

2
．
（
削
除
）

　
　
　

2
．
の
2
（
削
除
）
　

　
　
　

3
．
副
支
部
長
、専
務
理
事
お
よ
び
常
任
理
事
は
支
部

長
が
理
事
の
う
ち
か
ら
指
名
に
よ
り
選
任
す
る

　
（
役
員
の
任
期
）

　
第
8
条
　
役
員
の
任
期
は
2
年
と
す
る 

但
し
重
任
を
妨
げ
な
い
が
支
部
長
の
在
任
期

間
は
2
期
以
内
と
す
る

　
　
　

2
．
補
欠
の
た
め
選
任
さ
れ
た
役
員
の
任
期
は
前

任
者
の
在
任
期
間
と
す
る

　
　
　

3
．
役
員
は
、
任
期
終
了
後
、
後
任
者
の
就
任
す

る
ま
で
引
き
続
き
そ
の
職
務
を
行
う
も
の
と

す
る

　
（
顧
問
の
任
務
）

　
第
9
条
　
顧
問
は
、
顧
問
会
議
を
組
織
し
て
、
支
部
長
等

の
経
験
を
活
か
し
、
本
会
に
必
要
な
助
言
を
す

る
と
と
も
に
、
支
部
長
の
諮
問
に
応
ず
る

　
　
　

2
．
顧
問
は
、
理
事
会
お
よ
び
常
任
理
事
に
出
席

す
る

　
（
参
与
の
選
任
・
任
務
）

　
第
9
条
の
2
　
本
会
に
参
与
を
置
く

　
　
　

2
．
参
与
は
支
部
長
が
会
員
の
う
ち
か
ら
理
事
会

の
議
を
経
て
委
嘱
す
る

　
　
　

3
．
参
与
は
参
与
会
を
組
織
す
る

　
　
　

4
．
参
与
会
は
支
部
の
運
営
、
活
動
及
び
事
業
等

に
関
与
し
支
部
長
に
助
言
す
る

　
　
　

5
．
参
与
は
、
理
事
会
お
よ
び
常
任
理
事
会
に
出

席
す
る

　
（
役
員
の
任
務
）

　
第
10
条
　
支
部
長
は
、
本
会
を
代
表
し
会
務
を
総
括
す
る

　
　
　

2
．
（
削
除
）

　
　
　

2
．
の
2 

（
削
除
）

　
　
　

3
．
副
支
部
長
は
、
支
部
長
を
補
佐
し
、
会
務
を

分
掌
す
る

　
　
　

3
．
の
2
　 

専
務
理
事
は
、
支
部
長
を
補
佐
し
、

会
務
の
執
行
に
あ
た
る

　
　
　

4
．
常
任
理
事
は
、
常
任
理
事
会
を
組
織
し
て
会

務
の
執
行
を
決
定
し
、
会
務
を
分
掌
す
る

　
　
　

5
．
理
事
は
、
理
事
会
を
組
織
し
て
本
会
の
事
業

な
ら
び
に
運
営
に
関
す
る
重
要
事
項
を
決
定

す
る

　
　
　

6
．
監
事
は
、
本
会
の
財
務
を
監
査
す
る
と
と
も

に
、
常
任
理
事
会
お
よ
び
理
事
会
に
出
席
す
る

　
（
事
務
局
長
・
次
長
）

　
第
10
条
の
2
　 

支
部
長
は
、
副
支
部
長
、
専
務
理
事
、

常
任
理
事
お
よ
び
理
事
の
う
ち
か
ら
事

務
局
長
1
名
お
よ
び
事
務
局
次
長
若
干

名
を
指
名
に
よ
り
選
任
し
、
会
務
の
執

行
を
補
佐
さ
せ
る
こ
と
が
で
き
る

第
3
章
　
総
会

　
（
総
会
）

　
第
11
条
　
総
会
は
定
期
総
会
と
臨
時
総
会
と
す
る

　
　
　

2
．
定
期
総
会
は
毎
年
1
回
開
く

　
　
　

3
．
臨
時
総
会
は
、
理
事
会
に
お
い
て
必
要
と
認

め
た
場
合
に
随
時
開
く

　
（
総
会
の
招
集
お
よ
び
議
長
）

　
第
12
条
　
総
会
は
支
部
長
が
招
集
す
る

　
　
　

2
．
総
会
の
議
長
は
、
支
部
長
ま
た
は
支
部
長
が
指

名
し
た
者
が
な
る

　
（
総
会
の
審
議
事
項
）

　
第
13
条
　
総
会
に
お
い
て
は
、
次
の
各
号
の
事
項
を
審

議
す
る

　
　
（
1
） 

会
則
の
制
定
、
改
廃

　
　
（
2
） 

会
則
の
規
定
に
よ
り
総
会
に
付
す
る
こ
と
を

要
す
る
事
項

　
　
（
3
） 

支
部
長
ま
た
は
理
事
会
に
お
い
て
必
要
と
認

め
た
事
項

　
（
総
会
の
議
事
）

　
第
14
条
　
総
会
の
議
事
は
、
出
席
会
員
の
過
半
数
を

持
っ
て
決
す
る
。
な
お
、
可
否
同
数
の
と
き

は
、
議
長
の
決
す
る
と
こ
ろ
に
よ
る

第
4
章
　
理
事
会
お
よ
び
常
任
理
事
会

　
（
理
事
会
）

　
第
15
条
　
本
会
に
理
事
会
を
置
く

　
　
　

2
．
理
事
会
は
、
支
部
長
、
歴
代
支
部
長
お
よ
び
理
事

（
副
支
部
長
、
専
務
理
事
お
よ
び
常
務
理
事
を
含

む
）
を
も
っ
て
構
成
す
る

　
　
　

3
．
理
事
会
は
、
毎
年
1
回
以
上
開
催
す
る

　
（
理
事
会
の
審
議
事
項
）

　
第
16
条
　
理
事
会
に
お
い
て
は
、
次
の
各
号
の
事
項
を

審
議
す
る
　

　
　
（
1
）
総
会
に
提
出
す
る
議
案

　
　
（
2
）
規
程
等
の
制
定
お
よ
び
改
廃

　
　
（
3
）
本
会
の
収
支
決
算
お
よ
び
財
産
目
録
に
関
す

る
事
項

　
　
（
4
）
会
則
に
定
め
ら
れ
た
事
項
お
よ
び
総
会
か
ら

委
任
さ
れ
た
事
項

　
　
（
5
）
本
会
の
活
動
な
ら
び
に
運
営
に
関
す
る
基
本

的
事
項

　
（
理
事
会
の
招
集
お
よ
び
議
長
）

　
第
17
条
　
理
事
会
の
招
集
お
よ
び
議
長
に
つ
い
て
は
、

第
12
条
の
規
定
を
準
用
す
る

　
（
理
事
会
の
議
事
）

　
第
18
条
　
理
事
会
の
議
事
は
、
出
席
構
成
員
（
監
事
除

く
）
の
過
半
数
を
も
っ
て
決
す
る
。
な
お
、
可

否
同
数
の
と
き
は
、
議
長
の
決
す
る
と
こ
ろ
に

よ
る

　
（
常
任
理
事
会
）

　
第
19
条
　
本
会
に
常
任
理
事
会
を
お
く

　
　
　

2
．
常
任
理
事
会
は
、
支
部
長
、
歴
代
支
部
長
、

副
支
部
長
、
専
務
理
事
お
よ
び
常
任
理
事
を

も
っ
て
構
成
す
る

　
　
　

3
．
常
任
理
事
会
は
、
毎
年
1
回
以
上
開
催
す
る

　
（
常
任
理
事
会
の
審
議
事
項
）

　
第
19
条
の
2
　 

常
任
理
事
会
に
お
い
て
は
、
次
の
各
号

の
事
項
を
審
議
す
る

　
　
（
1
）
理
事
会
に
提
出
す
る
議
案

　
　
（
2
）
会
則
等
に
定
め
ら
れ
た
事
項
お
よ
び
総
会
理

事
会
か
ら
委
任
さ
れ
た
事
項

　
　
（
3
）
本
会
の
事
業
な
ら
び
に
運
営
に
関
す
る
事
項

　
（
常
任
理
事
会
の
招
集
お
よ
び
議
長
）

　
第
19
条
の
3
　 

常
任
理
事
会
の
招
集
お
よ
び
議
長
に
つ

い
て
は
、
第
12
条
の
規
定
を
準
用
す
る

　
（
常
任
理
事
会
の
議
事
）

　
第
19
条
の
4
　 

常
任
理
事
会
の
議
事
に
つ
い
て
は
、
第

18
の
規
定
を
準
用
す
る

第
4
章
の
2
　 

委
員
会
お
よ
び
正
副
支
部
長
委
員
長
会
議

　
（
委
員
会
）

　
第
20
条
　
本
会
に
支
部
長
の
指
揮
の
も
と
に
本
会
の
運

営
を
分
掌
す
る
た
め
、
委
員
会
お
よ
び
特
別

委
員
会
を
置
く
こ
と
が
で
き
る

　
　
　

2
．
委
員
会
お
よ
び
特
別
委
員
会
の
種
類
、
組

織
及
び
任
務
等
に
つ
い
て
は
、
別
に
規
程
を

も
っ
て
定
め
る

　
第
20
条
の
2
　
（
削
除
）

　
第
20
条
の
3
　
（
削
除
）

　
（
正
副
支
部
長
委
員
長
会
議
）

　
第
20
条
の
4
　 

本
会
に
会
則
第
10
条
所
定
の
役
員
の
任

務
を
強
化
充
実
さ
せ
、
会
務
の
執
行
を

円
滑
に
す
る
た
め
、
正
副
支
部
長
委
員
長

34

愛
知
支
部
会
則

会
議
を
置
く

　
　
　

2
．
正
副
支
部
長
委
員
長
会
議
は
、
支
部
長
、
副

支
部
長
、
事
務
局
長
、
事
務
局
次
長
お
よ
び

委
員
長
を
も
っ
て
組
織
す
る

　
　
　

3
．
正
副
支
部
長
委
員
長
会
議
は
次
の
事
項
を
協

議
す
る

　
　
（
1
）
本
会
の
運
営
、
活
動
及
び
事
業
等
に
関
す
る
基
本

方
針
及
び
予
算

　
　
（
2
）
理
事
会
、
常
任
理
事
会
へ
の
提
出
議
案
、
配

布
資
料
及
び
運
営

　
　
　

4
．
正
副
支
部
長
委
員
長
会
議
は
、
支
部
長
が
適

時
に
開
催
す
る
。
な
お
、
委
員
長
が
差
し
支

え
の
場
合
は
副
委
員
長
を
代
理
出
席
さ
せ
る

こ
と
が
で
き
る
。

第
5
章
　
会
計

　
（
会
計
年
度
）

　
第
21
条
　
本
会
の
会
計
年
度
は
、
毎
年
1
月
1
日
に
始

ま
り
12
月
31
日
に
終
わ
る

　
（
経
費
）

　
第
22
条
　
本
会
の
経
費
は
、
寄
付
金
及
び
そ
の
他
の
収
入
を

も
っ
て
あ
て
る

　
（
資
産
の
管
理
）

　
第
23
条
　
本
会
の
資
産
は
支
部
長
が
管
理
す
る

　
附
則
　 

本
会
則
は
、
昭
和
52
年
11
月
6
日
か
ら
施
行
す
る

　
附
則
　 

本
会
則
は
、
昭
和
54
年
12
月
1
日
か
ら
変
更
す
る

　
附
則
　 

本
会
則
は
、
昭
和
56
年
11
月
14
日
か
ら
変
更
す
る

　
附
則
　 

第
6
条
第
2
項
及
び
第
8
条
第
1
項
の
改
正
規

定
は
、
昭
和
62
年
11
月
21
日
か
ら
施
行
す
る

　
附
則
　 

第
6
条
、
第
6
条
の
2
、
第
7
条
、
第
7
条
の

2
、
第
10
条
第
3
項
、
第
15
条
第
2
項
、
第
19
条

第
2
項
及
び
第
21
条
の
改
正
規
定
な
ら
び
に
第
10

条
第
2
項
の
2
、
同
条
第
3
項
の
2
及
び
第
19
条

の
5
の
新
設
規
定
は
平
成
元
年
10
月
28
日
か
ら
施

行
す
る

　
附
則
　 

第
6
条
の
2
第
5
号
、
第
7
条
の
2
第
3
項
、

第
16
条
第
3
・
4
・
5
号
、
第
19
条
の
2
第
2

号
及
び
第
4
章
の
2
の
改
正
規
定
は
、
平
成
4

年
10
月
24
日
か
ら
施
行
す
る

　
附
則
　 

第
20
条
の
3
の
改
正
規
定
は
、
平
成
5
年
11
月

20
日
か
ら
施
行
す
る

　
附
則
　 

第
6
条
の
2
第
2
号
の
2
、
第
7
条
の
2
第
2

項
の
2
、
第
10
条
第
2
項
の
2
の
各
追
加
規

定
、
第
8
条
第
1
項
但
書
、
第
19
条
の
4
の
各

改
正
規
定
第
4
章
の
タ
イ
ト
ル
、
第
4
章
の
タ

イ
ト
ル
と
位
置
の
各
変
更
及
び
第
20
条
の
2
の

削
除
は
、
平
成
8
年
11
月
2
日
か
ら
施
行
す
る

　
附
則
　 

第
10
条
第
6
項
の
改
正
規
定
は
、
平
成
9
年
11

月
29
日
か
ら
施
行
す
る

　
附
則
　 

第
19
条
第
3
項
の
改
正
規
定
は
、
平
成
10
年
11

月
7
日
か
ら
施
行
す
る

　
附
則
　 

第
６
条
の
2
第
2
号
、
第
2
号
の
2
、
第
7
条
の

2
第
2
項
、
第
2
項
の
2
、
第
10
条
第
2
項
及
び

第
2
項
の
2
の
各
削
除
、
第
9
項
、
第
15
条
第
2

項
、
第
19
条
第
2
項
、
第
3
項
、
第
20
条
の
3
の

各
改
正
規
定
及
び
第
9
条
の
2
の
新
設
規
定
は
、

平
成
19
年
10
月
7
日
か
ら
施
行
す
る

　
附
則
　 

第
2
章
、
第
4
章
の
2
の
各
タ
イ
ト
ル
の
変

更
、
第
9
条
第
1
項
、
第
2
項
、
第
9
条
の
2

第
5
項
、
第
10
条
第
6
項
の
各
改
正
規
定
、
第

10
条
の
2
、
第
20
条
の
4
の
各
新
設
規
定
及
び

第
20
条
の
3
の
削
除
は
平
成
21
年
11
月
23
日
か

ら
施
行
す
る

　
附
則
　 

第
19
条
第
3
項
の
改
正
規
定
は
令
和
3
年
10
月

3
日
か
ら
施
行
す
る

委
員
会
規
程

　
第
1
条
　
同
志
社
校
友
会
愛
知
支
部
（
以
下
「
当
支

部
」
と
い
う
）
に
次
の
委
員
会
を
置
く

　
　
（
1
）
組
織
委
員
会

 

当
支
部
の
会
員
相
互
の
親
睦
な
ど
会
員
間
の
交
流

の
拡
充
、促
進
の
た
め
の
活
動
強
化
を
担
当

　
　
（
2
）
財
務
委
員
会

 

当
支
部
の
財
務
体
質
の
改
善
を
図
り
、
赤
字

発
生
を
防
止
す
る
た
め
の
活
動
強
化
を
担
当

　
　
（
3
）
総
会
実
行
委
員
会

 

当
支
部
の
総
会
の
企
画
、
立
案
、
運
営
等
に

つ
い
て
一
切
を
担
当

　
第
2
条
　
委
員
会
に
委
員
長
1
名
お
よ
び
委
員
若
干
名

を
置
く
。
な
お
、
必
要
に
応
じ
副
委
員
長
を

置
く
こ
と
が
で
き
る

　
第
3
条
　
委
員
会
の
委
員
長
、
副
委
員
長
、
お
よ
び
委

員
は
支
部
長
の
指
名
に
よ
り
選
任
す
る

　
第
4
条
　
委
員
長
、
副
委
員
長
及
び
委
員
の
任
期
は
2

年
と
し
、
重
任
を
妨
げ
な
い
。
但
し
、
支
部

長
が
別
の
期
間
を
定
め
た
場
合
は
、
そ
の
期

間
と
す
る

　
附
則
　 

本
規
程
は
、
平
成
4
年
4
月
15
日
か
ら
施
行
す
る

　
附
則
　 

第
1
条
の
改
正
規
定
は
、
平
成
6
年
4
月
20
日

か
ら
施
行
す
る

　
附
則
　 

第
1
条
の
改
正
規
定
は
、
平
成
8
年
1
月
26
日

か
ら
施
行
す
る

　
附
則
　 

第
１
条
1
，
2
，
3
号
の
改
正
規
定
、
同
条
第

4
号
の
追
加
規
定
は
、
平
成
20
年
1
月
22
日
か

ら
施
行
す
る
　
　

　
附
則
　 

第
１
条
1
，
2
号
の
改
正
規
定
は
、
令
和
3
年

10
月
3
日
か
ら
施
行
す
る
　
　

慶
弔
規
程

　
第
1
条 

同
志
社
校
友
会
愛
知
支
部
（
以
下
「
当
支

部
」
と
い
う
）
の
顧
問
及
び
役
員
（
元
役
員
を

含
む
。
以
下
、
同
じ
）
の
慶
弔
に
関
し
て
は
、

本
規
程
の
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
る

　
第
２
条 

当
支
部
は
、
次
の
各
号
の
場
合
、
顧
問
及
び
当

支
部
の
活
動
に
貢
献
さ
れ
た
役
員
に
対
し
、

慶
賀
の
た
め
記
念
品
を
贈
呈
す
る

　
　
（
1
） 

勲
章
・
国
家
褒
章
を
受
章
さ
れ
た
場
合

　
　
（
1
）
の
2
　 

国
会
議
員
そ
の
他
公
職
に
就
任
さ
れ
た

場
合

　
　
（
2
）
株
式
上
場
企
業
の
社
長
に
就
任
さ
れ
た
場
合

　
　
（
3
）
経
営
さ
れ
る
企
業
の
本
社
社
屋
が
竣
工
し
た

場
合

　
　
（
4
）
そ
の
他
各
号
に
準
ず
る
場
合

　
第
3
条 

当
支
部
は
、
顧
問
お
よ
び
当
支
部
の
活
動
に

貢
献
さ
れ
た
役
員
の
御
逝
去
に
際
し
て
、
香

典
を
供
し
、
弔
電
を
打
電
す
る
。
な
お
、
こ

れ
に
加
え
て
供
花
ま
た
は
花
輪
を
供
す
る
こ

と
が
あ
る

　
　
　

2
． 

香
典
は
3
万
円
以
内
と
し
、
供
花
は
一
対
ま

た
は
一
基
と
す
る

　
第
4
条 

 

前
2
条
に
つ
い
て
は
、
常
任
理
事
会
の
承
認

を
受
け
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
但
し
、
緊
急

を
要
す
る
場
合
は
、
支
部
長
が
決
裁
し
、
直

近
の
常
任
理
事
会
も
し
く
は
理
事
会
に
お
い

て
承
認
を
受
け
る
こ
と
と
す
る

　
附
則
　 

本
規
程
は
、
平
成
4
年
4
月
15
日
か
ら
施
行
す
る

　
附
則
　 

第
2
条
の
（
1
）
の
2
の
追
加
規
定
、
第
3
条

第
1
項
（
区
分
表
の
金
額
）
及
び
同
条
第
2
項

の
各
改
正
規
定
は
、
平
成
8
年
1
月
1
日
か
ら

施
行
す
る

　
附
則
　 

第
3
条
の
改
正
規
定
は
、
平
成
20
年
7
月
24
日

か
ら
施
行
す
る

同
志
社
ラ
グ
ビ
ー
愛
好
会
規
則

　
第
1
条 

同
志
社
校
友
会
愛
知
支
部
（
以
下
「
当
支
部
」

と
い
う
）
に
、
同
志
社
ラ
グ
ビ
ー
愛
好
会
（
以

下
「
本
会
」
と
い
う
）
を
置
く
。
な
お
、
本
会

を
「
同
志
社
ラ
グ
ビ
ー
を
愛
す
る
会
」
と
通

称
す
る
こ
と
が
あ
る
。

　
第
2
条 

本
会
は
、
本
支
部
活
動
の
一
環
と
し
て
、
同

志
社
ラ
グ
ビ
ー
を
愛
す
る
フ
ァ
ン
と
し
て
、

ラ
グ
ビ
ー
知
識
を
深
め
る
と
と
も
に
、
会
員

相
互
の
親
睦
を
図
り
、
同
志
社
ラ
グ
ビ
ー
と

本
支
部
の
発
展
に
寄
与
す
る
こ
と
を
目
的
と

す
る

　
第
3
条 

本
会
は
、
本
支
部
会
員
以
外
の
者
で
も
、
熱

烈
な
同
志
社
ラ
グ
ビ
ー
フ
ァ
ン
で
あ
れ
ば
、

本
会
役
員
会
の
承
認
を
受
け
れ
ば
入
会
す
る

こ
と
が
で
き
る

　
第
4
条 

本
会
に
次
の
役
員
を
置
く

 

顧
問 

 

若
干
名

 

会
長 

 

1
名

 
事
務
局
長 

1
名

 
幹
事 

 

10
名
程
度

 
監
事 

 

若
干
名

 

会
計
幹
事 
1
名

　
　
　

2
． 

顧
問
は
本
支
部
の
支
部
長
お
よ
び
歴
代
支
部
長

に
委
嘱
す
る

　
　
　

3
． 

役
員
は
、
総
会
に
お
い
て
本
会
会
員
の
中
か

ら
選
任
し
、
任
期
は
2
年
と
す
る
。
但
し
、

留
任
を
妨
げ
な
い

　
　
　

4
．
本
会
の
活
動
は
、
随
時
開
催
す
る
役
員
会
の

審
議
を
経
て
決
定
す
る
。
な
お
、
本
会
の
活

動
は
、
本
支
部
の
常
任
理
事
会
な
い
し
理
事

会
に
て
報
告
す
る

　
第
5
条 

本
会
は
、
年
に
1
回
の
総
会
を
開
催
し
、
そ

れ
以
外
に
同
志
社
ラ
グ
ビ
ー
関
係
者
と
の
懇

談
会
、
同
志
社
ラ
グ
ビ
ー
情
報
の
提
供
等
を

随
時
行
う
。
な
お
、
必
要
に
応
じ
て
臨
時
総

会
を
開
催
す
る
場
合
が
あ
る

　
第
6
条 

本
会
の
会
計
は
、
本
支
部
の
特
別
会
計
と

し
、
本
会
の
会
長
が
管
理
す
る

　
　
　

2
．
本
会
の
会
長
は
、
本
会
の
会
計
監
事
の
監
査

を
経
た
収
支
決
算
書
を
本
支
部
の
理
事
会
に

報
告
し
、
承
認
を
受
け
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

　
第
7
条 

本
会
の
事
業
・
会
計
年
度
は
、
1
月
1
日
か
ら

12
月
31
日
と
す
る

　
附
則
　 

本
規
程
は
、
平
成
13
年
9
月
6
日
か
ら
施
行
す
る

　
附
則
　 

題
名
の
規
程
を
規
則
へ
の
変
更
及
び
第
4
条
な

い
し
第
6
条
の
改
正
規
定
は
、
平
成
20
年
7
月

24
日
か
ら
施
行
す
る

35



会
議
を
置
く

　
　
　

2
．
正
副
支
部
長
委
員
長
会
議
は
、
支
部
長
、
副

支
部
長
、
事
務
局
長
、
事
務
局
次
長
お
よ
び

委
員
長
を
も
っ
て
組
織
す
る

　
　
　

3
．
正
副
支
部
長
委
員
長
会
議
は
次
の
事
項
を
協

議
す
る

　
　
（
1
）
本
会
の
運
営
、
活
動
及
び
事
業
等
に
関
す
る
基
本

方
針
及
び
予
算

　
　
（
2
）
理
事
会
、
常
任
理
事
会
へ
の
提
出
議
案
、
配

布
資
料
及
び
運
営

　
　
　

4
．
正
副
支
部
長
委
員
長
会
議
は
、
支
部
長
が
適

時
に
開
催
す
る
。
な
お
、
委
員
長
が
差
し
支

え
の
場
合
は
副
委
員
長
を
代
理
出
席
さ
せ
る

こ
と
が
で
き
る
。

第
5
章
　
会
計

　
（
会
計
年
度
）

　
第
21
条
　
本
会
の
会
計
年
度
は
、
毎
年
1
月
1
日
に
始

ま
り
12
月
31
日
に
終
わ
る

　
（
経
費
）

　
第
22
条
　
本
会
の
経
費
は
、
寄
付
金
及
び
そ
の
他
の
収
入
を

も
っ
て
あ
て
る

　
（
資
産
の
管
理
）

　
第
23
条
　
本
会
の
資
産
は
支
部
長
が
管
理
す
る

　
附
則
　 

本
会
則
は
、
昭
和
52
年
11
月
6
日
か
ら
施
行
す
る

　
附
則
　 

本
会
則
は
、
昭
和
54
年
12
月
1
日
か
ら
変
更
す
る

　
附
則
　 

本
会
則
は
、
昭
和
56
年
11
月
14
日
か
ら
変
更
す
る

　
附
則
　 

第
6
条
第
2
項
及
び
第
8
条
第
1
項
の
改
正
規

定
は
、
昭
和
62
年
11
月
21
日
か
ら
施
行
す
る

　
附
則
　 

第
6
条
、
第
6
条
の
2
、
第
7
条
、
第
7
条
の

2
、
第
10
条
第
3
項
、
第
15
条
第
2
項
、
第
19
条

第
2
項
及
び
第
21
条
の
改
正
規
定
な
ら
び
に
第
10

条
第
2
項
の
2
、
同
条
第
3
項
の
2
及
び
第
19
条

の
5
の
新
設
規
定
は
平
成
元
年
10
月
28
日
か
ら
施

行
す
る

　
附
則
　 

第
6
条
の
2
第
5
号
、
第
7
条
の
2
第
3
項
、

第
16
条
第
3
・
4
・
5
号
、
第
19
条
の
2
第
2

号
及
び
第
4
章
の
2
の
改
正
規
定
は
、
平
成
4

年
10
月
24
日
か
ら
施
行
す
る

　
附
則
　 

第
20
条
の
3
の
改
正
規
定
は
、
平
成
5
年
11
月

20
日
か
ら
施
行
す
る

　
附
則
　 

第
6
条
の
2
第
2
号
の
2
、
第
7
条
の
2
第
2

項
の
2
、
第
10
条
第
2
項
の
2
の
各
追
加
規

定
、
第
8
条
第
1
項
但
書
、
第
19
条
の
4
の
各

改
正
規
定
第
4
章
の
タ
イ
ト
ル
、
第
4
章
の
タ

イ
ト
ル
と
位
置
の
各
変
更
及
び
第
20
条
の
2
の

削
除
は
、
平
成
8
年
11
月
2
日
か
ら
施
行
す
る

　
附
則
　 

第
10
条
第
6
項
の
改
正
規
定
は
、
平
成
9
年
11

月
29
日
か
ら
施
行
す
る

　
附
則
　 

第
19
条
第
3
項
の
改
正
規
定
は
、
平
成
10
年
11

月
7
日
か
ら
施
行
す
る

　
附
則
　 

第
６
条
の
2
第
2
号
、
第
2
号
の
2
、
第
7
条
の

2
第
2
項
、
第
2
項
の
2
、
第
10
条
第
2
項
及
び

第
2
項
の
2
の
各
削
除
、
第
9
項
、
第
15
条
第
2

項
、
第
19
条
第
2
項
、
第
3
項
、
第
20
条
の
3
の

各
改
正
規
定
及
び
第
9
条
の
2
の
新
設
規
定
は
、

平
成
19
年
10
月
7
日
か
ら
施
行
す
る

　
附
則
　 

第
2
章
、
第
4
章
の
2
の
各
タ
イ
ト
ル
の
変

更
、
第
9
条
第
1
項
、
第
2
項
、
第
9
条
の
2

第
5
項
、
第
10
条
第
6
項
の
各
改
正
規
定
、
第

10
条
の
2
、
第
20
条
の
4
の
各
新
設
規
定
及
び

第
20
条
の
3
の
削
除
は
平
成
21
年
11
月
23
日
か

ら
施
行
す
る

　
附
則
　 

第
19
条
第
3
項
の
改
正
規
定
は
令
和
3
年
10
月

3
日
か
ら
施
行
す
る

委
員
会
規
程

　
第
1
条
　
同
志
社
校
友
会
愛
知
支
部
（
以
下
「
当
支

部
」
と
い
う
）
に
次
の
委
員
会
を
置
く

　
　
（
1
）
組
織
委
員
会

 

当
支
部
の
会
員
相
互
の
親
睦
な
ど
会
員
間
の
交
流

の
拡
充
、促
進
の
た
め
の
活
動
強
化
を
担
当

　
　
（
2
）
財
務
委
員
会

 
当
支
部
の
財
務
体
質
の
改
善
を
図
り
、
赤
字

発
生
を
防
止
す
る
た
め
の
活
動
強
化
を
担
当

　
　
（
3
）
総
会
実
行
委
員
会

 

当
支
部
の
総
会
の
企
画
、
立
案
、
運
営
等
に

つ
い
て
一
切
を
担
当

　
第
2
条
　
委
員
会
に
委
員
長
1
名
お
よ
び
委
員
若
干
名

を
置
く
。
な
お
、
必
要
に
応
じ
副
委
員
長
を

置
く
こ
と
が
で
き
る

　
第
3
条
　
委
員
会
の
委
員
長
、
副
委
員
長
、
お
よ
び
委

員
は
支
部
長
の
指
名
に
よ
り
選
任
す
る

　
第
4
条
　
委
員
長
、
副
委
員
長
及
び
委
員
の
任
期
は
2

年
と
し
、
重
任
を
妨
げ
な
い
。
但
し
、
支
部

長
が
別
の
期
間
を
定
め
た
場
合
は
、
そ
の
期

間
と
す
る

　
附
則
　 

本
規
程
は
、
平
成
4
年
4
月
15
日
か
ら
施
行
す
る

　
附
則
　 

第
1
条
の
改
正
規
定
は
、
平
成
6
年
4
月
20
日

か
ら
施
行
す
る

　
附
則
　 

第
1
条
の
改
正
規
定
は
、
平
成
8
年
1
月
26
日

か
ら
施
行
す
る

　
附
則
　 

第
１
条
1
，
2
，
3
号
の
改
正
規
定
、
同
条
第

4
号
の
追
加
規
定
は
、
平
成
20
年
1
月
22
日
か

ら
施
行
す
る
　
　

　
附
則
　 

第
１
条
1
，
2
号
の
改
正
規
定
は
、
令
和
3
年

10
月
3
日
か
ら
施
行
す
る
　
　

慶
弔
規
程

　
第
1
条 

同
志
社
校
友
会
愛
知
支
部
（
以
下
「
当
支

部
」
と
い
う
）
の
顧
問
及
び
役
員
（
元
役
員
を

含
む
。
以
下
、
同
じ
）
の
慶
弔
に
関
し
て
は
、

本
規
程
の
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
る

　
第
２
条 

当
支
部
は
、
次
の
各
号
の
場
合
、
顧
問
及
び
当

支
部
の
活
動
に
貢
献
さ
れ
た
役
員
に
対
し
、

慶
賀
の
た
め
記
念
品
を
贈
呈
す
る

　
　
（
1
） 

勲
章
・
国
家
褒
章
を
受
章
さ
れ
た
場
合

　
　
（
1
）
の
2
　 

国
会
議
員
そ
の
他
公
職
に
就
任
さ
れ
た

場
合

　
　
（
2
）
株
式
上
場
企
業
の
社
長
に
就
任
さ
れ
た
場
合

　
　
（
3
）
経
営
さ
れ
る
企
業
の
本
社
社
屋
が
竣
工
し
た

場
合

　
　
（
4
）
そ
の
他
各
号
に
準
ず
る
場
合

　
第
3
条 

当
支
部
は
、
顧
問
お
よ
び
当
支
部
の
活
動
に

貢
献
さ
れ
た
役
員
の
御
逝
去
に
際
し
て
、
香

典
を
供
し
、
弔
電
を
打
電
す
る
。
な
お
、
こ

れ
に
加
え
て
供
花
ま
た
は
花
輪
を
供
す
る
こ

と
が
あ
る

　
　
　

2
． 

香
典
は
3
万
円
以
内
と
し
、
供
花
は
一
対
ま

た
は
一
基
と
す
る

　
第
4
条 

 

前
2
条
に
つ
い
て
は
、
常
任
理
事
会
の
承
認

を
受
け
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
但
し
、
緊
急

を
要
す
る
場
合
は
、
支
部
長
が
決
裁
し
、
直

近
の
常
任
理
事
会
も
し
く
は
理
事
会
に
お
い

て
承
認
を
受
け
る
こ
と
と
す
る

　
附
則
　 

本
規
程
は
、
平
成
4
年
4
月
15
日
か
ら
施
行
す
る

　
附
則
　 

第
2
条
の
（
1
）
の
2
の
追
加
規
定
、
第
3
条

第
1
項
（
区
分
表
の
金
額
）
及
び
同
条
第
2
項

の
各
改
正
規
定
は
、
平
成
8
年
1
月
1
日
か
ら

施
行
す
る

　
附
則
　 

第
3
条
の
改
正
規
定
は
、
平
成
20
年
7
月
24
日

か
ら
施
行
す
る

同
志
社
ラ
グ
ビ
ー
愛
好
会
規
則

　
第
1
条 

同
志
社
校
友
会
愛
知
支
部
（
以
下
「
当
支
部
」

と
い
う
）
に
、
同
志
社
ラ
グ
ビ
ー
愛
好
会
（
以

下
「
本
会
」
と
い
う
）
を
置
く
。
な
お
、
本
会

を
「
同
志
社
ラ
グ
ビ
ー
を
愛
す
る
会
」
と
通

称
す
る
こ
と
が
あ
る
。

　
第
2
条 

本
会
は
、
本
支
部
活
動
の
一
環
と
し
て
、
同

志
社
ラ
グ
ビ
ー
を
愛
す
る
フ
ァ
ン
と
し
て
、

ラ
グ
ビ
ー
知
識
を
深
め
る
と
と
も
に
、
会
員

相
互
の
親
睦
を
図
り
、
同
志
社
ラ
グ
ビ
ー
と

本
支
部
の
発
展
に
寄
与
す
る
こ
と
を
目
的
と

す
る

　
第
3
条 

本
会
は
、
本
支
部
会
員
以
外
の
者
で
も
、
熱

烈
な
同
志
社
ラ
グ
ビ
ー
フ
ァ
ン
で
あ
れ
ば
、

本
会
役
員
会
の
承
認
を
受
け
れ
ば
入
会
す
る

こ
と
が
で
き
る

　
第
4
条 

本
会
に
次
の
役
員
を
置
く

 

顧
問 

 
若
干
名

 

会
長 

 

1
名

 

事
務
局
長 

1
名

 

幹
事 

 

10
名
程
度

 

監
事 

 

若
干
名

 

会
計
幹
事 

1
名

　
　
　

2
． 

顧
問
は
本
支
部
の
支
部
長
お
よ
び
歴
代
支
部
長

に
委
嘱
す
る

　
　
　

3
． 

役
員
は
、
総
会
に
お
い
て
本
会
会
員
の
中
か

ら
選
任
し
、
任
期
は
2
年
と
す
る
。
但
し
、

留
任
を
妨
げ
な
い

　
　
　

4
．
本
会
の
活
動
は
、
随
時
開
催
す
る
役
員
会
の

審
議
を
経
て
決
定
す
る
。
な
お
、
本
会
の
活

動
は
、
本
支
部
の
常
任
理
事
会
な
い
し
理
事

会
に
て
報
告
す
る

　
第
5
条 

本
会
は
、
年
に
1
回
の
総
会
を
開
催
し
、
そ

れ
以
外
に
同
志
社
ラ
グ
ビ
ー
関
係
者
と
の
懇

談
会
、
同
志
社
ラ
グ
ビ
ー
情
報
の
提
供
等
を

随
時
行
う
。
な
お
、
必
要
に
応
じ
て
臨
時
総

会
を
開
催
す
る
場
合
が
あ
る

　
第
6
条 

本
会
の
会
計
は
、
本
支
部
の
特
別
会
計
と

し
、
本
会
の
会
長
が
管
理
す
る

　
　
　

2
．
本
会
の
会
長
は
、
本
会
の
会
計
監
事
の
監
査

を
経
た
収
支
決
算
書
を
本
支
部
の
理
事
会
に

報
告
し
、
承
認
を
受
け
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

　
第
7
条 

本
会
の
事
業
・
会
計
年
度
は
、
1
月
1
日
か
ら

12
月
31
日
と
す
る

　
附
則
　 

本
規
程
は
、
平
成
13
年
9
月
6
日
か
ら
施
行
す
る

　
附
則
　 

題
名
の
規
程
を
規
則
へ
の
変
更
及
び
第
4
条
な

い
し
第
6
条
の
改
正
規
定
は
、
平
成
20
年
7
月

24
日
か
ら
施
行
す
る
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動画はこちらのQRコードからご覧ください。
愛知に引っ越していらっしゃったり、
校友会活動にご興味ある方に
ご紹介いただけたら幸いです。

１年間を振り返り、写真で思い出を綴り、
動画にいたしました。

今年も引き続き、コロナの影響はありますが、
対面で会議を開催すれば参加者は昨年より増え、

ゴルフ大会などイベントも継続して行えるようになって参りました。

各種お知らせは、愛知支部ホームページに掲載いたしますので、
ご覧いただければ幸いです。

動画特集のご案内　　愛知支部　1年間
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【愛知支部ホームページ】

動画特集のご案内　

ご協力いただける場合、募金入力画面内にある
「事務局への連絡欄」に　愛知支部　とご入力をお願い致します。

募金のホームページ

「募金に係るお問い合わせ先」
同志社大学　学長室　募金課
TEL：075-251-3230
Email：ji-bokin@mail.doshisha.ac.jp

拝啓　時下 ますますご健勝のこととお慶び申し上げます。平素は、支部活動へ
のご理解を賜り厚く御礼申し上げます。
　さて、昨年度は皆様から経済困窮学生に対する支援をいただき、年度末の退
学者は前年を下回る結果となり多くの学生が学び続けることができたと大学
から報告を受けており、校友会としての役割も一定程度果たせたと考えており
ます。
　しかしながら、新型コロナウイルス感染症の影響は未だ収束に向かわず、今
もなお学生はアルバイトの機会を失うことで生活が大変な状況にあり、また、
長引く自粛要請により学費を支弁される親の所得にも影響が出ているとも聞
き及んでおります。
　この度、同志社大学から「同志社大学 2025 ALL DOSHISHA 募金」を通じて
経済困窮学生への支援についての協力要請が同志社校友会になされております。
既に大学から支援のお願いが届いている方もおられると思いますが、「同志社
大学2025 ALL DOSHISHA 募金」における「特定寄付奨学金」として集まった寄
付が、経済的に困窮した学生への支援に充てられることになっております。
　校友会愛知支部としては、大学からの支援要請に対して積極的に協力し、困
窮している後輩たちを一人でも多く救済する活動を展開したいと考えており
ます。
　皆様も日常生活が大変であることは存じ上げておりますが、困っている後輩
のためにご協力頂きたくご支援の程何卒宜しくお願い申し上げます。
支払いの方法は、払込取扱票での場合は、寄付番号「34」を選び、メモ欄に「校友
会愛知支部」とご記入し、振り込みをお願い申し上げます。インターネットでの
お申込みもできます。

敬具
2022年11月

同志社校友会愛知支部

支部長　小栗 成男

同志社校友会愛知支部会員の皆様へ

新型コロナウイルス感染症拡大に伴う
経済困窮学生への支援のお願い

37 募金のお願い
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One purpose, Doshisha, thy name
Doth signify; one lofty aim;
To train thy sons in heart and hand
To live for God and Native Land.
Dear Alma Mater, sons of thine
Shall be as branches to the vine;
Tho' through the world we wander far and wide,
Still in our hearts thy precepts shall abide!

We came to Doshisha to find
The broader culture of the mind;
We tarried here to learn anew
The value of a purpose true;
Dear Alma Mater, ours the part
To face the future staunch of heart,
Since thou hast taught us with high aim to stand
For God, for Doshisha, and Native Land!

When war clouds bring their dark alarms,
Ten thousand patriots rush to arms,
But we would through long years of peace
Our Country's name and fame increase.
Dear Alma Mater, sons of thine
Will hold their lives a trust divine.
Steadfast in purpose we will ever stand
For God, for Doshisha, and Native Land!

同志社校友会 愛知支部事務局
〒461-0001 名古屋市東区泉2丁目20番8号
　　　　　　丸の内土地株式会社　金田 利斉
TEL （052）931-2103　FAX （052）932-3913
info@aichi.doshisha-alumni.org

住 所 変 更 ・ そ の 他 お 問 い 合 わ せ 先 は FaceBook
「FB同志社校友会愛知支部」
へもご参加ください。

インスタグラムアカウント名
「同志社校友会愛知支部」

ユーチューブアカウント名
「同志社校友会愛知支部」

同志社愛知 検索
https://doshisha-aichi.com

同志社よ，その名は一つの目的を意味する
すなわち，その学徒の精神的，肉体的に

神のため，祖国のため
生きんという一つの崇高なる目的を。
親愛なる母校よ。同志社の学徒は

ぶどうの枝のごとくであるであろう。
たとえ世界くまなく，広くはるかに
われらさまようとも　汝の教訓は

われわれの心に，とわに生き続けるであろう。
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